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バンコクのスラムにおける住宅問題と住民参加プロジェクト
―「永住の家」プログラムをめぐって―
マリー　ケオマノータム
はじめに
本論文の目的は、都市開発の進むバンコク中心部
のスラムを対象に、近年導入された住民参加型の住
宅整備プログラムの実態を明らかにし、その意義と
課題を抽出することにある。
以下では、まず対象地区であるヤーンナワー区
チュムチョン・イェンアーカード 2 の概況と都市開
発の状況を把握し、問題の所在を明らかにする（）。
ついで近年導入された住民参加型の住宅整備手法で
ある「永住の家」プログラムの特徴について述べ
（2）、このプログラムをめぐるチュムチョン・イェ
ンアーカード 2 および同チュムチョンが属するスラ
ム・ネットワークの対応を実態に即して検証する（、
）。さいごに、これらをとおして、スラムの住宅問
題をめぐる住民参加型プログラムの意義と課題につ
いて考察を加えたい（）。
1　都市開発とスラムの住宅問題
チュムチョン・イェンアーカード 2 の位置する
ヤーンナワー区およびバーンコーレーム区、サー
トーン区は、チャオプラヤー川の東岸、バンコク中
心部の南側に隣接して広がる地域であり、チャオプ
ラヤー川と併行して走る幹線道路であるラーマⅢ通
りの沿線地域を中心に、近年、都市開発の圧力が高
まりつつある。バンコク都は、都心エリアへの金融、
情報・技術機能の集積を図るとともに、観光ポイン
トとしての整備を行い、東南アジアの中心地域とす
る計画を打ち出しているが、近年、これら  区（計
6.㎢）を新しい経済特別開発地域として都心エリ
アの一翼に位置づける決定を行った。その基礎とし
て、バンコク都は、①ラーマⅢ通りの商業地域指定、
②ラーマⅢ通りの拡幅（8 車線化）、産業環状道路
や巨大廃水処理施設などのインフラ整備、③土地利
用計画法の適用を行うとしている。こうした都市開
発の圧力は、ラーマⅢ通り沿線に展開している  区
あわせて 8 の過密無秩序チュムチョンの  万人以
上の生活に影響を及ぼすことになり、とりわけ民有
地に立地しているスラムは移転や立ち退きの問題に
直面しつつある。
チュムチョン・イェンアーカード 2 の立地エリア
は、かつては水田地帯であったが、6 年頃、0
家屋ほどが住みつくようになった。これに隣接する
造幣局の土地には、石油会社（シェル）の雇用者住
宅があった。68 年に造幣局はシェルとの借地契
約を打ち切り、雇用者住宅は廃止されたが、一部の
住民は不法占拠状態でそのまま住み続け、翌年には
造幣局の土地やそれに隣接する民間の土地に次々と
新しい人が住みつくようになり、急速にスラム化し
た。不法占拠スラムであるイェンアーカード 2 に番
地が与えられたのは 82 年のことである。
80 年代後半、バンコク全域とくに中心部にお
けるスラム立ち退き問題が深刻化した。イェンアー
カード 2 でもとくに民有地では強く立ち退きを求め
られ、一部では訴訟ともなったが、結局、民有地の
住民は退去せざるをえなくなった。こうしておもに
造幣局の土地（約  ライ）に住居を構えた住民が残
ることとなった。
200 年現在、イェンアーカード 2 には、0 家族
の計 ,2 人が住んでいる。住居の所有形態別に家
族の内訳をみるならば、持家 （6.％）、借家 
（2.6％）、間借 （.0％）である。電気・水道は
全家屋に普及している。出身は、東北地方が 、8
割を占め、中部地方が  割。住民の職業は、被雇用
者や小売業が多く、ついで主婦、公務員、廃品回収
業などとなっている 。
チュムチョン内の道路は、住宅整備公団と都議会
議員の予算を利用してコンクリート舗装した。道路
以外は湿地状である。チュムチョン内には地区保健
センターがある。託児施設である子どもセンターで
は 20 人の子どもを預かっている。子どもセンター
で働く保育士の人件費は区の予算から拠出されてお
り、地区外の子どもも来ている。道路には安全確保
のため、随所にバイク止めの段差が設けられている
が、これらはカナカマカーン・チュムチョンの決定
により、住民自身が整備したものである。

2　「永住の家」プログラム
イェンアーカード 2 を含むラーマⅢ通り周辺地
域の住宅問題を解決する手法として採用されたの
は、タイ政府社会開発・生活保障省に属する公共機
関であるコミュニティ組織開発機構（Community 
Organizations Development Institute：CODI）によ
る「永住の家（Baan Mankong）」プログラムである 2。
これはスラムに居住する貧困者に安定した住まいを
提供することを目的とするものであり、200 年に
導入された新しい国家プロジェクトである。このプ
ログラムは種々の地域改善事業を従来のトップダウ
ン方式ではなく、当事者である住民を中心に、自治
体、開発業者、土地所有者など関係者間の協力のも
とに進め、それぞれの地区にあった改善計画を住民
自身が作りあげ、実行していくところに最大の特徴
がある。このプログラムにおいて、CODI は政府と
チュムチョンをつなぐ仲介者ないしファシリテー
ターの位置を占め、住民による住宅開発計画の策定
をサポートするとともに、計画の実施段階ではチュ
ムチョンに対して国家予算を充当し、基盤整備に対
する補助や住宅建設のための低利融資を提供する役
割を担う。
200 年の導入以来 2006 年までの  年間にわた
る「永住の家」プログラムの実施状況をみると（表
）、プログラムが実施されている県および市・区数
は  県 2 市・区、承認された計画のある県およ
び市・区数は 6 県 8 市・区、承認された計画は
0 計画、承認された計画に含まれるチュムチョン
は  チュムチョン、対象となる世帯は ,6 世
帯であり、投入された予算総額は 2 億 ,8 万バー
ツ、その内訳はチュムチョンの基盤整備補助  億
,8 万バーツ、住宅改善資金の融資  億 ,26
万バーツとなっている。地域別の実施状況をみると
（表 2）、バンコク首都圏を中心に、東北部、南部、
北部での取り組みが進んでいることがわかる。また
同プログラムによるチュムチョン住民の土地に対す
る権利の改善状況をみると（表 ）、土地所有権の
確立 ,886 世帯（.％）、長期的借地契約の締結
,28 世帯（2.％）短期的借地契約の締結 ,0
世帯（6.％）、現在の居住地における住宅建設の容
認 ,2 世帯（.2％）であり、安定した居住権の確
立につながっていることがわかる。なお 2006 年か
ら 2008 年までの  年間の同プログラムによる開発
目標をみると（表 ）、,826 チュムチョン、28. 万
世帯、,2.0 万人であり、これまでの実績を勘案す
るとやや過大な目標との印象をぬぐえないが、いず
れにしても「永住の家」プログラムによる住宅開発
のペースを加速する意向を読みとることができる。
「永住の家」プログラムの実施過程を具体的にみ
るならば、以下の 8 つのステップが想定されており、
チュムチョンの住民たちはもっぱら自分たちの力で
これらをクリアしていかなければならない（CODI 
2006a：-2）。
第一は、チュムチョン住民による合意の形成であ
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事項 計
プログラムが実施されている県および市・区数
承認された計画のある県および市・区数
承認された計画数
承認された計画に含まれるチュムチョン数
対象となる世帯数
承認された予算
　　内訳　　チュムチョン基盤整備補助金
　　　　　　住宅改善資金融資
75 県 214 市・区
64 県 158 市・区
440 計画
773 チュムチョン
45,496 世帯
2,737,583,512 バーツ
1,345,437,958 バーツ
1,392,145,554 バーツ
表 1　「永住の家」プログラムの実績（2003-06 年）　　　
出典：CODI,2007,p.11 
地域区分 都市 / 区数 チュムチョン
数
世帯数 計画数
バンコク首都
圏
中部
西部
東部
東北部
南部
北部
53
9
9
16
25
30
16
227
25
21
30
141
164
165
18,857
1,320
1,191
2,561
7,934
7,135
6,406
148
24
11
22
115
67
53
全国計 158 773 45,404 440
表 2　「定住の家」プログラムの地方別実績（2003-06 年）
出典：CODI,2007,p.12
権利形態 世帯数 構成比（％）
土地所有権の確立
長期的借地契約の締結
短期的借地契約の締結
現在の居住地における住宅建設の
容認
19,886
19,283
3,041
3,294
43.7
42.4
6.7
7.2
計 45,504 100
表 3　「永住の家」プログラムによる土地に関する権利の安定（2003-06 年）
出典：CODI,2007,,p.16 のグラフより作成
表 4　「永住の家」プログラムの開発目標（2006-08 年）
出典：CODI,2006b, ｐ .47 のデータをもとに作成
年 市・区数 チュムチョン
数
世帯数 人口
2006
2007
2008
148
30
22
705
514
607
100,000
100,000
85,000
550,000
400,000
475,000
計 200 1,826 285,000 1,425,000
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り、まず初発のステップとして住民たちは「永住の
家」プログラムへの理解を深め、参加の意思と共同
の態度を確認しあうことが必要である。
第二は、貯蓄をすることである。住民自身が貯蓄
グループを設立し、その運営を行うことであり、そ
れは住宅のために貯蓄をすることのみならず、プロ
グラムの実施にあたって必要となる金融の知識を得
ること、組織の自主的・共同的な管理・運営を学ぶ
ことの重要な契機ともなる。
第三は、住民による役割分担の明確化である。プ
ログラム実行の役割分担のために、カナカマカーン・
チュムチョンや貯蓄グループ運営委員会とは独立し
た「永住の家」委員会を設立し、必要な係を置くか、
班に分けて 0 ～ 20 戸の担当制をとるなど、プログ
ラム実行のためのあらゆる作業を住民が分業する体
制を整えることである。
第四は、チュムチョン基本調査の実施である。調
査を実施し、家屋数、世帯数、家屋の所有形態、職
業、収入、負債、住宅への要望など住宅開発計画の
基礎となるデータを収集・整理する。
第五は、住民間における居住をめぐる権利の調整
と確定である。チュムチョンの住民たちには、正式
な借地・借家契約がなく、持ち家、借家、間借りな
どの住宅の所有ならびに居住形態の違いがあり、拡
大家族、新来家族、一時的居住者など、多様な家族
の形態がある。時に利害対立をはらむこれらの権利
関係を調整し、チュムチョンのすべての家族が住み
続ける権利を確立しなければならない。
第六は、チュムチョン・住宅建設計画の策定であ
る。土地の区画、住宅、公共的な施設、緑地などの
形態と配置などの詳細を住民自身が共同で決定す
る。その際、建築家、大学、NGO などの支援を受
けることもできる。
第七は、チュムチョン・住宅建設計画の実行であ
り、土地造成や水道、電気などのインフラ整備と住
宅建設を住民が共同で行うことである。その際、政
府によるインフラ整備への補助金を住民の裁量によ
り自由に使うことができるし、住宅建設資金につい
ては CODI などによる低利融資を受けることができ
る。
第八は、これらによってコミュニティとしての実
質を備えた強いチュムチョンを確立することであ
る。
「永住の家」プログラムにおける政府援助は以下
のとおりである。第一に、チュムチョンのインフラ
整備への援助は、①チュムチョンの改善については、
 世帯あたり 2. 万バーツ、②チュムチョンの再構
築については、 世帯あたり . 万バーツ、③新し
い土地へのチュムチョンの移転については、 世帯
あたり 6. 万バーツを支給する。第二に、住宅のた
めの融資については、チュムチョンに組織された貯
蓄グループを法人化することによって、これを受け
皿として低利融資を行う。CODI からの融資は、上
限が 0 万バーツ、返済期間は最長  年間で金利は
年 2％である（ただし 2008 年から ％に引き上げら
れた）。貯蓄組合など法人化された貯蓄グループは、
CODI からの融資に管理費などの名目で数％ほど上
乗せして、住民に融資することになる。
なお「永住の家」プログラムにおいても、住宅開
発の手法そのものは従前のパターンを引き継ぐこ
とになる。チュムチョン改善（Slum Upgrading）、
再 区 画 化（Reblocking）、 土 地 の 再 配 分（Land 
Sharing）、 建 て 直 し（Reconstruction）、 移 転
（Relocation）がそのおもな手法であるが 、これら
のうち、どれが選択されるかは、チュムチョンの立
地や条件、住民の要望と経済力、地主の意向などに
応じてさまざまである。
3　ラーマⅢ通り周辺地域スラム・ネットワークと
「永住の家」プログラム
ラーマⅢ通り周辺地域において、現在「永住の家」
プログラムに取り組む意向をもっているのは、サー
トーン区  チュムチョン、ヤーンナワー区  チュム
チョン、バーンコーレーム区 8 チュムチョンの計
22 チュムチョンである。各区のチュムチョンはそ
れぞれスラム・ネットワーク（ラーマⅢ通りスラム・
ネットワーク、ヤーンナワー環境ネットワーク、バー
ンコーレーム・ネットワーク）を組織しており、こ
れら 22 チュムチョンもすべてこれらのメンバーと
なっている。「永住の家」プログラムはチュムチョ
ンを対象とするものであるが、この地域での「永住
の家」プログラムへの取り組みの最大の特徴は、こ
れらのネットワークおよびその連合をとおして各
チュムチョンが連携し協力しあう体制が取られてい
ることである。
そこでまずスラム・ネットワークの全体的な動き
をみておこう（ヤーンナワー環境ネットワーク・ワー
キング・グループ　2006）。
200 年 6 月、ネットワーク連合のもとに、プロ
グラム委員会、実行チーム、支援チームからなる「永
住の家」ワーキング・グループが組織された。プロ
ジェクト委員会は、スラム・ネットワークのほか、
経済社会開発企画庁、CODI などの政府・公共機関、
住宅開発財団などの NGO、研究者などから構成さ
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れている。実行チームは、各ネットワークから選出
されたメンバー（各  名）が中心である。支援チー
ムは、スラム支援の NGO などの外部機関によって
構成されている。
ワーキング・グループによれば、「永住の家」プ
ログラムに取り組む目的は、①ラーマⅢ通り周辺地
域における都市開発と連動し、貧困層の住宅改善モ
デルを提起すること、②当該地域の全ての住宅問題
を解決するために連携することにある。プログラム
の実現により期待される成果として、ワーキング・
グループは、①新しい住宅改善モデルを提起するこ
とによって、都市には貧困層の存在が不可避であり、
貧困層が都市と共生できることを証明すること、②
住宅問題を実践的に解決することによって、住民の
生活向上を目的とする政府の開発計画を強固にする
こと、③住民の連携によって共同で問題を解決する
力を向上せしめることをあげている。そして、ネッ
トワーク連合によるこの取り組みの成否を判断する
指標は、①すべてのチュムチョンが新しい住宅開発
計画を策定すること、②すべてのチュムチョンが住
宅問題を解決する準備を整えていること、③住民参
加による新しい住宅開発のモデルを提案できること
にあるとしている。
では、ラーマⅢ通り周辺地域における「永住の
家」プログラムへの取り組みは、具体的にはどのよ
うに行われているのであろうか。そのプロセスを概
観することにしよう（表 ）。　200 年 6 月、各ネッ
トワークとチュムチョン住民に対する説明会が開か
れ、計 22 チュムチョンが「永住の家」プログラム
に取り組む意思を表明した。ついで、調査実行チー
ムが各ネットワークに組織され、調査に関する技術
的な研修を受けた上で、チュムチョン基本調査を実
施した。調査によって得られたデータを基礎資料と
して住宅整備計画の立案がなされるとともに、土地
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表 5　ラーマⅢ通り周辺地域における「永住の家」プログラムへの取り組み状況
出典：ヤーンナワー環境ネットワーク・ワーキング・グループ ,2006 所収の表をもとに作成
活動段階 行動項目
成果
ラーマⅢ通りスラム・ネットワーク ヤーンナワー環境ネットワーク バーンコーレーム・ネットワーク
 ネットワー
クとチュム
チ ョ ン に
対 するプロ
ジェクトの
説明
.　進捗状況把握のためのネットワーク会議
（毎月）
.2　情報伝達と行動準備のためのチュムチョン
会議
.　説明資料・調査資料の準備
プロジェクト準備会議
プロジェクト行動会議（毎月）
チュムチョン会議（全  チュム
チョン）
作業グループの編成（全 0 グ
ループ）
プロジェクト行動チームの準備
プロジェクト準備会議
ネットワーク会議（毎月 8 日に
開催）
プロジェクト行動チームの準備
チュムチョン会議（全  チュム
チョン）
プロジェクト準備会議
ネットワーク会議（ 回）
チュムチョン会議（全 0 チュム
チョン）
プロジェクト行動チームの準備
計画立案会議（ 回）
ネットワーク会議（0 回）
2 住宅に関す
る 要 望 調
査 の 実 施 
（計 22 チュ
ムチョン）
2.　 調 査 チ ー ム の 設 置 と チ ュ ム チ ョ
ン・ 家 屋 調 査 の 実 施（ 各 ネ ッ ト ワ ー ク ） 
2.2　資料作成
2.　情報収集のためのインタビュー法の研修
調査チーム（各 - 名の計  チー
ム）の研修チュムチョン・家屋
調査の実施
（対象は  チュムチョン計 6 家
族。うち  家族がプロジェク
ト参加の意向。
調査チームの設置
（ネットワーク選出 0 人、各チュ
ムチョンから - 人が参加）
チュムチョン・家屋調査の実施
（,8 家族対象、うち ,02 家
族がプロジェクト参加の意向）。
調査チーム設置のための準備会
議（ 回）
チュムチョン・家屋調査の実施 
（共同調査チーム 60 人で 8 チュ
ムチョン 600 家屋を対象に実施）
 調査結果の
集約と分析
.　調査結果の正確な集約（各ネットワーク）
.2　調査結果のまとめ（各ネットワーク）
参加希望  世帯のデータ集約
8 家族が貯金会に加入
基本データの作成 結果のまとめ
 計画立案 .　チュムチョン代表者会議
.2　調査結果にもとづく要望・問題の集約
.　問題解決のための実施計画の検討
進捗状況把握のためのネットワーク会議
カナカマカーン・チュムチョン、支援チーム、プロジェクト委員会の共同ゼミナール（2 回）
 行 動 開 始 
（ 土 地 調 査
の 実 施 と
チュムチョ
ン将来構想
図の作成）
.　ラーマⅢ通り周辺の国有地・民有地の土地
調査
.2　 チ ュ ム チ ョ ン 将 来 構 想 図 の 作 成 
（チュムチョンと顧問建築士によって 2 種類を
作成。現在地と移転による新しい土地における
チュムチョン将来構想図と模型を作成）
鉄道局所有地および民有地の土
地調査（62 家族が居住）
将来構想図の作成（ チュムチョ
ン）
 
造幣局所有地の土地調査
現在地における将来構想図の作
成（ チュムチョン）
新しい土地における将来構想図
の作成（2 チュムチョン）
王 室 財 産 事 務 所 所
有 地 の 土 地 調 査 
現在地における将来構想図の作
成（8 チュムチョンが準備）
新しい土地における将来構想図
の作成（ チュムチョン）
6 公開フォー
ラムの開催
6.　ラーマⅢ通り周辺地域での開催
6.2　チュムチョンと関係機関・組織による公開
討論会
6.　チュムチョン将来構想図のマスコミ公開
共同フォーラムの開催（参加者約 ,00 人）
・新経済地域について（ 回）
・政府の開発プロジェクトについて（2 回）
・都市計画法について（ 回）
公開討論会（0 チュムチョン参加、2 回開催。将来構想図をマスコミに公開）
 住宅整備計
画の政府関
係機関への
提出
.　住宅整備計画の政府関係機関への提出
.2　問題解決方法の共同研究
鉄道局に将来構想図を提出（2
チュムチョン）
造幣局に土地借用の要望のため
に将来構想図を提出（ チュム
チョン）
区役所との連携・協議
住宅フォーラム（2 回）
8 ネットワーク
連絡会議
8.　進捗状況の報告
8.2　2 ヶ月に  回開催
進捗状況把握のための連絡会議（実施チーム、支援チーム。 回）
 プロジェク
ト集約会議
（年 2 回）
.　実施状況の説明と住宅整備計画の共同立案
のためのチュムチョン代表者会議
チュムチョン代表者会議（ 回）
0 ネットワーク
月例会議
0.　進捗状況把握のためのネットワーク会議 ネットワーク会議（毎月開催） ネットワーク会議（毎月開催） ネットワーク会議（毎月開催）
 広報 .　ラーマⅢ通り周辺地域開発プロジェクト
に関する情報収集
.2　情報の整理
.　チュムチョンにおける共同活動のまとめ
記録集の作成
（2 チュムチョンで印刷中）
2 プロジェク
ト の 管 理・
運営
プロジェクト準備会議（ 回）
実行チーム会議・支援チーム会議（毎月）
プロジェクト委員会会議（2 回）
進捗状況把握のためのネットワーク会議の総括資料の作成
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調査が行われ、チュムチョン将来構想図が作られた。
これを受け、同年 8 月、チュムチョンと関係機関・
組織による公開フォーラムおよび公開討論会が開催
され、チュムチョン将来構想図がマスコミに公開さ
れた。同年2月、22チュムチョンのうち、イェンアー
カード 2、チュアプラーンパタナー、ルアムパタナー
チュアプラーン 2 の  チュムチョンが土地所有者で
ある政府機関に住宅整備計画を提出した。これは「永
住の家」プログラムによる住宅改善に取り組む前提
として、地主にチュムチョンの意思を伝達し、理解
と配慮を求めるためである。なお、ここまでの一連
の動きのなかで作成された各チュムチョンの住宅整
備計画や将来構想図はいまだモデルの域を出ておら
ず、「永住の家」プログラムの対象となる詳細計画
のレベルには達していないが、地主である各政府機
関からはさらなる計画の練り上げを前提に、現在地
での住宅改善を容認するという譲歩を引き出してい
る。これが現在の到達点であり、先行した  つのチュ
ムチョンにおいても住民相互の利害調整と合意形成
が容易に進んでいないというのが現状である。
ではつぎに、ラーマⅢ通り周辺地域において先
行したチュムチョンのひとつであるチュムチョン・
イェンアーカード 2 を事例に、チュムチョン・レベ
ルでの住民の取り組みについてみていくことにしよ
う。
4　チュムチョン・イェンアーカード 2 と「永住の家」
プログラム
(1) カナカマカーン・チュムチョンと住民活動
「永住の家」プログラムは住民主体のプロジェク
トであり、その取り組みの前提としてチュムチョン・
レベルでの住民の組織化が十分になされていること
が必要となる。チュムチョン・イェンアーカード 2
において住民を代表し、「永住の家」プログラムへ
の取り組みにおいても中心的な役割を果たしている
のはカナカマカーン・チュムチョンである。またイェ
ンアーカード 2 には、カナカマカーン・チュムチョ
ンを核としたさまざまな住民の組織と活動がある。
したがって、まずカナカマカーン・チュムチョンを
はじめとする住民の組織状況から見ていくことにし
よう 。
チュムチョン・イェンアーカード 2 のカナカマ
カーン・チュムチョンは、自然発生的なリーダーを
中心に 8 年に結成されている。発足当初は、
名の定員に対して自発的な立候補は 、8 人しかな
く、あとは直接声をかけてメンバーを補充したが、
最近 0 年ほどは、2 つのチームがそれぞれ定員分
の候補者をそろえ、実質的にチームを選択する選挙
になっている。選出された委員に個人的なつながり
がなく、寄せ集め的なメンバー構成となると、会議
の開催や企画の立案・実行などの運営がうまくいか
ず、チームとしてのまとまりが必要であることから、
こうしたスタイルに落ち着いたということである。
2006 年 8 月現在の委員会はおおむね 2 期目のメン
バーであり、おもな役職は、会長、副会長 2 名（男
女各  名）、書記（女性）、会計、登録係、広報渉外
係などである。会長によれば、委員に求められるの
は献身的な態度であり、そのことが住民に認められ
る必要がある。
カナカマカーン・チュムチョンの会議は毎月開か
れている。有線放送や文書で招集し、あらかじめ出
欠の確認をとっている。議題については、正副会長
などがまず事前に話し合い、論点を整理し、カナカ
マカーン・チュムチョンの会議で協議する。かつて
子ども広場が麻薬使用者のたまり場になっているこ
とが問題となったが、こうした重要な地域課題につ
いては、カナカマカーン・チュムチョンがあらかじ
め基本方針を定めた上で、住民を子どもセンターに
集めて住民集会を開き、チュムチョンとしての意思
を決定している。住民への情報伝達の手段は、有線
放送と口コミが中心であるが、重要案件では文書を
全戸に配布する。住民の参加率は  割ほどであり、
住民の参加をさらに促すことが課題である。また財
政も厳しいため、ソンクラーンなどの祭りの時に抽
選会などを行って、収入を補っている。ヤーンナワー
区役所から提供される地域社会開発促進費（月額
,000 バーツ）ではインフラ整備はできないし、委
員の交通費にも満たない。現在のカナカマカーン・
チュムチョンの運営についてはとくに問題はない
が、地域問題としては依然として麻薬問題が未解決
となっている。
イェンアーカード 2 には、カナカマカーン・チュ
ムチョン以外の住民グループとして、清掃グループ
（2 人）、歩道整備グループ（0 人）、排水溝清掃
グループ（6 人）、宗教行事グループ（20 人）、保
健活動グループ（6 人）、年中行事グループ（00 人）
などがある（ヤーンナワー環境ネットワーク・ワー
キング・グループ 2006）。ゴミについては、毎月第
2 土曜に一斉清掃を実施している。200 年  月には
葬儀基金を設立した。その目的は、メンバーが死去
したときの葬儀費用の援助であり、200 年 2 月現
在メンバーは 82 名、基金総額は 8. 万バーツとなっ
ている。このほか独居老人には思いやりの精神でカ
ナカマカーン・チュムチョンが葬儀費用を提供して
バンコクのスラムにおける住宅問題と住民参加プロジェクト
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いる。職業訓練・職業開発を目的とする婦人会は一
律の組織化という区の方針で組織されたが、マーケ
ティングへの配慮がないため、活動が停滞し、すで
に解散した。青少年会も区主催の麻薬問題に関する
研修会に参加する程度の活動にとどまっている。区
レベルでは老人会があり、メンバーカードも発行し
たが、活動の持続性がない。イェンアーカード 2 で
は、高齢者の希望によって、僧侶の説教を聞く会を
2， 回開いたことがある。
チュムチョンの貯金会は 88 年に設立された。
目的は、住宅資金や職業開発、メンバー間の相互扶
助であり、200 年 2 月現在のメンバーは 26 人、
貯金総額は . 万バーツである。なお、これとは
別に「永住の家」プログラムのための貯蓄グループ
が 200 年に設立されたが、これについては後述し
たい。
なお行政との関係について触れるならば、かつて
は長らく無視された状態だったが、近年は多少の協
力関係がみられるようになってきたという。会長に
よれば、その背景には、8 年に外部の基金を利
用して道路高架下に子ども広場を設置するなど、独
自に補助金を獲得してハード整備してきたことや
「永住の家」プログラムに取り組むことなどによっ
て、力のあるチュムチョンとして行政に認知される
ようになってきたためである。
(2) ヤーンナワー環境ネットワーク
イェンアーカード 2 は、区内の  つのチュムチョ
ンとともにヤーンナワー環境ネットワークを組織し
ている。同ネットワークは、 年に設立された。
これは、国連の支援により、住民組織が地域環境の
改善や貧困層のための福祉基金の運用を行うことを
目的とする組織であり、全国で  つのモデルが設定
されたうちのひとつとして、当時バンコクでは唯一
のものとして設立された。
ヤーンナワー環境ネットワークは、当初は衛生問
題の解決に取り組んできたが、現在はもっぱら住宅
問題をテーマとして活動している。ヤーンナワー環
境ネットワークによる「永住の家」プログラムに関
するチュムチョン連携の取り組みを改めて整理する
ならば、以下のとおりである。①各チュムチョンの
状況を把握するための代表者会議の開催、②区内
の  チュムチョン計 ,8 世帯を対象とする意向調
査と基本データの集約、③先進事例の視察研修（ア
ユタヤ  チュムチョン、バンコク  チュムチョン）、
④チュムチョン貯蓄グループの設立 、⑤「永住の家」
プログラムによるチュムチョン将来構想図の作成（
チュムチョン）、⑥チュムチョン将来構想図と「永
住の家」プログラムに関する住民説明会の開催など
である。
(3) 「永住の家」プログラムへの取り組み
イェンアーカード 2 のチュムチョン基本調査によ
ると、世帯主 0 人の住宅をめぐる意向は次のとお
りである。将来の居住地については、現在地での居
住 0.0％、行政補償によるリロケート .0％、行政
が用意する集合住宅への移動 0.％、その他 8.％で
ある。また採用すべきプログラムとしては、「永住
の家」.0％、バーン・ウーァアトーン 6 .％、集
合住宅 2.0％、退去 .％、その他 0.％である。こ
のように、チュムチョン住民の多くが「永住の家」
プログラムによる現在地での居住を望んでいること
が明らかとなった。
前述したように「永住の家」プログラムの適用を
受けるためには、住民による貯蓄グループの設立と
運営が前提となっている。貯蓄グループは、チュム
チョン支援の文脈では地域の団結と節約精神の浸
透、さらにはマネジメント能力を示す外部指標とし
て位置づけられており、より直接的には CODI や
政府系貯蓄銀行などからの融資を受ける際のチュム
チョン側の窓口となる。イェンアーカード 2 では、
従来の貯金会とは別組織として、200 年に「永住
の家」プログラムを前提とする貯蓄グループが設立
された。2006 年 2 月現在、メンバーは  人、貯
蓄総額は0.0万バーツである。カナカマカーン・チュ
ムチョンは、全世帯の加入を呼びかけている。
住宅整備の具体的手法としては、チュムチョンの
再区画化が有力である。図  にチュムチョンの現
状図、図 2 には将来構想図を示す。将来構想図は
CODI のプランナーと住民との共同作業として作成
されたものであり、まず消防車の通路として 6m の
道路を確保し、同じ形状の区画を整然と配置してい
る。住宅が木造となるかコンクリートとなるかは
個々の住民の経済力次第である。これが地主である
造幣局に提出された将来構想図であり、造幣局はこ
れらの動きを受けて、基本的に現在地での住宅建設
を容認する意向を示している。また住民による「正
式な」住宅整備計画の策定を前提として、 年ごと
の契約更新で最大 0 年間の賃貸契約を締結するこ
とが検討されているとのことである。
しかし、先にも触れたようにチュムチョン将来構
想図はいまだモデルの提示というレベルにとどまっ
ており、貯蓄グループの参加率をみても、イェンアー
カード 2 の「永住の家」プログラムへの取り組みは
マリー　ケオマノータム
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困難に満ちているといわなければならない。その最
大の要因は、住民間の利害の調整と合意形成が容易
に進まないところにある。住民の多くは、モデル的
な将来構想図のレベルでも「自分の住んでいる土地」
が具体的にどうなるのかに関心を集中し、一喜一憂
する傾向が強い。また初期に住みついた人のなかに
は数区画を占有したうえで、本来は自分の土地でも
ないのに新しい住民に土地を貸し付けて地代を得て
いる人もおり、その利害の調整に手間取っている。
また貯蓄をすることはお金を寝かすことにつながる
として、貯蓄グループへの参加を拒否する人もいる。
イェンアーカード 2 の地主である造幣局が現住地で
の居住を基本的に容認したことも、追加負担なしに
現在の状態を継続できるとの憶測を呼び、いわば「ゴ
ネ得」に期待する人を生み出したりもしている。
「永住の家」プログラムによる補助と融資を得る
ためには、地区全体に関する道路、敷地、家屋、公
共的施設、オープンスペースの配置など詳細な地区
計画の立案が必要であり、経済的負担を含めた全住
民の権利調整と細部にわたる合意が必要になる。こ
れらのすべてを住民によるボトムアップ方式でまと
めていくのであるから、実現までにはかなりの時間
を要する事業であり、内部的な組織のさらなる強化
が必要になる 。　
5　住民参加型プログラムの意義と課題
「永住の家」プログラムには、タイにおける都市
貧困層の住宅問題の解決をめぐって、従来の政府主
体の開発事業とは異なる新しい考え方が示されてい
る（CODI 2006a：-0）。①開発主体はチュムチョ
ン（住民および住民組織）であり、構想・計画・実
行・運営のすべてが住民自身の責任によって行われ
る。政府や公共機関、大学、NGO など外部機関は
あくまでも住民の支援者という位置づけである。②
不法占拠状態にある住民の居住権を確立し、永続的
なチュムチョン建設の基礎とする。③住宅建設のみ
ではなく、住民が共同で事業を行うプロセスをとお
して、社会的・経済的にも強いチュムチョンの建設
をめざす。④チュムチョンと政府や公共機関、大学、
NGO との協働による問題解決を重視し、協働によ
る都市開発のマネジメント・モデルを構築する。
つまり、「永住の家」プログラムの目的は、スラ
ムの住宅や公共施設の整備という物理的な環境改善
のみならず、外部組織の支援のもとに、住民自身が
事業の構想・計画・実行・運営を共同的に担うこと
をとおして、文化・社会・経済的にも強力なコミュ
ニティを作り上げていくことにある。
「永住の家」プログラムに取り組むためには、住
宅と土地といういわば究極の財産権に直接ふみこん
だ利害調整と公共的ルールの構築が不可欠であり、
そのためにはチュムチョンの住民が十分に組織化さ
れ、民主的な意思決定システムが機能していること
が前提となる。こうした意味において「永住の家」
プログラムは、カナカマカーン・チュムチョンの組
織化に代表される地域社会開発政策の成果を継承す
るものであり、タイにおけるスラム開発手法のひと
つの到達点であるといえよう。
しかし、現実には、イェンアーカード 2 の事例に
も見られるように、居住権と財産権をめぐる錯綜し
た利害の住民自身による調整と合意形成は容易な作
業ではない。「永住の家」プログラムの実現のため
には、さらにステップアップした強力な住民組織と
リーダーシップが必要といえよう。
【注】
１　ヤーンナワー環境ネットワークによるチュム
バンコクのスラムにおける住宅問題と住民参加プロジェクト
図１　チュムチョンの現状図
出典：ヤーナナワー環境ネットワーク・ワーキンググループ　2006
図 2　チュムチョンの将来構想図
出典：ヤーナナワー環境ネットワーク・ワーキンググループ　2006
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チョン基本調査による（ヤーンナワー環境ネット
ワーク・ワーキング・グループ 2006）。また全
国的なスラム・ネットワークの調査によれば、
イェンアーカード2の住民の状況は、文盲2人、
在学中6人、住民の負債総額0万バーツ、高
齢者86人、身体障害者人、麻薬中毒者2人、慢
性病罹患者6人、失業者6人、幼児6人である
（同）。
２　 タイ語に関して注釈を加えると、Baanは「住
宅または住宅がある地域」という意味である。ま
た、Manは「確かな、確実な、強固な」、Kong
は「ある状態を保つ、維持する」という意味であ
り、これらの合成語であるMankhongは「安定し
た、強固な、不変の」という意味になる。本論文
においては、当プログラムが意図する安定した住
宅の建設とその基盤の上に築かれるコミュニティ
という2つの意味を包含する言葉として「永住の
家」という訳語を採用した。なお「永住の家」プ
ログラムの概要については、CODI資料等にもと
づき詳細な紹介を行っている田坂敏雄（200）を
参照。
３　これらの手法の概要は以下のとおりである
（CODI,2006：-）。①チュムチョン改善は、
大規模な区画の変更などは行わず、道路や下水、
公共施設、オープンスペースなどに関する必要最
小限の公共的整備を行い、チュムチョンの物理的
環境を改善することである。②チュムチョンの再
区画化は、無秩序なチュムチョンの区画を整理
し、道路や下水、公共施設、オープンスペースな
ど基礎的な公共工事を行うことである。住民は従
前ないし新しい区画のもとで住宅を改築ないし新
築する。③土地の再配分は、チュムチョン住民が
無秩序に占有している土地を、地主が利用する部
分とチュムチョン住民が利用する部分にあらため
て分割することである。住民は地主に承認された
範域に移転し、有償で土地保有権を獲得したうえ
で、新たに住宅を建設することになる。④建て直
しは、チュムチョンをいったん解体し、すべての
住宅を建て直すことである。⑤移転は、新しい土
地（多くは郊外）に移転し、新たにチュムチョン
を建設することである。
４　聴き取りは2006年8月20日に実施した。対象者
はS会長（男性）、S副会長（女性）、W副会長
（男性）（役職はいずれも当時）。また、2008年
月2日にS副会長（2008年月に再任され再び副
会長を努めている）に電話でのインタビューを
行った。なおW副会長が現在の会長となってい
る。
５　2006年現在、各チュムチョンの貯蓄グループ
の会員数と総貯蓄額は以下のとおりである。イェ
ンアーカード2は人、0.0万バーツ、チャー
プルンパッタナーは2人、6.万バーツ、ルア
ンパッタナーチャープルン2は人、.0万バー
ツ。
６　ウーァアートーンは「思いやりの家」という意
味であり、住宅整備公団（NHA）が建設する一
般貧困層（月収000バーツ未満）向けの集合住
宅である。
７　こうした進捗状況の停滞をにらんで、チュム
チョン合同実施の案も浮上している。つのチュ
ムチョンはラーマⅢ通りによって分断されたが、
もともとはつのチュムチョンであり、合同での
実施ならば、参加可能な人だけで一箇所に集まる
ことができるからである。
【文献】
CODI,2006a,『住民のための「永住の家」の手引き
（改訂版）』
CODI,2006b,『年間成果報告』
CODI,200,『「永住の家」プログラムによる貧困層
住宅問題解決の実施成果-200～2006年』
田坂敏雄,200 ,「タイ・コミュニティ組織開発
機構と参加型開発」『立命館経済』巻
号,pp.-
ヤーンナワー環境ネットワーク・ワーキング・グ
ループ,2006,『「永住の家」プロジェクトによ
る住宅改善のための土地賃貸申請に関する提案
書』
マリー　ケオマノータム
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批評のプリミティヴィスム：
ハーバ トー・リ ドーの美的・感性的哲学
岡　田　三　郎
序
これまで私は「ハーバート・リードの美学的源泉」
という主題のもとで「自伝と美術批評」と「詩から
美術批評へ」との二篇を書いた。第一篇はリードに
おける回想の行為が美術批評の基準を確立したこ
と、第二篇ではリードの詩の精が同時代の芸術に精
神的同族性を見出した点にかれの美術批評への傾斜
を決定したことをしめした。今回の「批評のプリミ
ティヴィスム」は、リードの美術批評の特質がしめ
す傾向をプリミティヴィスムの語のもとに提示しよ
うとする試みである。そうして私は、回想、詩、プ
リミティヴィスムの三点からリードの美術批評が形
成されていると考えるわけで、かれの批評について
の一連の考察はひとまずこれでおわりにしたい。
批評のプリミティヴィスムということについて、
とくにプリミティヴィスムの語の使用について一言
しておきたい。私がリードの美術批評の特性を言
い表わすためにプリミティヴィスムの語を用いたく
思うのは、ヴァルデマール・デオンナ（Waldemar 
Deonna, 880-）による美術におけるプリミティ
ヴ精神とクラシック精神の比較研究から学んだとこ
ろが多い。デオンナは両精神の美術的表現の特質に
ついて諸民族および諸地域にわたって古代から 20
世紀に至るまで具体的事例を示してあとづける。今
クラシック精神については省略するとして、芸術に
おけるプリミティヴ精神をデオンナにしたがって簡
単に概観すれば、それは個人ではなく集団や社会に
とって有用で実用的な欲望や思想を表現する力であ
り、したがってその目的のために現実や外観は変形
され抽象化された表現が採られる。そこでデオンナ
は「芸術 = 言語」（art-language）という概念を用
いる。そのような事態をデオンナはプリミティヴ
（primitive または primitiviste）精神と呼び、それ
は芸術が本来保っている「本能的 instinctive」で「普
遍的 universelle」な傾向であると主張する。すなわ
ちクラシック精神の美術が美や真実や理性といった
人間によって獲得された諸概念による活動であるの
にたいして、プリミティヴ精神はいわば芸術の始原
の「自然であり本性 physis」なのである（）。
そのようなデオンナによる芸術におけるプリミ
ティヴ精神の基本的意味にしたがう時、私の眼には
リードの批評精神の特質もまたその類比的活動とし
て映ずる。しかしプリミティヴィスムの語の定義よ
りもその語によって私が表したいことはこの論文全
体で書くような批評の事態である。
すでに前稿までにのべたとおり 20 世紀芸術の運
動は芸術の発生への回帰の傾向をしめしており、そ
のこと自体が他のどの時代にも観ることができない
ような激しい批評的方向を保つ動きであるといえる
わけで、リードはそのような動きを支持し呼応して
さらにそのなかに含まれる批評精神を採り出すこと
をとおしてかれの美術批評の仕事としたのである。
さらにそれらのかれの批評が、芸術創造の主体をあ
くまでも個人におきながらも、つねにその芸術家
個人とその作品をかれの属する集団や社会との関係
において、とりわけ芸術における伝達的機能につい
てつねに指摘されながら考察されており、すなわち
リードの著作『芸術と疎外』（6）（2）の副題とし
て端的にしめされる「社会における芸術家の役割」
という観点が採られている。その点でまたかれの批
評をひとつのプリミティヴィスムとしてみなすこと
ができる。それがプリミティヴそのものでないのは、
20 世紀の芸術の情況に事態を同じくすることであ
り、いうまでもない。
この論文ではリード美学の頂点とみなしうる『イ
コンとイデア』（）（）と、リード自身かれのもっ
とも完成された仕事とみなしていたという『見えざ
るものの形』（60）（）とリードの死の年の前年刊
行されたかれの最終的に到達した点をしめす『芸術
と疎外』の三著作を中心にして、リードの美的・感
性的哲学とそれに発する美術批評の仕事について考
察したい。リードの美術批評の到達点を知るにはこ
れら三著をみるのがもっともふさわしいであろう。
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『イコンとイデア』は、序において「人間意識の
発展において、もしもイメージがつねにアイディ
ア（観念・思想）に先行するなら、そのときにはわ
れわれは文化史を書きなおさねばならない」といわ
れて、この本でリードが目指すところがはっきりと
述べられる。そしてそれはリードみずから「多少革
命的な理論」とも、また「とほうもない主張」ある
いは「無謀な主張」ともいわれている。それは永年
リードが美術批評と美術研究あるいはまた詩作や詩
論などの仕事をしてきた結果として獲得したひとつ
の「仮説」なのである（）。
しかしリードのその仮説が孤立したものというわ
けでもなく、その萌芽とし「この書の基礎理論を
フィードラーから継承した」（p./p.）という。さ
らにリードによれば、カッシーラーは「人間精神の
真正な機能はいずれも、或るオリジナルな形体的な
formative 力を具体化するということを主張した」。
そうして芸術や神話や宗教などは、「それぞれ特殊
な映像世界 image-world にすみ、……その映像世界
は他に依存しない独立の原理にしたがって、それら
を生みだす」と考え、ようするに「人間精神のこれ
らの機能のおのおのが、それ自身の象徴的な形式を
造り出す」という（p./p.）。
この本の第  章の「生命力のイメージ the vital 
image」と第 2 章の「美の発見」は一対のものとし
て読むことができる。「生命力のイメージ」とは生
命が産み出すイメージのことでありそれは同時に生
命力そのもののイメージでもある。そのような事態
はまた <vitality> とか <vitalism> とよばれて、そ
の具体的事象としてはおもに旧石器期芸術（それを
art の語で包括するのはモダンアートにおいてであ
る──筆者）があげられる。こうして旧石器期にお
いて芸術の最初の原理が確立されたのであるが、こ
こにすでに生命はイメージ産出機能をもつというこ
とが観察されるわけで、それによって旧石器期から
モダンアートにいたる全芸術活動を観るリードの眼
が決定され、すなわちリードの芸術観の前提が獲得
される。
つぎにリードは新石器期の幾何学的または抽
象的芸術においてひとつの「美的感性 aesthetic 
sensibility の拡大」（p.8/p.）を認めて、そして
その種の美的感性の拡大こそがその時代の文化一
般の活動や経済上の進化の先行条件であるという
のがリードの主張なのである。ここで <aesthetic 
sensibility> とは、イメージ形成をもたらす感性ま
たは形象産出においてはたらく感性の特性と換言す
ることができる。リードによれば、そのような意味
での感性における進化から形体のコンポジションが
発見される。新石器期のコンポジションには、旧
石器期における「記憶映像の自動的投影 automatic 
projections」とは相違して、工夫や比較という「心
的過程 mental processes」（p.8-/ p.）が含まれ
ている。そのコンポジションがリードによれば芸術
の第二の原理であり、それは新石器期において人間
の歴史のなかではじめてあらわれたのである。
そうして美的・感性的進展をとおしてそのコンポ
ジションは芸術作品の本質的なものとなり、「ギリ
シア人が「美しきもの」（to kalon）とよび、われわ
れが美とよんでいる」（p./p.8）ものである。新
石器時代においてそのような美の最初の意識が産み
出された。
美の発見の事態は「形体そのもの form itself」の
発見なのである。すなわちリードによれば、新石器
期に「最初にあらわれる新しい意識は形体そのもの
の意識であり、その形体は……ひとつの実在 entity
であり、構成的な努力の生みだしたものである」
（p.2-/p.8）。
形体をひとつの独立した存在として感受する能力
こそ形体から意味を分離する操作がそこにあるわけ
で、そのような結果として形体そのものの追求が行
われる。そうして形体の意味にたいする優位がもた
らされて、それはまさに W. デオンナによる芸術に
おけるクラシック精神の特性に照応する。あるいは
また形体は意味から独立して価値を獲得し、それと
同じくあたかも形体そのものが生命を保つかのよう
に形体はいわば形体独自のロゴスによって変遷して
いき、その時その運動は H. フォシーヨンの生命の
形から「形の生命活動」へという教説を喚起させる
（6）。
こうしてリードは、美とヴァイタリティという芸
術のふたつの原理を提示して、いずれもひとしく、
「美的・感性的原理として自己充足的なものである」
といい、さらに人間精神はその「感性のふたつの美
的・感性的な様態 modes で、そのリアリティの意
識を表現することができた」（p. /p.）と述べる。
リードが上記のような芸術の二つの原理あるいは
感性の二つの様態を指摘する時、デオンナによって
二十世紀にいたるまでの人類の全芸術的活動の展望
からもたらされた芸術のプリミティヴ精神とクラ
シック精神ならびに両者に照応する二様の表現の提
示や、あるいはヴォリンガーの「感情移入衝動」と
「抽象衝動」との二方向の提示による芸術の様式展
開の解明（『抽象と感情移入』08）などが想起さ
れるであろう。しかしリードの場合たんに芸術の二
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原理の指摘に終わるわけではない。人間意識の新た
な進展に照応して芸術は「現実の美的・感性的了解
apprehension という点で、決定的な力」（p./p.0）
を保って機能しつづけるのであり、この『イコンと
イデア』の本はそれらの諸段階のリードによる再建
の試みなのである。
2
直接的な感覚の世界を超えたひとつの世界のいわ
ば「神霊的なるもの the numinous の感覚」（p./
p2）すなわちある超越的な領域が、人間の意識に
新たな現実として生起する時、それを実現する働き
または作用が芸術と呼ばれる。それらの事態は「未
知なるもの the unknown に対する象徴」と換言さ
れて詳説される。そこでもまた「芸術家は現実の新
しい面を意識しだすことによって、また現実のこれ
らの新しい面についての意識を造型的ないし詩的イ
メージに再現することによって、これらの象徴を確
立する」といわれ , そして「ただ芸術家が現実を表
象しうる象徴を確立するかぎりにおいてのみ、思
想の構築としての精神は形をとりうる」（p./p.0）
というリードの主張が繰返される。リードによって
用いられる芸術の語はイメージ形成の力のことであ
り、また芸術家とは意識の現実をイメージへと変換
する人たちを指す。
「神霊的なるものの感覚」は、リードによれば「人
間が自分自身のなかに発見した創造力からおこっ
た」、すなわち「何か目にみえぬものがそこにいそ
うに思われるものを人間がはじめて自身の手で作っ
た」（p.8-/p.）のであり、「現実にはあるが眼
に見えない存在性をもつ或る精神と或る力を創造し
た」（p./p.8）。それは「超越」といわれる経験を
越えた存在またはそのリアリティであり、宗教はそ
れを保つ。
その「神霊的なるもの」の「覚知 awareness」は、
それが所属すべき空間の「感性的覚知」（p./p.8）
と一体化してその空間の知覚に条件づけられてい
る。そうして「ひとたび空間が、……もの自体として、
無限の延長をもつ非物理的な真空として、経験され
はじめるや、超越的な宗教を創造するみちがひらか
れた」。そしてそのような「空間自体としての空間
にたいする感受性が、人類においては、その創造活
動の結果としてのみ、発達しえた」のであり、その
「空間意識は、実現 realization への、すなわち……
内的直観、霊的覚醒の……造形的有形化 the plastic 
materialization へのやみがたい欲求のひとつの副産
物であった」（p.6/p.6）という。これもまたリー
ドのひとつの仮説である。
こうして芸術は、「進化してゆく意識そのもので
あり、感覚的知覚によって、リアリティそのものを
支配すること」であり、そこに観られるリアリティ
を支配し把握しようとする欲求は、「生存の本性に
ふくまれている」（p.6/p.6）とリードは仮定する。
芸術はひとつの原初的な生命活動であって、たと
えば相対的な場所の連続ではなく空間自体が「実現」
の過程で発見されて、意識の実在となり、さらにそ
の再現が試みられることになる。あるいは空間自体
の発見と実現とその意識とその再現とは、その時間
的経過にさほどの意味があるわけではなく、結果か
らみればすべて同時的事態といえるであろう。そう
であるからこそ、そこでは「知覚 perception と表
象 representation との平行的な進化」が認められる
といいうるのである。リードは多くの研究家たちに
よる諸研究を参照しながら、結局「形態 a shape ま
たはイメージ」があって、それについで「観念 an 
idea」がうまれ、さらにその観念から生じた想像力
に適応しようとする時、先の形態やイメージが洗練
されていくという結論を獲得する。それはリードの
この本全体の結論であり主張である。そしてここに
示された「イメージ」と「観念」と「想像力」の三
者の関係はリードの芸術認識の基本的枠組みとなっ
ている。
さらに人間意識に新たにもたらされた第四の例と
して「理想としての人間」という意識があり、その
形象化の事態についてのリードの論説が続く。
「人間についての客観的なイメージを規定し実現
する」（p./p.6）という新たな課題は、ギリシア
の芸術家によって、「人間そのものを理想化するこ
とであり……それは芸術において、かつ芸術をとお
し、最初に達成された」（p.6/p.8）。そしてそれは、
「人間のヴァイタル・イメージに対する感性と幾何
学的調和をつくる抽象的要素に対する感性との、二
種の感性の綜合」によって達成されることになるの
であるが、そのときはじめて「人間を理想とする哲
学……を心に抱くことが可能になった」（p.80/p.8）。
同じ事態が「ヴァイタル・フォームの美的・感性的
な配慮」と「形式的美 formal beauty の美的・感性
的配慮」（p.82/p.8）の総合ともいわれる。すでに
リードが、「美的・感性的原理として自己充足的な
ものである」として提示した、 美とヴァイタリティ
という芸術のふたつの原理の完全なる平衡あるいは
また「あの静かな中心部──内的なヴァイタリティ
が外的尺度に対応している均衡点」（p.86/p.0）と
86 岡　田　三　郎
もいわれるが、それがギリシア古典期において到達
点に達した時、人間意識は新たに「「存在」と「理念」
の完全な調和の覚知」（p.82/p.86）を獲得した。そ
れは人間の経験にまったく新しい「本質 essence の
領域」の意識である。リードはそれを人間意識の最
初の拡大とよんでいる。
リードによれば、プラトンにおける美のヴィジョ
ンや芸術論が身体的要素あるいは感覚的経験の要素
をつねに保っているのは、上記のようなヴァイタル・
イメージの調和化の過程を保持しているということ
なのである。
こうしてリードの『イコンとイデア』は、人間意
識にもたらされる新たなリアリティの経験とその形
態化の諸展開が、現代にいたるまで考察される。そ
れらは中世期末以降において、たとえば「不滅の客
観的な世界の確認」または「現実的あるいは実体的
存在についての新しい意識」（p. /p.0）に関して、
ルネサンス期の芸術において「現実的存在感の錯覚」
（p.6/p.02）の創造として形態化された。それはリー
ドのあげる第五の例であるが、ここでは詳説は省略
する。
3
第六の例と最後の第七の例は現代芸術に直接に関
わる。
その第六の例において、「無意識的なものの意識」
または「意識そのものの現実性 reality ──主観の
リアリティ」を提示しようとする試みが検討される。
それは換言すれば「自己の知覚」（p.08 /p.）で
ある。その容易にはとらえがたいもの、すなわち「意
識的な心に決してはっきりとは現れてこない知覚が
あるので、こうした知覚もまた自己の本質的な一部
分である」と認めるべきであって、その種の「不明
瞭な知覚を意識化する」のもリードによれば芸術の
一機能なのである（p.0 /p.8）。人は自己とよば
れるものを知ることはできず、ただ自分自身を「うっ
かりあらわす betray」だけであり、あらゆる芸術は
その「無意識の自己漏洩」である（p./p.2）。
芸術家は、その不明である自己の領域の限界を極
限まで踏査しようとする。芸術家の「自我のこれま
で知られなかった特徴を意識さす素因としての意
味をもつ “心的世界の或るレヴェル”a level of the 
psyche があるということ」（p./p.）、そのこ
とを認めるだけで充分である。結局「自己を覚知す
ることは、形体の伝達としていまだ体制化されたこ
とのない──いまなお自由な或るゲシュタルトを覚
知すること」（p.22/p.）であって、それは現代
芸術において観られる事態である。
こうして「自己はいまだ探検もされず地図ももた
ない暗黒の深層をもっているのみならず、集団的
なアルカイックな力でもって伝達しうる水路さえ、
もっている」というのが、現代芸術についての洞察
からもたらされたリードの確信なのであり、人は「普
遍的なもの、根源的人間 Urmensch……を発見でき
るだけ、個人的なもののなかを深く掘りさえすれば
よいのである」（p.2/p.6）といわれる。
さらにリードは、パウル・クレエに依りながら、
芸術家が自己を追求してそこに到達しそこに住むべ
き「原初の力があらゆる生成を養うあの秘密の場所」
という新たな意識が形象化されるのに、いかなる「適
当な創造的な手段」（p.2/p.；いずれもクレエ
の言）がとられたかについて考察する。それが人間
意識の進展についての最後の例、第七の例である。
リードによれば、「自己とか個性とかいうものは、
無定形な、「ゲシュタルト外 Gestalt-free」的な（p.2/
p.）作品によって伝えられるとしても、他方で
は芸術はその種の象徴の産出のみならず集団の欲望
に応えるあるいはその欲望自体を組織化することが
必然となる。ここでリードはカッシーラーの「構成
的力」とよばれる概念を援用して、すなわちそれは
「人間の経験の構成と組織化に決定的な任務を果た
す」（p.28/p.2）（）。
ここでリードは芸術における象徴的傾向（象徴的
フォルムの表示）と構成的傾向（構成的形体の創造）
の二つの様態を提示して、それらは一人の芸術家の
中にさえも認められる二つの傾向である。その構成
的イメージの方は、非個性的であり客観的であり、
さらに「非有機的型式 inorganic types」（p.2/p.）
ともいわれる。
一般的に現代の抽象芸術あるいは非具象芸術はセ
ザンヌにその起点がもとめられ、セザンヌにおいて
は「おのが美的体験の感覚的な基礎をすてることな
く客観的世界を実現する réaliser」（p.0/p.）こ
とであった。それは世界の再現ではなく顕現あるい
は創造であり、その時「芸術はそれ自身のリアリ
ティ」（p.0 /p. –p.）となる。
またピエト・モンドリアンは、初期の具象的絵画
から完全な非具象的作品へ展開していったが、そこ
で求められたのはかれ自身のいう「新リアリズム」
の創造であった。それは「純粋リアリティ pure 
reality」とも換言されて、「このリアリティは純粋
造型をとおしてのみ表現しうる……純粋なリアリ
ティを造形的に創造するためには、自然的形体を形
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体のもつ恒常的な要素に、自然色を基本色に還元す
ることが必要である」（p./p.6）（8）。モンドリ
アンはこのような真のリアリティの存在にたいする
信念とともに、他方では芸術作品は「それが生をそ
の不変の様相（アスペクト）において、すなわち純
粋なヴァイタリティとして確立するかぎりにおいて
のみ芸術である」（p.2/p.）と明言する。リー
ドはその点をとらえてかれ自身が先史時代において
認めた芸術の最初の原理であるヴァイタリティの原
理と比較する。そのヴァイタリティの原理は、新石
器期では「幾何学的抽象において表現されえた」の
であって、結局リードは 20 世紀のモンドリアンに
おいて「芸術の最初の原理にかえってきた」（p.2 
/p.）という。
リードによれば、モンドリアンは「新しいリアリ
ズム」がかれ自身の絵画的作品によって実現される
とは考えず、モンドリアンが新たに創造したイメー
ジは、「われわれの環境 environment の全体的な再
建にたいする指針」であった。モンドリアンは従来
の意味での芸術の終局を意識しており、未来におい
て芸術家は画家とか彫刻家とか建築家とかではなく
て、それらをひとつにしたような「造型的形体の新
しい形成者」（p./p.8）であるという。そして
そのような芸術家は「美においても純粋で完全な環
境の創造」 （p./p.）（）を助ける人である。そ
して環境の形成者という新たな芸術家像はたんなる
予想的見解ではなく、その方向を明白にしめす空間
設計の具体的事例をリードは認めている。
先史時代から 20 世紀にいたるまで展望したリー
ドの到達した最終的観察は、芸術の最初の原理た
る「ヴァイタリティから生まれたイメージ」を「新
しい造形的ヴィジョンによって」伝達しようとする
環境形成者のすがたであった。こうして 20 世紀芸
術は、芸術とは何かという芸術の原理そのものにま
で立ち返る運動であったということがわかる。かり
に 20 世紀芸術について一般的にいわれるような難
解さという印象があるならば、それはリードが提示
するヴァイタリティという原理から遠く離れた点か
ら、あるいは芸術の諸活動がその本来のすがたから
あまりにも遠くに行き過ぎたその位置から、その時
代の芸術活動を観るからではなかろうか。
こうして『イコンとイデア』は、人間意識の進展
にたいする芸術の寄与について、リードは旧石器期
から現代まで七事例をあげて考察していて、私はか
れの言葉を引用し敷衍しながらたどってきた。リー
ドは人間意識の進展における新たなリアリティとそ
の形象化または象徴化について、それらの事態が永
い時間のもとでの漸次的成長であることを繰返し述
べる。それらはすべて「人間意識の発展において、
イメージがつねにアイディア（観念・思想）に先行
する」というリードの仮定の検討である。そして結
果としてこの地上のすべての芸術的活動の全体像を
描き出している。それはリードにかぎらず、20 世
紀の美術批評はその前提的操作として芸術の全体像
を描くことが求められて、それをリードは諸家の研
究をふまえ援用しながらおこなっている。芸術とよ
ばれる人間の活動とそれが産み出した作品の存在に
ついては、時間的にも空間的にも或るかなりの拡が
りにおいて自明の事実として認められながら、この
時代にはその芸術とは何かといった問いを批評家は
引き受けざるをえない。そして芸術の全体像をえが
きだすことと芸術とは何かという問にこたえること
とは同一の試みである。そうなるとそれらの仕事は
美術批評の前提的操作にとどまる性格のものではな
く、実際にリードのしたことをみても生涯にわたっ
てそのふたつを試みることに結果としてついやされ
たのであって、そのこと自体が美術批評となった。
リードはまず『芸術の意味』（）で、原始芸
術から 20 世紀の同時代の芸術にいたるまでの人類
の芸術の全体像を個別的事象によってえがきだすと
ともに、芸術や美の定義やまた現代社会における芸
術の意義と役割など一般的で基本的事項について考
察した。さらに『今日の美術』（）ではモダン
アートを人間の全芸術活動との関係においてその全
体像を提示することによって、それらの活動を了解
し支持した。それはまた美術批評の意義の確認であ
り、そしてリードは批評の価値を主張した。
20 世紀において芸術のすがたの喪失または基準
の混乱した芸術の多様な情況において、リードは芸
術の意味と基準を問い、その全体像を描く必要性を
強く感じて自分の批評の仕事とした。それらの著作
での諸考察の最終点に『イコンとイデア』がある。
『イコンとイデア』でリードがとった仕方は、
まず人間意識の発展という前提に立つことであっ
た。それはベルクソンの『創造的進化 L’Évolution 
créatrice』（0）からの影響であるし、「生物学的
科学に基礎をおく唯一の形而上学──アンリ・ベ
ルクソンの形而上学から」示唆をうけつづけてい
るといい、とくに「意識 consciousness」と「直観
intuition」などの用語についてはベルクソンの定義
にしたがっている（p./p.）。さらにリードはコン
ラッド・フィードラーの芸術哲学やカッシーラ 『ーシ
ンボル形式の哲学』やコリングウッド『芸術の原理』
またランガーなど多くの著作を参照している。しか
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しそれらはあくまでもリードが長年にわたる美術批
評の活動のなかで具体的事象に関わり、そこで遭遇
した実際的な諸問題解決のための諸家の思想の援用
であって、いうまでもなくかれ自身の芸術経験と考
察が先に在った。
 
4
『見えざるものの形』（60）は、リードの「美的・
感性的哲学」が最終的にどのようなかたちを採った
かということをしめす著作である。それは「芸術活
動の本性とその社会的・生物的機能とをもっぱら主
題としている」（p./p.2）。
この本の題名は『夏の夜の夢』から採られたもの
で、すなわち「そうして、想像力が知られざるも
のの形をかたどり出すにつれて（……imagination 
bodies forth / The forms of things unknown,……）、
詩人の筆はやがてその形をととのえ、ありもしない
まぼろしにその在りどころと名前とをあたえる」と
いう言葉のなかにある。またタイトル頁に W.B. イ
エーツの「真理を具体的に表現する embody ことは
できるが、知ることはできない」という語句があげ
られ、両者を合わせるならばリードのこの本の主題
でありあるいはそれは結論であるともいうことがで
きる。したがってリードはここで何かことさらに新
たなことを言おうとしているのではなく、すでに或
る人たちによっていわれたことがらでありながら比
較的無視されている事態について、それらを紹介や
解釈しまとめるというかたちをとりながら、ふたた
び繰返して強く主張しようとしているのである。
リードによれば、この本は「創造的精神」の本性
とそれが文明と不可分の諸価値の維持にたいして
はたす役割に関するという。すなわちそれらの関
係が混乱した情況にあって、精神とその形成的機
能に関する諸事実の再確認が必要である。それは、
「美的・感性的価値」、または「美的・感性的感受性
sensibility」すなわち「創造の微妙な源泉」の無視
からもたらされる文明の混乱と荒廃に抗して、人間
文化においてイメージや象徴や神話やイコンなどの
諸要因が保つ統制力についての検討をとおしておこ
なわれる。このように本書は一種の文明批評を標榜
するが、その批評の基準の探究と提示とがリードの
美学的思考なのである。そして美的・感性的哲学は
リードにとって唯一の哲学であり、それは「芸術の
事実──歴史的事実および心理学的事実──につい
ての長い間の考察」（p.28/p.2）からもたらされた。
はじめの「科学哲学の限界」と「象徴的言語とし
ての芸術」とのふたつの章において、リードの芸術
考察の基本的観点または立脚点がしめされる。
科 学 的 方 法 を そ の 基 礎 と す る「 科 学 哲 学 a 
scientific philosophy」（p.8/p.）は、「抽象力の所
産であって、したがって論理的分析による検証を経
た抽象的命題だけに限定されなければならない」こ
とが前提とされている。したがってそれは「経験的
に解答が得られず、論理的に証明ができない問題は
問題にしない」（p.6/p.8）、すなわち科学哲学は論
理的公式の哲学であり、あるいは哲学は論理学さら
にその公式となる。
このような意味での科学哲学においては、知識
（knowledge）は、「それが知覚 perception の計測に
もたらすことができ、したがってラボラトリで立証
できる諸要素をその基礎としているときはじめて知
識である」（p.6/p.）, あるいは「感官的観察 sense 
observation を知識の唯一の源泉」であり「……真
理のただ一つ承認できる標準である」（p.8-/p.2）
とする。それと同時に、科学哲学においては「観察
された事実についての言表はいずれも、必ず論理的
意味（をもつ）」（p./p.）ということを立脚点と
し、そして科学的哲学者は「かれ自身の命題ないし
は判断が」、認識内容をともなう唯一の言表である
（p./p.0）と想定し、経験科学を知識の理想的形
態であると主張する。
これらにたいしてリードは、科学はその「記号シ
ステム sign-system」の限界内で機能する、すなわ
ちそれは科学特有の言語の認識内容に限定される。
しかしその記号システムとは別個に芸術の「象徴的
システム symbolic system」があり、それもまた認
識内容をともなう独自の言語である。リードは科学
の「記号の言語 a language of signs」にたいして、
芸術の「象徴の言語 a language of symbols」を対置
させる。そして科学的哲学者の「命題ないしは判断
が、認識内容をともなう唯一の言表である」という
主張を相対化する。
　このようなリードの立脚点は、フィードラーの
「芸術的衝動は認識への衝動であり、芸術的活動は
認識をなし遂げようとする力の顕現であり、芸術的
結果は認識の結果である」（p./p.）という考察
にしたがうものである（0）。
リ ー ド に よ れ ば 芸 術 作 品 の 機 能 は、「 認 識
cognition」である。芸術家の根本的目的は「事実」
の言表であり、芸術作品へ傾注するのは、価値を享
受することではなくて「真理 truths を確立するこ
となのである」（p.2/p.）。したがって認識という
点でも真理の確立という点でも、科学者のそれと同
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じなのである。
さらにリードは、科学哲学において知識の唯一の
源泉であり、真理のただ一つ承認できる標準である
とされた「感官的観察」または「経験的事実」とい
う点について、その種の観察の確実性の崩壊の事態
を指摘し、すなわち「観察と観察者とを切り離すこ
と」ができないかぎり科学的方法といえども意識に
依存するほかない。そしてその意識は未だ進化の過
程にあってしたがって論理的分析あるいはその道具
である記号システムもまた完成されたものとはいえ
ない。
リードによれば、実にその意識領域の拡大の手段
とそれにともなう伝達の手段こそが芸術的な試みな
のである。そしてそのような具体的事象については
『イコンとイデア』においてなされたわけである。
リードによれば、芸術作品は「芸術家に創造で
きるような普遍的真理を言い表わしているのであ
る。……（芸術作品において）立証可能なのは、知
覚可能な形であって、この形こそが存在の或る理
解 a notion を、人間のつくり上げた現実の一片 a 
man-made piece of reality を、伝達するものである」
（p.22/p.）。芸術家の創造する対象は、ある意識状
態の現実化であって、それはまた芸術家の意識の状
態に対応する、つまりその対象を芸術家がどう意識
するかである。すなわちそれは創造作用としてはじ
めて存在するに至ったものであり、「現実（リアリ
ティ）」とは、そのような過程において創造された
ものである。したがって芸術作品は「独立自存的統
一に到達した」（p.2/p.2）ものであり、そのリア
リティは検証可能である。
芸術作品の価値は「そこにリアルな対象が現にあ
るという事実」にほかならない。あるいは芸術の客
観的現実（リアリティ）は、──芸術家においては
見ることは創ることであり創造が即伝達である──
創造のいとなみにおいてはじめて生まれ出てくる。
こうして芸術は「新しい諸事実を加え、人間の経験
に連続性をあらしめる諸要素をつけ加えて、現前の
世界を拡張するものである」（p.2/p.2）というの
がリードの主張である。その人間意識の進展という
点についてはすでに観たとおり、『イコンとイデア』
でのかれの考察の前提とされた事態である。
さてリードは芸術の本質論として「芸術の象徴的
システム」とか「象徴の言語」としての芸術という
説を採るが、それはたとえば、カッシラーの『象
徴的形式の哲学』や『人間論』のなかで展開され
た「芸術は象徴的言語で定義できる」という教説に
したがうものである。すなわちカッシラーにおい
て、芸術は「与えられた現実リアリティの単なる再
生ではない……現実の模倣ではなくて発見である」
（p.8/p.）（）。それはフィードラーの芸術認識と
同じである。フィードラーは、「抽象的認識におい
て与えられる世界の概念的支配と芸術的創造におい
て与えられる世界の知覚的支配」とを対照させて、
芸術の思考様式が依拠する知覚的経験について、そ
の「知覚的経験によって獲得した認識が抽象的思考
によって到達した認識とちがったものであるとして
も、それにもかかわらず、知覚的経験的認識は、真
の、かつ究極の認識であり得るのである」（p.0/p.6）
（2）という。さらにまたリードは、スザンヌ・ラン
ガーの「言語の限界は経験のぎりぎりの限界ではな
い。そして言語にとって近づくことのできないもの
には、それなりの受容形式、すなわち、それ独特の
象徴的方策が、あるのかもしれない」（p.2/p.）（）
という示唆をも援用する。それらはあくまでもリー
ドの多年の詩人としての芸術批評の実践がまず先に
あって、そこからもたらされたかれ自身の芸術認識
を説明するものといえるであろう。
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『見えざるものの形』は「創造過程」や「詩意
識」などの詳細な分析が展開されるが、そのおわり
は「和解調和のイメージ」や「平和の花」などの章
から成り、その点にリードの美的・感性的哲学の独
自性がある。すなわちかれの美的・感性的哲学にお
いては、平和の構築の源泉には「想像力または構想
力 imagination」が不可欠であり、その「想像力ま
たは構想力」を刺激するのが美的・感性的なるもの
であって、したがってかれの美的・感性的哲学は、
簡単にいえばそのような意味での美的・感性的なる
ものの本性と働きについての考察である。
たとえばプラトンの『ポリティコス』、『法律』、『国
家』などのなかの政治論や教育論を参照しながら、
プラトンの主な論点は「平和な世界はそれ自身、ひ
とつの芸術作品だということである」とリードがい
う時、それはリードのこの本の結論でもある。
ここでいわれる「芸術作品 a work of art」の語
について、私が一言すれば、リード自身もプラトン
の時代には「芸術はすべてテクネーである」という
とおりであって、『ポリティコス』においては政治
の技術（テクネー）あるいはそのテクネーの語は知
（エピステーメー）ともいいかえられていて、国家
の技術または知による統治が問題となっている。し
たがって政治家とはその種の技術または知の保持者
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であり、そうして「人間の欲望を巧みに調整して絶
対的価値に、とりわけ五官に調和と感ぜられるとこ
ろの価値に、適合させることによって達成される平
衡状態」（p.2/p.0）すなわち平和を実現するこ
とができる。そのことはまたプラトンの教育論の側
からいえば、教育とは感受性と精神とを整えて「適
度・均衡・調和」に照応させるプロセスである（p.22/
p.）。さらにたとえば優れた調べや様子の優美さ
（気品）や優れたリズムなどは、「人の良さ（エウエー
テイア）に伴う……品性（エートス）が良く（エウ）
美しくかたちづくられている心（に伴う）」（『国家』
00E）。そしてさらにそのような性質は、諸技術（絵
画、機織り、刺繍、建築が例としてあげられる）や
身体の本性や自然のうちに生じる種々のものの本性
のうちに見出すことができる。
リードが引用するプラトンのテクストを私は私自
身で参照しながら、リードの言説を辿ってきたので
あるが、リードがプラトンから「平和な世界はひと
つの芸術作品」という教説を導き出す時、それは以
上のことを念頭において解さなければならないだろ
う。プラトンは詩や演劇などのいわゆる今日でいう
芸術的メディアにたいして疑問を保つひとであり、
そのような観点から考察されたたとえばエリック・
A・ハヴロックの論議は前提とすべき参考例である
（）。したがってプラトンの「哲学は最大のムシケー
である」という言葉は、ムーサ女神という言葉の力
への信奉は不変でありながら、その場合のムシケー
の語は詩や演劇作品などにおける言葉ではなく、そ
れらとは別種の新たな哲学の言葉の確立が目ろまれ
ていると解するのが私は正しいと思う。
古代ギリシアにおいて一般的に秩序や調和が美の
別称として認められるが、リードがここで用いる平
和の語もそれらと別のものではない。宇宙をひとつ
の秩序体とみなすピュタゴラス流のコスモロジーま
たは宇宙像をプラトンは継承して、たとえばプラト
ンの『ティマイオス』で、「宇宙は……目に見える
生きものとして、……感覚される神として、最大な
るもの、最善なるもの、最美なるもの、最完全なる
ものとして、それは誕生した」（2C）といわれる。
美学史はピュタゴラス派の思想をもってはじまると
考えることができる。
リードの平和のイメージは、「平和の花」という
章名のとおり花によって表される。すなわち「平和
は霊的もしくは心的なもので、その場合、沈黙裡
の成長の状態といえば言い表しとしてはよりよい。」
それはいかなる静止の状態でもなく、完全な運動で
ある。そして「人間のこころの目に見えない動きは
やはり、形の展開であり、生長であって、花こそそ
の完全なアナロジーである」（p.22 /p.0）といわ
れる。こうしてリードは花によって表された平和の
原型的イメージを古典以来の文学作品のなかから紹
介する。私はこれらをまずは簡単に生命のイメージ
と捉えてもよいと思う。そして古代ギリシアでは生
命もまたその理想態において秩序を保つと考えら
れ、さらにいえば人間はひとつのミクロコスモスと
みなされた。
こうしてリードは、20 世紀についての時代認識
とその志向すべき方向をかれの美的・感性的哲学と
して提示する。たとえば「近代世界への幻滅と冷笑
は第一次世界大戦の直接の結果」（p.82/ p.26）で
あり、そのような経験は「苦悶と犠牲の象徴を抹殺
した」（p.82/p.26）といわれ、その「人間的悲惨
（ミゼリー）の意識」（p.86/p.2）にありながら、
しかもそれを浄化する purgation 芸術形式をこの時
代はいまだ有していない。そしてその種の作品を産
み出す力が人間の創造力あるいは「ヒューマニズム
の創造性」と呼ばれており、リードはかれの芸術批
評と詩人としての経験からして人間のそのような能
力を確信していると考えてもよいだろう。リードが
示唆するような作品は「個個人のこころの中で行わ
れるひとつの和解調和の過程」の創造であり、また
「和解調和の象徴」（p.8/p.22）の創出ともいわれ
ている。
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『見えざるものの形』から引用敷衍しながら私は、
リードにおける芸術の象徴言語説と、芸術的行為は
「和解調和の過程」の創造であり芸術作品は「和解
調和の象徴」という観点からの平和論とをおもにし
めした。前者はリードの起点または基点であり後者
はその到達点であって、結局それらが、『見えざる
ものの形』にかぎらず、一般的にリードの美的・感
性的哲学の際立った特徴になっていると考えたから
である。なおここで『見えざるものの形』について
二つのことを簡単に補っておきたい。
第一点はリードの芸術論議の背後には「コミュニ
ケーションの諸手段を、……一般的に人類の芸術と
同一視する」（p.6/p.2）という前提がある。芸術
は特殊な或る伝達方法または「様式 mode 」すなわ
ち「視覚的記号によるコミュニケーション」の試み
なのである。リードによれば、はじめての洞窟絵画
の古さを考えてみても人間における世界の視覚的了
解への試みの根元性は疑いようもなく、しかしその
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ような「非音声的記号による伝達方法の全体を、近
代社会は放棄した」（p.6/p.）。「世界を象徴的に
把握すること」と「芸術的形姿を創造すること」は
リードにおいては同一の事態であり、人はそれを享
受または受信することによって思考様式の偏向を是
正し、したがって生活様式の偏向を是正する。
その芸術的伝達において何が伝えられる価値があ
るかという点に関しては、既述のとおり一言でいえ
ば平和のイメージがその伝達内容である。すなわち
リードの芸術的伝達論は平和論と一体のものであ
り、その一体性を保証しそれがもたらされる源泉に
かれの象徴としての芸術という教説がある。
リードによればコミュニケーションに集団として
の人間の生死が懸っている。個個人の「パーソナリ
ティ」（この場合「意識態」を意味する）は生物学
的意味において進化することによって、すなわちた
んなる「適応 adaptation」ではなく伝達能力が保持
する進化をとおして、生命を維持してきた。そして
そこで「知性 intelligence」の限界に及んだ時、芸
術は「そういう限界において驚き（ギリシア以来哲
学の始動としてみなされたもの）の感覚を一新する
いとなみである」（p.6/p.）とリードはいう。そ
ういう意味で芸術は根源的活動であって、換言すれ
ば芸術は驚きという現実感覚あるいは芸術家自身の
意識状態の象徴による現実化であり、またその象徴
の発信と受信とが芸術のすべてである。
その種のコミュニケーションの達成された理想
的状態について、リードはジョアンナ・フィール
ド（）の言を引いて「全体性との融合 a fusion into 
a wholeness」といい、すなわちそれは「対象と自
分自身とがもはや別々とは感じられないばかりでな
く、思考・感覚・感情・行動も別々とは感じられない」
（p.0/p.）状態である。そしてその別々のもの
が同等の位置を保ったままで「自由に相互作用する
ことから生ずる」（フィールドの言）という一種の「統
合 integration」は、そのまま創造性とも言い換えら
れて、したがって創造とはパーソナリティの自由な
相互作用のプロセスである。
コミュニケーションが人間の生死に関わるといわ
れる時、その生死とは個人の生死と、コミュニティ
の生死と、人類の生死との三相が考えられている。
したがってパーソナリティの統合は社会的統合の問
題の解決をもたらすともいうわけである。こうして
リードがいう芸術とコミュニケーションとの連繋に
関する考察は、芸術をそのもっとも原初的な状態に
おいて意義付けており、その点にかれの批評のプリ
ミティヴィスムの核心がある。
さて第二の点は創造活動ということに関する。そ
の本の「創造過程」の章においてリードの芸術理論
の全体がしめされる。リードによれば、芸術は「心
的エネルギー a psychic energy のおのずからの発
現」であり、その心的エネルギーというのは「形の
多様に統一を与える」。すなわち芸術は「衝動の結
晶化──あらゆる感情と願望の統一化、天国と地獄
の結婚」である。そしてその結晶化の過程は（それ
が創造過程である）、「感官 senses」をとおしておこ
なわれる（p.6/p.82）。あるいはまたそのような美
的・感性的組織化には「本来、一種の生物的必然性」
（p./p.6）がそなわっていて、そのような活動は
生命過程そのものである。結局「美の形は、生命の
形に、生物的な形に関連する」（p./p.6）という
のがリードの芸術理論である。
さらにリードは、「芸術作品が芸術作品として存
在するのは、なにかそれの表現する意味のおかげで
はなく、もっぱら、それを構成している物質的諸要
素の特殊な組織のおかげである、……。この組織こ
そ形式 formal である」（p./p.）といい、それが
かれの芸術理論の出発点とする芸術的事実である。
いうまでもないが、ここで芸術作品が意味をもたな
いということではない。そしてまた「芸術は象徴的
論述 discourse の一形式であって、その要素は言語
ではなく……知覚的なものである」（p.0/p.6）と
いわれる。ここでの「象徴的論述」とは、別のとこ
ろで、「視覚的認識の世界」とか「類比アナロジー
の秘密の世界」（アンドレ・マッソンの言葉）とも
いわれる事態に対照する。こうしてリードは「芸
術において個人的から超個人的への道が感性の道
に沿っている……。芸術では知性は役に立たない、
感受性がなくては、開示・啓示はあり得ない……」
（p./p.6）と明言する。
結局リードによれば芸術は象徴的表現をメディア
とする伝達によるある種の生命活動であり、生命が
その記憶のなかにいわば「原始的イメージ」または
生理的構造に根底をもつ原始的痕跡とでもいうべき
ものを保っていることが想定されている。私はリー
ドの美術批評のこのような面をまたプリミティヴィ
スムと呼んでおきたい。
7
リードは『イコンとイデア』で先史時代から同時
代までの人間意識の発達と芸術をひとつの「生物学
的過程」として観てきた後で、その最後の部分でみ
ずからの時代について「機械的な物質的な文明と一
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文化を構成する美的・感性的また精神的価値との間
に深い裂けめがある」（p.8/p.）ことを指摘し
ていた。
また『見えざるものの形』では、かれの美的・感
性的哲学の形成をそのアウトラインを示すことに
よって試みたが、リードにとっては美的・感性的
哲学の形成だけでは充分ではなく、それに基づく美
術批評の社会的意義について検討する。その点にお
いて私のいう批評のプリミティヴィスムという特性
がもっとも明白にしめされる。そしてその社会的意
義に関する問題を代表しもっとも象徴的に表すのが
「疎外」の問題で、リードの死の前年に刊行された『芸
術と疎外』はそれを主題にしている。それはリード
の美術批評の最終的なかたちであり、また『見えざ
るものの形』とともに、たんなる美術批評の枠を越
えて一種の文明批評になっている。そしてそのこと
は芸術を文化や文明のひとつの指標と考えるリード
にとっては、きわめて当然であるといえる。
『芸術と疎外』においてリードは、「西洋世界の
歴史において、これまで、人間と自然の間の、人間
とその同胞との間の、個人とその‘個性 self-hood’
との間の分離がこれほど完璧であったことはない」
という時代認識に発して、その「ばらばらになった
魂は復元されねばならない。そして我々が芸術と呼
ぶ創造的療法 the creative therapy のみがその可能
性を提供する」（p./p.）と主張する。しかしい
うまでもなくその時代は芸術家自身も疎外された存
在である。その本の副題は「社会における芸術家の
役割」であるが、それは実際には疎外された芸術家
が中心テーマになっている。かれらはかつて「象徴
形式の伝統的言語で自分の仲間に話しかけることは
なおも可能であった」のだが、今日では「視覚的象
徴という国際混成語 a lingua franca はもはや存在し
ない」（p./p.0）という情況なのである。
そのような観点から芸術家の役割を提示するとす
れば、美術批評家の仕事はますます重要性をおびて
くることになるのではなかろうか。実際リードはそ
の序文のほとんどを批評と批評家に関する論述につ
いやしている。リードはすでに『今日の美術』など
において明らかにしたとおり、モダンアートが感覚
に訴えるのではなくそれはひとつの象徴であるとい
う認識にたっているが、その象徴的傾向の側にある
象徴的批評家としてラスキン、ボードレール、ペイ
ターの名前をあげながら「生き延びてきたすべての
批評は、……象徴的であって、芸術作品を分析の対
象としてより、むしろ解釈すべき象徴としてとった」
（p./p.）という。そしてそのような方向の美術批
評は「解釈的批評 interpretative criticism」とよば
れ、それはまた「基本的には主観的活動」でなけれ
ばならず、リード自身が採るのもそのような方法で
ある。その解釈的批評家として優れた人たちは、批
評の仕事とは別に、優れた作家でもあったのは意義
深いことであり、「優れた作家になる能力そのもの
─感性、共感、精力 energy ─は、造形芸術の評価
に必要な能力でもある」（p./p.）といわれ、アポ
リネールとブルトンがその真の批評家の例証として
示される。ここでいわれる「精力」とは、『イコン
とイデア』の最後でいわれる「感覚のエネルギー」
におそらく照応するであろう。すなわちそれは「生
命の本能にもとづくはたらきであり、物質の死の雨
（「機械的な物質的な文明」を指す）を生の光のイメー
ジに」（p.0/p.）変換するエネルギーであって、
その活動が芸術である。
さらにリードは『芸術と疎外』の序で「芸術作
品の直覚的理解とこの理解の一般大衆への伝達」
（p.2/p.8）という点に留意する。結局リードによれ
ば、美術批評は「現代の芸術家の象徴的意図と自由
で共感し合った協力のうちに現われる」のであり、
さらにまたそれらの「象徴的表現様式の社会的関連
性を示す」（p./p.0）ことに美術批評の意義があ
るが、それらは未だ達成されずにいるという。
こうして芸術もその批評も疎外という情況の困難
な時代にあって、それでもなおリードは芸術家の役
割について説こうとするのである。しかし「人生そ
のものは悲劇的である。そして深遠な芸術は常にこ
の実感 realization から始まる」という認識がリード
にはあるが、しかしとくにリードがペシミスティッ
クな傾向をもつと考える必要はないだろう。古代ギ
リシアのホメーロスの詩にしても悲劇作品にして
も、あるいはまた美術遺品にしてもその種の「実
感」の痕跡はいたるところに見いだすことができる。
リードの試みは、美術批評が今日までわずかな例外
は別として、「芸術を社会現象として、現代社会の
諸問題を即時的に解決する絶対的要因として扱おう
とする試みを殆どしてきていない」からであり、し
かも美的活動は「個人心理及び社会組織に直接に影
響を持つ形成過程 a formative process である」（p./
p.）という信念を保っているからである。
リードによれば、プラトンは「芸術と社会は切り
離せない概念であること、社会は、発展能力を持つ
有機的実在として、……結びつけ、融和させ、元気
づける力としての芸術に依存しているのを見てとっ
た」（p.6/p.）哲学者のひとりである。またリー
ドは先史の時代から現代にいたるまで「芸術のない
批評のプリミティヴィスム：ハーバート・リードの美的・感性的哲学
社会、もしくは社会的意味を持たない芸術を考える
ことは不可能である」（p.6/p.）という。しかし
他方では芸術作品は「常に個人の創造」（p./p.6）
であり、「個人のヴィジョンと感受性の所産」（p.8/
p.）である。その上でなお芸術家は社会に依存し
ており、結局芸術は、個人によるとともに同時に社
会による「調整過程の複雑な相互作用の中で展開す
る型 pattern」（p.8/p.）である。これらのことは、
リードにとっては自明の事態として、すなわち前提
としてかれの「現代社会における芸術の機能」の論
説が展開される。
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リードによれば、芸術と社会との結合は今日の文
明において崩壊した。それは「我々の生活様式の基
本的に社会的かつ経済的現実から自発的に発生する
芸術の様式 style はない」（p./p.）という認識に
等しい。そのことはリードの『自伝』では別の言い
方であらゆる詩や知性が自然に生まれていた「或る
生活の仕方の終り」といわれる（6）。そのような生
活または社会と芸術との乖離した情況は疎外とよぶ
他ないだろう。さらにリードはその疎外感の基礎そ
のものまでもが害われ芸術の実体の無価値への進行
を観ている。それは芸術家がかれらの伝達のメディ
アとしての芸術的行為や作品を封じられる事態と並
行している。しかし「死であるところの人間の運命
に人間を融和させる」（p./p.2）という芸術の意
義自体は消滅することはないだろう。それは社会に
おける芸術の究極の役割である。こうしてリードは
「基本的に非合理」（p.2/p.8）である芸術を合理的
社会に対置する。
しかし芸術家はイメージを表現しなければなら
ず、それは「もしイメージがないなら、観念はない」
からである。そのイメージは芸術が明示する「形
状 shape」ともいわれていて、すなわちセザンヌが
芸術家は「感情と知覚に具体的な形状を与える」と
いった時の「形状」のことである。その形状は「観
念が発生してくる節 node」である（p.26/p.28）。さ
らに今日ではそれらイメージや形状の伝達メディア
の創設もまた芸術家の仕事として担わなければなら
ない。このような情況認識において 20 世紀後半の
芸術の動きが考察される。
リードのモダンアート論は『今日の美術』（）
や『モダンアートの哲学』（2）をはじめとして
かれの多くの著作においてなされたが、この『芸術
と疎外』のなかの「絵画の限界」の章を見る時、明
らかに芸術の新たな情況をふまえた新たな解釈に
よる批評の方向への提示が認められる。そこでは
おもにポロックやマッソンなどの「抽象的表現主義
abstract expressionism」（アクション・ペインティ
ングを含む）といわれる芸術家たちがとりあげられ
るが、リードは謝赫の「画の六法」（）に示された
原理がどの程度「現代画家の実践において守られて
いるか」（p.0/p.8）について考察する。そしてリー
ドは現代絵画や現代の画家たちと謝赫の志向との照
応を認めている。
謝赫の「画の六法」のうちでリードがもっとも重
要視するのは第一原理「氣韻生動」である。それは
リードによって「すべての事物に行き渡って動き、
それらを調和のうちに結合する一つの精神的エネル
ギー」または「宇宙のエネルギー」で、そのエネル
ギーが「単一の源泉から出ていて、無機的及び有機
的なすべての事物に生気を与えるという理解にのみ
基づいている」と解されたもので、「精神共鳴 spirit 
resonance」（p.0/p.）と翻訳された。そしてそれ
はたとえばポロックのアクション・ペインティング
の制作時における、「メディアへ（筆や絵具など─
─筆者）の身体的没入」という方法は中国の或る書
家の方法にまったく照応する。こうしてリードは、
「抽象的表現主義と呼ぶ種の現代絵画を区別する特
質は、東洋の源泉にまで辿れることを示唆したい」
（p./）という。
もうひとりの芸術家アンドレ・マッソンのなか
にもリードは謝赫の第一原理である精神的エネル
ギーすなわち「氣」を観ている。そしてマッソン
がかれの「絵の中に反映した」ヴィジョンについ
て語った「私は私自身を大地の暗闇の中に埋めた。
……私は照応のその証拠に驚嘆した」（p./p.6）
という言葉（8） に、リードは禅における「悟り
enlightenment or satori の経験と同じ心的状態」を
認めている。リードは鈴木大拙にしたがいながら、
それは達成された時「その中にあって精神が事物の
真如 is-ness に気づく、道徳的、精神的、知的な解
放の状態である」（p./p.6）という。そこで鈴木は、
ある時点までの芸術の世界と禅の世界との一致をの
べているのである（）。
さらにミロについてもマッソンと同じ秘密を現わ
しているとして、ミロは「自然とかれの神秘的な霊
的交流をもってきた」といわれる。そのためにはミ
ロ自身の言葉によれば「事物についての宗教的及び
魔術的感覚──原始民族のそれ──を再発見する」
（p./p.6）必要がある。こうしてリードがかれの
美術批評の仕事において目ざしているのは、今なお
 岡　田　三　郎
生命力をもつ「創造的であるものの源泉を発見する
こと」（p./p.6）なのである。
リードははやくから東洋の思想に関心をもち親し
んでいたといわれる。事実たとえば『自伝』や『無
垢の探究』のなかで老子や荘子などからの引用がそ
の論説の重要な箇所においてなされる（20）。さらに
リードは美術に関するかれの最初の本である『芸術
の意味』（）のなかで、「陶器は純粋芸術である」
（22 節）として宋の壺が揚げられる。
それらの陶磁器のなかにリードは、かれ自身が
養ってきた美的・感性的哲学の象徴がすでに実現さ
れているのを発見した（リードは 22 年以後 0 年
間ヴィクトリア・アルバート美術館勤務その陶磁器
部門担当）という（2）。そのようなアジアの賢者や
芸術への関心やさらにその影響についてはリードに
限られず、上述のポロックやミロやマッソンなど芸
術家たち自身において認められる。またリードより
後に出たフランスの美術批評家ミシェル・ラゴンに
よる、日本美術の現代美術への影響についての論議
はよく知られている（22）。
しかし今や芸術が何処のどのような思想に養わ
れようとそれは問題ではない。リードは「現代絵
画の基本的諸問題はどの国とも関わりがない」と
いうジャクソン・ポロックの言葉（ 年の言明）
をあげている。リードによれば「芸術は一つであ
る。そのすべての本質的な特徴において一つであっ
た」（p./p.66）。そして「この新しい普遍的芸術
universal art」とともに、「モダニズムの運動の成
果の真の本質に気づくべき、そしてそれらの中でな
おも中枢となっているものの、終着点に今や到達し
たのである」（p./p.6）という。それは「自らを
自然における創造の原理と同一化させようとするあ
らゆる芸術の限界」（p./p.68）を表すものである。
それはまた謝赫の「氣韻生動」を満たすものでなけ
ればならず、すなわち人間が伝達しあうための「宇
宙的調和とある一致点をもつ」象徴的言語である。
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リードは『芸術と疎外』において芸術は衰退して
いるという認識をしめすが、それは『イコンとイ
デア』や『見えざるものの形』においても、また
他の多くのかれの著作でもまったく同様である。そ
してそのことは、もし芸術が生命の本能に基づく生
命を維持するための象徴的伝達様式であるとするな
らば、「人間の生死の問題」（『見えざるものの形』
p./p.0）でもあって、人間世界と文明の衰頽に
直結している。それは別の面からいえば「結局芸術
は、もはや芸術作品ではなく、あるのはただ芸術の
みということができるくらいにまで、われわれの生
を支配するであろう。芸術とは、“生き方（道）”で
あるからだ」（2）というリードの芸術認識になるわ
けで、それはまたパブロ・ピカソやマルセル・デュ
シャンなどの 20 世紀の芸術家たちの考え方にまっ
たく一致する。こうしてリードの美術批評あるいは
現代芸術論は現代文明論の様相を保っていて、私は
そのような批評の特質を批評のプリミティヴィスム
とよぶのである。
私はここで、序であげた別稿での考察をも含めて、
リードの美術批評の軌跡を観てきたのでそこに認め
られる三つの点を簡単に指摘しておきたい。
第一の点は、リードの長年にわたる美術批評を観
る時、それは全体としてひとつの自伝的様相をしめ
す。そのことは批評がつねにその時々の「今」にお
ける価値評価に関わるかぎり当然のことかもしれな
い。ボードレールと英国のペイターを承けて近代批
評精神の方向を決定したと目されるオスカー・ワイ
ルドによれば、こういわれる。「最高の批評は、自
分の魂の記録なのだ。……それが出来事ではなくて、
我々の思想を扱うものであるが故に、自叙伝の唯一
の洗練された形式なのだ。それは行為とか事情とか
いうものに関する生活上の偶然を顧みず、我々の精
神の状態、例えば情趣とか、想像力が働き出すよう
な激情とかをしか問題にしないのだ」（2）。リードの
場合、自伝的作品である『無垢の眼』（）にお
いて批評の基準が確立されたということについては
別稿ですでに私は指摘したが、そこでのリードの魂
の記録は自己形成的働きをみせていて、すなわちこ
とばの秩序による世界と自己の立て直しがそこにあ
る。「リードは自伝風なエッセイをまとめることが
よくある」（2）といわれるが、その自伝的エッセイ
がリードの批評のかたちなのである。このことにつ
いてはそれらの逆の場合を観るならばよくわかるだ
ろう。たとえばジェイムス・キング著『最後の近代
人：ハーバート・リード伝』（26）を読んでリード自
身の自伝的作品と比較する時、それは評伝であるか
ら当然のことながら出来事に満ちてはいるが、魂の
記録ではなくしたがって批評ではない。
しかし魂の記録という点ではとくに 20 世紀の芸
術家たちの活動においてもまったく変らず、すなわ
ちかれらの仕事もまた自伝的で批評的である、これ
についてすでに別稿で指摘した。ボードレールは「詩
人が批評家を包含する」といい、リードもまたボー
ドレールにしたがって詩人と批評家との同一性を明
批評のプリミティヴィスム：ハーバート・リードの美的・感性的哲学
白に認識している。しかしそのようなことはリード
の言を俟つまでもなく、ボードレール以後 0 年も
経たずして 20 世紀初頭の芸術の現実的事態として
顕現していた。私はここでその芸術と批評と自伝と
の同一性の保証をワイルドの提示した「魂の記録」
という一点に求めることができる。こうしてリード
がいかに多くの学問的研究の成果をかれの批評の仕
事のなかに援用しようとも、批評は学問的研究では
ない。
第二の点は、批評家の資格または条件についてあ
るいはリードのいう美的・感性的哲学そのものにつ
いてである。人はおそらく『イコンとイデア』での
リードの言説の大胆さと激しさに驚くであろう。そ
して『見えざるものの形』では、芸術作品という現
象を「受け入れ組み込まないものは、哲学として完
全ではない」（p.0/p.0）、また教育についても「……
人類の最も永続性ある業績を創造せしめる心的過程
を無視する教育は、真の教育ではあり得ないという
プロテストに、私の生涯の最善の部分をついやし
てきた」という（p.0/p.）。リードにおいて「実
存のどの要素が、生き続けるということの不条理を
正当化するか」という唯一の哲学的問題が保たれて
いて、そしてそれにたいして「人生はただ人間が創
造的である限り、その程度に応じて意味を得るにす
ぎない」（p.2/p.）という言説が成立するか否か
の一点にリードの全美術批評の活動が賭けられてい
る。
そのようなことは批評家の資格または条件という
観点からいえば一見唐突に思われるかもしれない
が、私はソクラテスを西洋の批評家を代表する一人
とみなす時、かれの立場を示す「素人」（イデオー
テース：政治家など公人にたいして私人を指す、職
業的技術者や専門的知識人に対置される）という立
場が想起される。たとえばその語は、パイデイア（教
養・文化）についてそれを「一個の素人としての自
由人が学ぶにふさわしい」（プラトン『プロタゴラス』
2B）というように用いられた。リードは英国の農
民的で土着的な基盤を標榜するが、それはかれの「無
垢」とか「真率性 sincerity」といった語で言い表さ
れた。あるいはまたリードはすべての仕事を「詩人
として」行うとよくいったが、それは自由の人たる
ことを保証する立場に立つこと、すなわち一私人と
してソクラテスと同じく素人の立場に立つことを意
味したと私は思う。こうしてリードは実際には批評
の仕事をもってかれの美的・感性的哲学とした。芸
術を芸術としてあつかうのは批評のかたちがもっと
もよいと考えたのである。
最後に第三の点として、リードが最終的に到達し
た地点から今日の美術批評の可能性について書いて
おきたい。リードは『イコンとイデア』で、モンド
リアンに触れながらかれとともに芸術の最初の原理
にもどってきたこと、また環境の形成者という芸術
家像を提示した。さらに『芸術と疎外』ではモダニ
ズムの運動が終着点に達したという認識をしめし、
すなわち自然の創造の原理に芸術的行為を同化しよ
うとする事態を指摘した。リード没後 0 年を経て、
それらの事柄はある意味では日常のなかに現実化し
拡散したといえるであろう。
しかし美術批評はかつての一時期と比較して衰退
していると思われる時、いかなる批評の新たな方向
の探求と基準の確立が考えられるであろうか。私は
ひとつの可能性として、古来より存在しまたある程
度普遍性を保つと考えられる場所の感覚あるいは想
像的光景である美のヴィジョンの重要性を提示して
おきたい。古代ギリシアのプラトンやプロティノス
によって展開された魂の場所の光景すなわち美の
ヴィジョンの強烈さや、さらに 20 世紀の芸術家た
ちのアイデンティティとコンプレックスが多く場所
に結び付いており、場所への郷愁が芸術と批評の源
泉であったことについては一般に認められていると
おりである（2）。そして人間内部に形成される想像
的光景や、内部に組み込まれた環境（内なる環境）
の形成たとえば原風景や心象風景や幼年時代の記憶
された光景などの喚起に美術批評は依存する。私は
美術批評の基準の確立と内部環境の形成とは同一の
事態であると思う。そのような環境形成への志向は
ごく普通の人間的なことであり、その内部環境の形
成の試みがなされるかぎり美術批評は消滅しない。
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Primitivism in Art Criticism: Herbert Read’s 
Aesthetic Philosophy
Saburo OKADA
Primitivism is shown to be a fundamental characteristic in art criticism of H. Read. There 
are two aspects of the primitive feature in his appreciation of modern art. First, “the 
vital image”, in his view, is the most important principle of art. Art is a vital activity, 
creating the radiant images of life by an energy of senses. Secondly, it is the role of the 
artist in society“to restore the Age of Innocence”, he asserts.
Art is a tender attempt to regain the vitality, the life force itself, in our being and in 
society.
（2008 年５月 28 日受理）
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言語研究における７つの重要な視点
佐々木　一　隆
はじめに
言語研究（言語学）とは何かについて広く一般の
人たちに講義する際に、ことばが何と不思議で、興
味のつきない存在であるかについて論じることは効
果的である。本論文では、こうしたことばの不思議
を論じつつ、言語研究にとって重要であると思われ
る 7 つの視点を考察する。
7 つの視点とは、具体的に次のとおりである。
(1) 意味と形式：伝達したいメッセージを表すた
めにことばが存在する。
(2) 言語間の比較：相違点と共通点
(3) プラトンの問題：母語が獲得できるという不 
思議
(4) 言語使用域：人は状況に応じてことばを使い
分ける。
(5) 感情と言語：ことばの研究はこころの研究の
一部である。
(6) ことばの特徴を全体的に捉える。
(7) ことばの研究（言語学）の目標とは？
以下では、これらの視点の重要性について、簡潔
に述べていく。
１. 意味と形式：伝達したいメッセージを表すため
にことばが存在する。
言語の機能とは何か、言語の存在理由は何かと問
われれば、第一に、相手に伝達したいメッセージ（意
味）を表すためにことば（形式）が存在すると答え
ることができる。この点を確かめるために、例えば、
話し手である私が「自分でローソクを吹き消した」
というメッセージを聞き手に伝達するという状況を
想定してみよう。このような状況において、日本語
では (1) のような、英語では (2) のような発話がな
される。
(1) ローソクを吹き消した。
(2) I blew out the candle.（Talmy 2000: 223）
これら２つの例において伝達したいメッセージは
共通しているが、(1) では日本語の語彙や文法を使っ
て、(2) では英語の語彙や文法を使って発話がなさ
れている。Talmy (2000), 小野（2004）などに従えば、
「吹き消した」というような複合動詞を多用する日
本語は動詞フレーム言語に属し、blew out という「動
詞＋動詞の衛星として現れる語」のような形式を多
用する英語はサテライト・フレーム言語に属するこ
とになる。
このように両言語の間で用いられる言語形式は異
なるが、どちらの言語でもメッセージ（意味）を伝
えるためにそれぞれのことば（形式）が存在してい
るという点は共通している。
２. 言語間の比較：相違点と共通点
言語どうしを比較すると、互いの言語の特徴に加
えて言語の普遍的特徴が見えてくることが多い。千
野（2002: 145）では、対照言語学の定義について、「一
つの言語のプリズムを通してもう一つの言語を眺め
ることである」と述べている。また、「圧倒的大部
分のケースでは二つの言語が対象で、しかもその二
つの言語のうち一つは母語で、母語を通して外国語
を眺めることがいちばん多い」とも述べている。そ
こで、母語としての日本語を通して、外国語として
の英語を眺めてみよう。
(3) きのう本を２冊買いました。
(4) I bought two books yesterday. 
(5) これはきのう丸井で買った T シャツです。
(6) This is a T-shirt I bought at Marui Department 
Store yesterday.
まず、(3) と (4) を比較する。基本的に、日本語で
は (3) のように「主語＋目的語＋動詞」という語順
を、英語では (4) のように「主語＋動詞＋目的語」
という語順をとり、英語では主語の I が明示されて
いるが、日本語では主語の「私」はこの例では明示
されていない。また、名詞の数および数量詞の生起
位置についても違いが見られ、英語では単数と複数
を区別する接尾辞の -s が名詞自体に現れるが、日
本語にはそのような区別が見られない。さらに、英
語では数量詞 two が名詞を前から限定修飾している
が、（日本語には「２冊の本」という言い方もある
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が）ここでは「２冊」という数量詞が「本」という
名詞から遊離している。副詞としての「きのう」と
yesterday の生起位置の違いもある。このように両言
語にはいくつもの違いが存在するが、その一方で一
定の共通性が見られる。すなわち、語順や主語の義
務性について統語的な違いが見られるが、文の基本
的要素として「主語」「動詞」「目的語」があり、過
去か非過去かという時制の区別もあることは共通し
ている。
次に、(5) と (6) の比較に移る。このペアの特徴は、
関係節を含んだ複文であることであり、(5) では「き
のう丸井で買った」が関係節で、後続する「T シャ
ツ」という名詞を限定修飾し、(6) では I bought at 
Marui Department Store yesterday が関係節で、先行す
る名詞を限定修飾している。もちろん、先のペアで
触れた違いの多くが同様に見られるが、新たな違い
として、日本語の関係節が前置修飾であるのに対し、
英語の関係節が後置修飾であるという点が挙げられ
る。しかし、語順の違いを除けば、修飾部としての
関係節が主要部としての名詞を限定修飾し、この修
飾部と主要部が全体として名詞句を構成するという
特徴は共通している。
３. プラトンの問題：母語が獲得できるという不思議
母語が獲得できるという事実は不思議である。こ
どもが接する言語資料には誤りを含んでいたり、体
系性がなかったりするのに、生後３～４年という比
較的短期間で母語の基本的・本質的な部分を獲得し
てしまう。しかも、言語資料の与えられ方はこど
も毎に異なるのに、獲得した言語（文法）を見て
みるとほぼ一様である。こうした不思議を言語獲
得の論理的問題（the logical problem of child language 
acquisition）と呼ぶが、このことは以下の例により
確認できる。
(7) Washing machines can be dangerous.
(Crain and Lillo-Martin 1999: 16)
(8) a. an English teacher
b. 注文の多い料理店（大津 2004: 25）
(9)  What did Caesar drink nectar with? 
(10) *What did Caesar drink nectar and? 
 ((9) & (10): Fromkin et al. 2000: 14)
(11) After she ran, Jackie had a lot of money.
(12) She ran after Jackie had a lot of money.
 ((11) & (12): Crain and Lillo-Martin 1999: 20)
(7) と (8) は多義の例である。(7) は「洗濯機」と
「機械を洗うこと」、(8a) は「英語の先生（英語を教
える人）」と「イギリス人の先生」の２とおりにそ
れぞれ解釈でき、(8b) は「注文する人」が客なのか
店主なのかが曖昧である。(9) と (10) は同じ意味を
表すと考えられるが、(9) が可能であるのに対し、(10)
は許されない。母語獲得の際にこうした否定的証拠
がこどもに与えられることはないのに、こどもはそ
もそも (10) のような発話はしない。(11) と (12) は
代名詞の指示の違いを示している。(11) の she は主
節の Jackie を指示することができるが、(12) の She
は従属節の Jackie を指示することができない。
このように、刺激としての言語資料が不十分で
あったり不完全であったりするのに、母語の場合、
比較的短期間に複雑な言語体系（文法体系）を一様
に獲得してしまう。この不思議さは外国語学習の場
合と比べればいっそう明らかとなる。
４. 言語使用域：人は状況に応じてことばを使い分
ける。
実際の言語運用では、人は状況や話題に応じて適
切な言語形式を用いる。このような言語形式のこと
を Russell (1993: 33) は register（言語使用域、言語
変種）と呼んでいる。言語使用域の主な区分として
formal と informal の区分がある。以下は Akmajian et 
al.
 (2001: 288-289) からの例であるが、(13) と (14)、
(15) と (16)、(17) と (18) の３つのペアのうち、前者
が formal な場合で、後者が informal な場合である。
(13) Would you care for some coffee?  
(14) Want some coffee?
(15) He is failing his courses, isn’t he?
(16) Failing his courses, isn’t he?
(17) You are getting pretty excited, aren’t you?
(18) Getting pretty excited, aren’t you? 
言語使用域の区分には他の場合もあるが、いずれ
にしても、人は社会的な状況の中で適切なことば遣
いを選択する。言語運用では言語は多分に社会性を
帯びると言うことができる。
５. 感情と言語：ことばの研究はこころの研究の一
部である。
ことばの研究はこころの研究の一部である。酒井
（2002: 8-9）によれば、認知脳科学の目標は、心が
脳のどのようなはたらきであるかを理解することで
あり、心は脳のはたらきという生命現象の一部であ
ると考える。また、言語は心と密接に結びついてい
るので、言語を心の外にある実体と考えるよりも、
心のはたらきの一部と考えた方が自然であろうとも
述べている。以上、脳と心と言語の階層関係を図式
すると次のようになる。
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(19) 脳＞心＞言語
同趣旨のことは Chomsky (1986: 27) が次のように
述べている。
(20) Linguistics, conceived as the study of I-language 
and S0, becomes part of psychology, ultimately 
biology.
このことから、言語学は（心／脳の中に実在する
I-language と言語の始発状態 S0 を研究対象とするた
め）心理学の一部であることが、さらに究極的には
生物学の一部であることが分かる。
このように心理学と言語学には密接な関係があ
り、その一つの証左として、心理学で扱う感情が比
喩表現として言語に表れる。土田・竹村 (1996: 30, 
39) によれば、例えば、「胸がどきどきする」「悲し
みに沈む」「目くじら」「鼻が高い」「血を吐く思い」
「肝をつぶす」などが挙げられる。
６. ことばの特徴を全体的に捉える。
ことばについて研究する場合、形態論、統語論、
音韻論、意味論などの特定の下位分野に焦点を合わ
せて論じることが有意義な法則性・規則性を見いだ
すのに有効である。しかし、テクストや発話を実際
に理解・産出するためには、上述の様々な下位分野
を総合して分析する必要がある。例えば、culture と
は何かについて説明している次のような百科事典の
文章を見てみよう。
(21)  Culture is a term used by social scientists 
for a people’s whole way of life. In everyday 
conversation, the word culture may refer to 
activities in such fields as art, literature, and music. 
But to social scientists, a people’s culture consists 
of all the ideas, objects, and ways of doing things 
created by the group. Culture includes arts, beliefs, 
customs, inventions, language, technology, and 
traditions. The term civilization is similar, but it 
refers mostly to scientifically more advanced ways 
of life. A culture is any way of life, simple or 
complex.
　　Culture consists of learned ways of acting, 
feeling, and thinking, rather than biologically 
determined ways. Some simple animals act on 
the basis of information carried in their genes, the 
parts of a cell that determine inherited traits. This 
biologically inherited information even includes 
the animal’s way of obtaining food and shelter. 
But human beings can experiment, learn, and work 
out their ways of doing these things, a process that 
never ends.（The World Book Encyclopedia. 1984. 
World Book, Inc., p. 942）
この文章は２つの段落から構成されているが、そ
の中には語、文、音韻、意味などに関する情報が当
然ながら含まれる。しかし、それらの情報はテクス
ト（談話）の流れに照らして総合することが重要で
ある。ことばの特徴を全体的に捉えるということで
ある。例えば、下線を引いた文は「主節＋コメント
名詞句」という英語固有の構文で、まずはこの構文
の理解が必要である。しかし、この文の冒頭に接続
詞の But が現れていることから、さらに、テクスト
の流れの中である種の動物との対比がなされている
と理解する必要もある。その際には、文化的・社会
的背景が理解の助けとなることも忘れてはならない
であろう。
７. ことばの研究（言語学）の目標とは？
Chomsky (1981: 32) によれば、ことばの研究すな
わち言語学の主な目標は、次の３つの問に答えるこ
とである。
(22) A. What constitutes knowledge of a language?
（言語知識とは何か。）
  B. How does such knowledge develop?
（言語知識はどのように獲得されるか。）
  C. How is such knowledge put to use?
（言語知識はどのように使用されるか。）
ここで注意しておきたいことは、３つの問はすべ
て言語知識（すなわち、認知の一般的なしくみでは
捉えられない言語固有の知識）の存在を前提にして
いることである。これに対して、認知言語学では一
般的な認知機構でもって言語を処理するという考え
方なので、「言語知識」はあっても、言語固有の知
識は仮定しない。筆者は、Chomsky の考え方に全面
的に賛成するわけではないが、言語固有の知識の存
在を仮定している。
前節までに論じてきた６つの視点は、いずれも上
述した３つの目標と何らかの形でかかわるものであ
る。言語を研究する際には、どの視点でも３つの目
標に照らして進めるべきである。
例えば、意味と形式の対応や言語の比較というの
は、少なくとも A の問「言語知識とは何か」と関
連するし、プラトンの問題は、B の問「言語知識は
どのように獲得されるか」と密接に結びつく。また、
言語使用域やことばの全体的把握は、C の問「言語
知識はどのように使用されるか」と特に結びついて
くる。もちろん、ある一つの視点が複数の目標と対
応したり、逆に、ある一つの目標が複数の視点と結
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びついたりすることもありうる。
ここで、A と B の問に関連して、ことばの不思議
を示す事例について説明したい。
人間はことば（母語）を自由に使うことができる。
初めて聞く文が分かる。今までに誰も発したことが
ない文を言うこともできる。母語とは、国籍や国境
に関わりなく、子どもが自然に獲得する第一の言語
のことである。こうした母語の優越性を念頭に置き
ながら、次の事例を見よう。
(23)  冒険教室から帰った達哉は酢の物が食べられ
るようになっていた。
(24)  つばめの雛が野良猫に食べられるのを目撃 
した。（大津ほか 2002 より）
これら２つの文は、初めて聞いた文であっても、
日本語の母語話者であれば容易に理解できる。また、
下線部分を「ら」抜きにした場合、(23) のような「可
能」の意味では容認可能であるが、(24) のような「受
動」の意味では不可能であるというような内省も母
語話者は利用できる。二男が小学１年生の頃にこの
「ら」抜きについて聞いてみたところ、同様の反応
が見られた。
感情と言語の関係については、それを突き詰めて
いくと、新たに第４の問として「言語知識は脳の中
でどのように表示されるか」という問題が提起され
ることになる。ここ十数年における脳科学の発達の
おかげで、この第４の問の重要性が増してきている
と言うことができる。
以上のように、どの視点での研究も、これまで見
た３つないし４つの目標に照らして進めていくこと
が大切で、そうすることによって現在の研究の位置
づけや意義が判断できることになる。
おわりに
本論文では、言語学者のみならず言語学を熟知し
ていない人も対象にして、日本語と英語の例を挙げ
ながら、言語研究における７つの重要な視点につい
て論じた。
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0言語研究における７つの重要な視点
Abstract
Seven Important Views in Language Study 
Kazutaka Sasaki
    This article attempts to point out seven important views in language study for both 
linguists and people who do not know much about the scientific study of language (i.e. 
linguistics). The seven important views are as follows:
(1) Meaning and form: language primarily exists to convey a certain meaning.
(2) Language comparison: with special reference to similarities and differences between 
Japanese and English
(3) Plato’s problem: how curious language acquisition is! 
(4) The concept of register: people use a form of language considered to be appropriate 
to a particular social situation or a particular kind of subject-matter. (Russell 1993: 
33)
(5) Emotion and language: linguistics is a branch of psychology.
(6) The whole grasp of language
(7) Main goals of linguistics
    From this step-by-step argument I ensure that the presentation of these important 
views in language study leads to a clear understanding of the nature of language and 
communication and how curious language is.
（2008 年６月２日受理）
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ヘンデル『ヨセフとその兄弟たち』における詩と音楽
高　際　澄　雄
序
ヘンデルの『ヨセフとその兄弟たち』Joseph and 
His Brethren は、研究者によって価値判断の大き
く異なる作品である。ヘンデルのオラトリオとオペ
ラ作品に関して浩瀚な研究書を著したウィントン・
ディーンは、「すべてのオラトリオのなかでも『デ
ボラ』および『ヨセフとその兄弟たち』は完全な失
敗作の至近距離に位置している」 と断じている。
ホグウッドは作曲の経緯に関する豊かな情報を盛り
込んだ『ヘンデル』の中で、『ヨセフとその兄弟たち』
の周辺に言及はしても、作品を正面から論じようと
していない 2。その翻訳者で自身近年ヘンデルの概
説書を書いた三澤寿喜も主要オラトリオ作品を論じ
た箇所で『ヨセフとその兄弟たち』を取り上げなかっ
た 。
一方、ヘンデルに関して実証的で包括的な研究を
行っているドナルド・バローズは、『ヨセフとその
兄弟たち』についてその美点を挙げており 、ヘン
デルの作品を丁寧に演奏することで名声の高いロ
バート・キングは、その前後の作品『サムソン』『セ
ミリ』『ヘラクレス』と共に偉大な作品と呼んで 、
この作品が低く評価されることに反発し、演奏をＣ
Ｄに納め、現在のところ唯一の録音演奏を残した。
この作品は、研究者が一致して認めているように、
ヘンデルが傑作オラトリオを輩出した時期に作られ
ている。ヘンデルの生涯において、劇的な転回点は
 年であった。それまでイタリアオペラの創作
と演奏をその活動の中心においていたヘンデルは、
聴衆の不人気にいよいよ意を決し、それまで補足的
な活動にとどめていた英語によるオラトリオの作曲
と公演を自分の主要活動とし、イタリアオペラの作
曲と演奏から完全に手を引いたのがこの年であっ
た。その契機となった作品が、『メサイア』である
ことはあまりにも有名である。この作品は 2 年
ダブリンで初演され大成功を収めた。そして、その
後も続々と傑作オラトリオが制作、公演されたので
ある。 年初演の『サムソン』、 年初演の『セ
ミリ』、 年初演の『ヘラクレス』および『ベルシャ
ザル』に関して、すぐれた作品であるという点で研
究者の意見は一致している。
したがって、『ヨセフとその兄弟たち』の問題点は、
つぎのように整理することができよう。果たして、
この作品は、同時期の他の作品と同じように、偉大
な作品だったのであろうか。それとも、同時期の作
品とは異なって、例外的な失敗作だったのであろう
か。もしそうだとすれば、その理由は何だったのだ
ろうか。
本論では、作品の構成を調べて、この問題に答え
を出したいと思う。
第１節 物語
オラトリオ『ヨセフとその兄弟たち』の物語は、
旧約聖書『創世記』第  章から第  章までの主要
な出来事から取られている。
『創世記』の最終部分は、ヨセフを中心として展
開しており、イスラエルの民がどのような経緯でエ
ジプトに移ったのかが述べられている。その点で、
次の『出エジプト記』の前提をなす大切な部分であ
る。
ヘンデルの『ヨセフとその兄弟たち』の物語を十
分に理解するためには、オラトリオの物語が関連す
る部分だけでなく、『創世記』第 2 章から最終章の
第 0 章までを知っておく必要がある。
『創世記』は、文学として読むと、特異な構成を
とっている。とくにアブラハム以降の族長の記述は、
アブラハム、イサク、ヤコブ、ヨセフを中心に語ら
れる部分と、氏族の系図を語る部分が截然と分かれ
ていることである。これは、物語として語られてい
ない系図部分を提供するとともに、物語性に富む
個々の出来事については、全体的に位置づける必要
性のあることを示している。個々の出来事は単純に
見えていながら、錯綜しており、理解するにはそれ
なりの努力を要する。ヤコブに関しては、第  章
22 節に次のように簡潔にまとめられている。
さてヤコブの子らは十二人であった。すなわちレ
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アの子らはヤコブの長子ルベンとシメオン、レビ、
ユダ、イッサカル、ゼブルン。ラケルの子らはヨ
セフとベニヤミン。ラケルのつかえめビルハの子
らはダンとナフタリ。レアのつかえめジルバの子
らはガドとアセル。これらはヤコブの子らであっ
て、バダンアラムで彼に生まれた者である。6
しかしこれらの子を得るために、ヤコブは、第
28 章から第 0 章に示されているように、多くの苦
難を経なければならなかった。カナンからバダンア
ラムに赴き、伯父ラバンに 20 年に渡って働き、見
初めた従姉妹ラケルを妻として娶るために、その姉
レアを先に娶らなければならなかった。ラケルと結
婚したのちも、ラケルに子が恵まれず、その召使い
ビルハに子をもうけ、嫉妬したレアはその召使いジ
ルバに子をもうけるように迫り、ヤコブはその求め
に従った。さらに 2 人の子を得てから、父イサク
の地カナンに戻るまでの経緯が第  章から  章ま
でに述べられている。彼は伯父ラバンのもとから逃
げだし、その追跡をラケルの機転でかわす（第 
章）。恨みを買っていた兄エサウとの再会には、工
夫をこらして対決を避け、兄から受け入れられる（第
2- 章）。しかしカナンの地に入り、シケムの町で、
娘デナがシケムに犯され、ヤコブの子シメオンとレ
ビは、怒ってシケムの町の男子をことごとく殺し、
シケムもその父ハモルも殺してしまう。ヤコブはそ
の行為に驚き、仕返しを怖れて、その町を発ち、最
終的にイサクのもとに戻る（第 - 章）。このよ
うに波乱にとんだヤコブの経験を述べた後、その系
図を語った部分がこの一節である。読者は、ここで、
その子の生まれた経緯と、その後のヤコブの一族の
経験を反復することが期待されているのである。
『創世記』の記述は簡潔であるが、出来事の相関
性を考慮すると複雑になり、多様な解釈を生み出す
可能性を秘めている。ヨセフとその兄弟たちに関す
る部分は、ヤコブがカナンを逃げ出してから帰還す
るまでの上記の経緯が関係しており、読者にはそれ
らを踏まえながら出来事を理解することが求められ
ている。
ヘンデルの『ヨセフとその兄弟たち』が直接関わ
る『創世記』の箇所は第  章から第  章であるが、
ヨセフが苦難を受ける原因については、ヤコブの二
人の妻、レアとラケルの対立があったことを知って
いなければならない。ヤコブはラケルとの結婚を希
望していたにも関わらず、その姉レアと結婚するこ
とが条件となり、ラケルと結婚してからも子どもに
恵まれなかったために、二人の侍女たちからも子
どもを得ることとなった。そのために複雑な関係と
なったのである。最終的に、ヨセフがエジプトで王
の信頼を得て、その知恵により一族を呼び寄せ、兄
弟たちの悪意を、神の配慮と解釈し直すことで、兄
弟たちの和解を果たす。この大きな結構が、それま
での複雑な出来事に支えられて、説得力をもつので
ある。
『創世記』に描かれたヨセフに関する物語をまと
めると次のようになる。ヤコブの 2 人の子供のう
ちで、 番目にあたるヨセフは父の寵愛を受けた
ため、兄たちから妬まれた。また夢で畑の束や星が
ヨセフが拝んだ様を見たと言って、父から叱責され
る。ある日、兄たちがシケムで羊を飼っていたとき、
ヤコブはヨセフに兄たちのもとに行くように命じ、
ヨセフはドタンで兄たちに会った。兄たちはヨセフ
を殺して穴に入れようとしたが、ルベンが反対し、
殺さずに穴に入れようと提案し、着物をはいで穴に
入れた。そこに隊商が通りかかり、ユダがヨセフを
隊商に売ろうと提案した。そこで、ヨセフを銀 20
シケルで売ってしまった。ルベンは、穴に戻ってみ
るとヨセフが居ないので嘆き、兄弟たちに告げた。
そこで、ヨセフの着物を雄山羊の血で浸してヤコブ
に見せた。ヤコブは、ヨセフが獣に食われたのだと
考え、嘆き悲しんだ（第  章）。
ヨセフは隊商に連れられて、エジプトに行ったが、
パロの侍衛長に買い取られ、家の采配を任される。
侍衛長の妻がヨセフの容姿の美しさに惹かれ誘惑し
たが、ヨセフは妻から逃れた。妻はヨセフが彼女を
誘惑したと夫に言ったために、怒った侍衛長がヨセ
フを獄屋に入れる（第  章）。
その獄屋にパロの給仕長と料理長が入ってくる。
二人は、見た夢をヨセフに解いてもらうが、ヨセフ
の言う通りとなり、給仕長は助かり、料理長は死刑
となる。給仕長は礼として、ヨセフを救い出す約束
であったが、約束を忘れてしまう（第 0 章）。
２年後パロが夢を見る。その夢の意味を理解でき
ないパロは心配となり、家来たちに夢解きをさせる
が、誰もできない。その時、給仕長が自分の経験を
思いだし、ヨセフを連れてくる。ヨセフは、夢がこ
れからの７年間の豊作とその後の７年の飢饉を予告
しているのだと告げ、豊作の間に穀物を蓄え、飢饉
に備えるように進言する。パロはヨセフの夢解きに
感心し、ヨセフを国の司として召し抱える。エジプ
トはヨセフの賢明な統治により、飢饉の際に人々に
穀物を売ることができた（第  章）。
ヤコブは飢饉の年、穀物を求めるために、ベニヤ
ミンを除く 0 人の息子たちをエジプトに送り、食
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料を買おうとする。兄たちを見たヨセフは、すぐ
に気付くが、彼らを回し者だと言って、３日間獄屋
につなぐ。それから、１人を残し、末子ベニヤミン
を連れてくるように命じ、穀物を与え、ひそかにそ
の穀物袋に持ってきた銀を返す。シメオンをあとに
のこした  人の兄弟たちは、帰る途中で穀物袋に銀
があることに気づき、怖れる。帰って、ヤコブに事
情を話し、ベニヤミンをエジプトに連れて行きたい
というが、ヤコブはヨセフとシメオンを失い、さら
にベニヤミンを失うことになるかもしれないと心配
し、息子たちをエジプトに送ることは止める（第
 章）。
飢饉は続き、ヤコブは食料を得なければならな
かった。そこで兄たちを再びエジプトに使わすこと
にした。兄たちはベニヤミンを連れていかなければ
ならないことを説いて、ヤコブはベニヤミンを失う
ことにも覚悟を決めた。多くの贈り物を携えて現れ
た兄たちにヨセフは祝宴を催す。そして穀物を与え
て送り出すが、ベニヤミンの穀物袋の中に、銀の杯
を入れるように命ずる。兄たちはカナンに向けて出
発する。しかし途中、ヨセフの侍従が追いつき、な
ぜヨセフの銀の杯を盗んだのかと詰問する。兄弟た
ちは言いがかりだと穀物袋を開いて、潔白を示そう
とするが、ベニヤミンの袋から銀の杯が出てくる。
ヨセフの元にもどった兄弟たちは、ヨセフの奴隷と
なることを提案する。しかしヨセフは銀の杯を盗ん
だ者１人が奴隷にならなければならないと言う。こ
れに対し、ユダが、父ヤコブにとってベニヤミンは
とくに大切なので、自分が代わりに奴隷となること
を提案する（第  章）。
ヨセフは感極まり、兄弟たち以外の者たちを外に
出して、声を上げて泣く。そして自分がヨセフであ
ることを告げ、ヤコブとその一族をエジプトに呼ぶ
ように命ずる。パロはこのことを知り、ヨセフに車
で一族を呼ぶように命ずる。兄弟たちはヤコブに事
の次第を告げ、ヤコブはエジプトに行く決心をする
（第  章）。
ヤコブは神が彼の一族が栄え、その死にヨセフが
目を閉じると予言する夢を見る。彼は一族を携えて
エジプトに登るが、ヨセフにゴセンで会う旨を伝え
させる。ヨセフは父と再会し、その首を抱き、泣く
（第 6 章）。
パロはヨセフの父と一族が到着をしたと知ると、
その職業である牧者にもっともよい地、ゴセンのラ
メセスの地を与える。飢饉はいよいよ激しくなり、
エジプトとカナンの人々は買う金もなくなったの
で、田地を捧げて、ヨセフから食料を得た。ヤコブ
は死が近づくと、ヨセフを呼んで、死後の指示をす
る（第  章）。
ヤコブは息子たちに細かい指示と祝福を与え、そ
の生を終える（第 8- 章）。
ヨセフは父の死を嘆き、喪の指示を与える。兄弟
たちは、ヨセフの仕返しを怖れるが、すべては神慮
によるものだと諭して、兄弟たちとエジプトに住み、
0 歳にエジプトで死ぬ（第 0 章）。
このようにほぼ 00 年に渡るヨセフの物語は、い
くら第  章から第  章を選んでいるとは言え、３
時間余のオペラにまとめることの困難さは明らかで
ある。一体、台本作者ジェームズ・ミラー James 
Miller はどのような工夫をしたのであろうか。
第２節　台本
作品は、ヨセフが牢獄で自らを励ます場面で開始
する。ヨセフは次のように歌う 。
Be firm, my soul! Nor faint beneath
Affliction’s galling chains!
When crown’d with conscious virtue’s wreath,
The shakled captive reigns.
固くあれ、私の魂よ。苦しみの鎖で
倒れることなかれ。
徳を意識し花輪の冠として飾れば
足かせをつけた囚われ人も王となるのだ。
『創世記』にこの場面に相当する語句は存在しな
い。第  章  節の「そこでパロは人をつかわして
ヨセフを呼んだ。人々は急いで彼を地下の獄屋から
出した。」の前の状態を描き出したものであるが、
きわめて印象的な開始となっている（１幕１場）。
次の場面では、給仕長パノア Phanor がヨセフに
王の夢解きを頼む。以前自分がヨセフに夢解きをし
てもらって、それがあたったこと、しかし返礼とし
て解放をパロに頼むことを忘れてしまったことを詫
びる。ヨセフは忘恩を非難するが、パロの夢解きは
引き受ける。これは上記第  章  節の「ヨセフは
ひげをそり、着物を着替えてパロのもとに行った。」
を敷衍したものである。『創世記』には給仕長の名
前は記されていない。だがこの作品ではパノアの名
前が与えられ、一貫して脇役としての役割を演じて
いる（１幕２場）。
パロは夢に悩まされており、エジプトのだれもそ
の意味を説明できるものがいないという。ヨセフは
夢の意味は神が明かされるもので、自分の力で行う
ものではないといい、エジプトの民はヨセフを讃え
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る。ヨセフは、夢が７年の豊作と７年の飢饉を表す
ものであるから、豊作の間に蓄えをし、飢饉に備え
るように進言する。パロはヨセフの夢解きを讃え、
ヨセフをエジプトの司に任ずる。オンの祭司の娘ア
セナテは密かにヨセフの力に感心する。パロはヨセ
フに指輪を与えて、ザフナテ・パネアと名乗らせ、
エジプトの民に服従を命ずる。エジプトの民は新し
い司の就任を讃える（１幕３場）。
以上は『創世記』第  章  節から  節までの
記述に即している。ただしエジプトの民の２度の称
賛は描かれておらず、アセナテの感嘆の場面も存
在しない。すべて作者ミラーの創作である。彼女は
 節で「パロはヨセフの名をザフナテ・パネアと
呼び、オンの祭司ポテペラの娘アセナテを妻として
彼に与えた。」と記されているだけである。
したがって、次の場面でアセナテがヨセフへ愛を
密かに歌い、ヨセフが彼女の父親に結婚を申し込ん
だと伝え（１幕４場）、またその後の場面で、パロ
とポテペラが二人の結婚を認め、神殿での結婚の儀
式を準備するように命ずる一方、ヨセフとアセナテ
が愛の二重唱を歌う様子が描かれている（ 幕５場）
が、すべて作者の創作である。２人の結婚をパロと
エジプトの民が祝う第１幕最終場面（１幕６場）も、
『創世記』には存在していない。しかし全くの空想
ではなく、『創世記』をもとにしながら、より具体
的に場面を描きだしているのである。第１幕は、ヨ
セフがエジプトに受け入れられていく様子を巧みに
描写しているというべきである。
第２幕は、エジプトの民のヨセフに対する称賛の
合唱で開始する。続いてパノアがアセナテに対して、
いかにエジプト人たちがヨセフに敬意を表している
かを報告する。この報告も『創世記』には存在して
いないが、第  章  節に「ヨセフはエジプトの国
を巡った。」とあり、これを敷衍したものである。
このパノアの報告に対して、アセナテはエジプトの
人々がヨセフに諂っているのではなく、当然の称賛
を与えているのだと言った上で、エジプトの凶作の
様子とそれに対してヨセフが行った備えについて歌
う。パノアは同意し、再びエジプトの民の称賛の合
唱となる。これに対しアセナテは、最近ヨセフが不
安げだと話す。二人の子供を見ていても、ため息を
ついているというのである。この子供については、
『創世記』第  章 0 節に、「ききんの年の来る前に
ヨセフにふたりの子が生まれた。これらはオンの祭
司ポテペラの娘アセナテが産んだのである。」と記
されているが、この場面ではそれがヨセフの悲しみ
と結びつけられている。さらにアセナテは次のよう
に歌う。
Together, lovely innocents, grow up,
Link’d in eternal chains of brother-love!
For you manyn't Envy bear her pois'nous cup,
Nor Hate her unrelenting amour prove.
愛らしい無邪気な子どもたちよ、兄弟愛に永遠に
結ばれて、一緒に大きくなりなさい。
あなたたちには妬みの毒ある杯が運ばれませんよ
うに。
嫌悪の情け容赦ない鎧で身を固めることがありま
せんように。
このアリアは、ヨセフが父ヤコブに可愛がれたた
めに、0 人の兄たちの妬みを買い、穴に投げ込まれ、
殺されかけた出来事に言及していることはいうまで
もない。ヨセフの不安の所在を巧みに表していると
いうべきであろう。そのため、ヨセフがつぶやいた
とアセナテが伝える、次の一節が大きな意味をもつ
のである。
“Inhuman Bretheren! O unhappy father!
What anguish too much love for me has cost thee!　　
人でなしの兄たちよ。ああ不幸な父上。
私に対する過剰な愛がどれほどの苦しみを与えた
ことか。
アセナテにとって不可解なこの言葉の意味を明ら
かにしたいと述べて、この場面は結ばれる。第２幕
第  場は、第１幕の明るい終結を受けて、輝かしく
開始しながら、しだいに事件の展開を予想させる不
安な要素を提示しており、きわめて巧みに構成され
ているというべきであろう。
次の場面に移ると、長兄シメオンが牢獄で、兄弟
たちを呪っている。１年も牢獄で待たされているこ
とに怒っているのである。しかし彼はヨセフへの仕
打ちを思い出す。もしかしてその罪の故に兄弟たち
は旅の途中で野獣に襲われ、殺されてしまったのか
もしれない、と考える。そして次のように歌う。
Remorse, confusion, horror, fear,
Ye vultures of the guilty breast!
Now furies! Now she feels you here.
Who gnaw her most, when most distressed.
悔恨、混乱、戦慄、恐怖、おまえたち、罪深き胸
を食い破るものよ。
さあ復讐の女神たちよ。今その胸はここにそなた
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たちを感じている。
胸が一番苦しむときに、もっとも食い入るものよ。
第２幕第２場は、第１場を受けて、深い感情を表
している。物語としても、ヨセフの兄たちの残虐な
仕打ち（『創世記』第  章 8-6 節）から、飢饉の
ため穀物を得るための兄たちによるエジプト訪問
（同第 2 章 - 節）、兄弟たちに対するヨセフの詰
問とシメオンの人質（同第 2 章 6-2 節）、シメオ
ン解放のための兄弟の説得とヤコブの拒否、そのた
めの兄弟のエジプト再訪の１年の遅れ（同第  章
6-8 節）がこの場面に圧縮されている。文学的完
成度の高い場面だと言えよう。
続く場面でヨセフは、国の司の仕事の苦労と比べ、
子どもの頃の田園の暮らしの素晴らしさを歌う。そ
こにシメオンが連れてこられる。ヨセフは彼の非情
さを思い起こし、彼に厳しい言葉を投げかけて苦し
めようと決意する（２幕３場）。この場面も『創世
記』には存在しないが、作品の展開には重要な場面
となっている。
次のシメオンに対するヨセフの詰問も『創世記』
には存在しない。ヨセフはシメオンをいきなり詐欺
師と呼びかける。そしてエジプトの飢饉の様子を調
べにきたスパイであろうと迫る。シメオンは、自分
の生い立ちを説明し、2 人の兄弟であり、すでに
0 人までは見た通りだ、 番幼い弟は父が可愛がっ
て手放さないのだと言う。これに対しヨセフは、も
しその弟を見れば、言葉を信じようが、なぜ約束通
り連れて来ないのか、と詰め寄る。父が末の弟を可
愛がるあまり、もしものことを考えて旅をさせるこ
とができないのだ。それには、ヨセフが失われた経
験が大きく左右していると、説明する。自分の名前
が出されたヨセフは動揺するが、平静を装い、なぜ
ヨセフが殺されたのかと尋ねる。シメオンは野獣に
食われたのだと答える。ヨセフはすかさず、遺体が
残っていたのか、と畳みかける。シメオンは怯え、
反論を試みるが、ヨセフが偽りであることを見抜い
ていると言葉を遮り、出ていく。シメオンは、過去
に犯した罪が顔に現れたのだ、一時的に罪を隠せて
も、神が過去の罪を暴くのだ、と歌い、牢獄に戻っ
ていく（２幕４場）。
この会話は創作ながら、ヨセフの兄たちが彼を殺
して穴に入れ、悪い獣に食われたことにしようと計
画したこと（『創世記』第  章 20 節）、しかしルベ
ンが兄弟を殺してはいけない、血を流してはいけな
いと言い、ただ穴に投げ入れることを提案したこと
（同書第  章 2-22 節）、穴に投げ入れたのち、通
りかかった商人に銀 20 シケルでヨセフを売ったこ
と（同書第  章 28 節）に関する『創世記』の記述
に基づいており、巧みな物語の再構成であり、緊張
感あふれる場面を作り出しているということができ
る。
厳しい審問から戻ってきたヨセフは、妻アセナテ
が心配している様子を見て、その理由を問うと、妻
は夫が苦しんでいるときに、自分だけ幸せになるこ
とはできないといって、今までは清らかな水が流れ
るように人生を生きてきたが、ヨセフに悲しみが生
まれたので、自分も悲しいのだと歌う。そこに、長
く待ち望まれていた一行が着き、幼い子どもも一緒
だと、パノアが伝える（２幕５場）。この場面も『創
世記』には存在しないが、『創世記』第2章節の「そ
こでその人々は贈り物を取り、また倍額の銀を携え、
ベニヤミンを連れ、立ってエジプトに下り、ヨセフ
の前に立った。」の記述の敷衍であり、第２幕の最
初の場面の巧みな展開となっている。
第２幕の最終場面は、ヨセフの兄弟たちへのパノ
アの親切な言葉で開始する。前回穀物の袋に銀を入
れたのは神であり、今穀物の値を受け取ったこと、
そのため彼らに罪はないこと、飢饉には援助を拒む
ようなことはないことが告げられる。これは、『創
世記』第  章 8-2 節に基づき、ヨセフの兄弟た
ちの弁明とそれに対するヨセフの家づかさの答を６
行に要約したものである。これに対して、ユダが安
心を表明し、罪を意識している心にはわずかの疑い
も非難の言葉に変わるのだと歌う。それに兄弟が、
どんなに徳を積んでも、悪で有名になってしまうと
合唱で和する。現れたヨセフにユダが贈り物を捧げ、
カナンの窮状を訴える。そして末のベニヤミンを示
し、手に口づけをさせてくれるように頼む。ベニヤ
ミンはヨセフの手に口づけをし、カナンの人々を
救ってくれるように頼む。胸が一杯になりながらも、
ヨセフは父の安否を尋ねる。ユダがヤコブはまだ生
きていると答える。ヨセフはこれが末の息子かと尋
ねる。ベニヤミンは名前を名乗る。ヨセフはベニヤ
ミンを抱き、神が守るように祈る。ベニヤミンはヨ
セフが自分を「我が息子」と呼び、祝福したことに
驚いて、ヨセフと父の類似から、魂の類似について
歌う。ヨセフは感動を押さえきれなくなるが、一緒
に食事をするように召使いたちに言いつけて出てい
く。ヨセフの兄弟たちは、ヨセフの顔色が変わった
のを見て驚き、合唱で神に祈り、神への信頼を表明
する（２幕６場）。
最終場面は、ベニヤミン、ユダ、ルベンの台詞が
創作であるものの、『創世記』第  章 26- 節の記
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述をほぼ忠実に再現している。しかしここで中心と
なるのは、ベニヤミンである。ベニヤミンは次のよ
うに歌う。
Thou deign'st call thy servant 'son'.
And O, methinks, my Lord I see,
With an amazing semblance shown,
My father's image stamp'd on thee.
Thee, therefore, I would father call;
But the similitude of face
Is not enough ­ the soul is all;
O may his soul thy bosom grace.
あなたはしもべを息子と呼ばれました。
ああ、おそれ多くも、あなたのお顔に我が父の類
似が刻印されているように思われます。
それゆえ、あなたを我が父と呼びましょう。
だが顔の類似で十分ではありません。
ああ、父の魂があなたの胸に備えられていますよ
うに。
兄弟と名乗られずにいるヨセフの苦しさをこの歌
詞は浮き彫りにする。またその無垢な表現は、最後
のヨセフの兄弟たちの神への祈りの歌詞とともに、
最終場面の劇性を盛り上げており、『ヨセフとその
兄弟たち』を特徴的な作品とすることに貢献してい
る。この最終場面によって第２幕全体が緊張の高い
構成となっていることは疑いがない。
第３幕は、アセナテがカナン一行の聖杯の窃盗に
ついてパノアに尋ねる言葉から始まる。パノアは肯
定し、一行は捉えられて、部屋に監禁されていると
告げる。アセナテは忘恩の輩と非難し、パノアは大
恩がしばしば忘れられると歌う（３幕１場）。この
場面はもちろん『創世記』には存在しないが、この
オラトリオでは前幕でヨセフと一行が楽しく食事を
した後を受けて、再び波乱が起きる予告となってい
る。
次の場面で、アセナテがヨセフに心労の原因を尋
ねる。ヨセフは自分の悲しみの深さを語るのみであ
る。アセナテは、妻の自分に苦しみの原因が語れな
いところをみると、嫉妬が原因なのではないかと、
次のように歌う。
Ah Jealousy, thou Pelican, 
That prey'st upon thy parent's bleeding heart!
Though born of love, love's greatest bane.
Still cruel! Wounding her with her own dart.
ああ妬みよ、親の血したたる心臓を餌食とするお
前ペリカンよ。
愛から生まれながら、愛のもっとも激しい毒素。
常変わらず酷く、自らの槍で自らを傷つける。
キングは台本制作当時、ペリカンは自らの胸を食
い破って、血で子どもを育てると考えられていたと
指摘している 8。Jealousy はこのオラトリオを貫く
主題である。ヨセフは兄たちの妬み Jealousy のた
めに命を狙われ、またヨセフは、あとで明らかにな
る通り、兄たちの弟に対する危害の可能性に対する
過度の警戒感 Jealousy により、弟ベニヤミンを保
護しようとして人質にする。この重要な観念を提示
するのに、きわめて印象の強い比喩表現によって表
しているのだと言える。
ヨセフはこのアセナテの疑念に対して否定し、飢
饉の中での父の身を案じているのだと答える。パノ
アは、今のヨセフであれば、父を呼び寄せるのに十
分な権力をもっているではないかと言うが、ヨセフ
はパロから宝を預かっているだけで、自分のために
使うことはできないと反論し、人々の気持ちの移り
易さについて歌い、出ていく。これを聞き、アセナ
テはパロに取りなしをする決心をして、問題解決の
予感の喜びを歌う（３幕２場）。
この場面も『創世記』にはないが、ここで作者は
現代的な装いをこらした。『創世記』では、ヨセフ
は最後に父を呼び寄せるのに、ためらわず自分の
権力をパロに許可をもらわずに行使する（『創世記』
第  章 -0 節）。それに対して作者ミラーは議会
制民主主義が定着しだした時代にふさわしく、ヨセ
フを理想的な政治家として描いているのである。こ
こで作品の新鮮さを打ち出したと考えるべきであろ
う。
次の場面では、不当に逮捕され憤っている兄弟を
代表して、シメオンが逮捕の理由を問いただす。パ
ノアは聖杯を盗んだ罪であることを告げる。シメオ
ンは、もしそれが事実ならば兄弟全員で罰を受けよ
うと答える。それに対してヨセフは罪のあるものだ
けが、罰を受けるのだと答える（３幕３場）。この
場面も『創世記』には存在しない。ヨセフがあくま
でベニヤミン一人を留めようとしている意図を明確
にするために重要である。
次の場面で、パノアがベニヤミンの袋から聖杯が
見つかったと報告する。ベニヤミンは驚くが、ヨセ
フは彼の逮捕を命ずる。ベニヤミンは父に苦しみを
与えると言って嘆き、ヨセフは心動かされるが、あ
えて厳しく振る舞う。シメオンはベニヤミンを救い、
残りの者を罰して欲しいと懇願するが、ヨセフはベ
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ニヤミン一人が罪を負い、他の者は故郷に帰るよう
に命じて、去っていく。ルベンはヨセフの顔に哀れ
みの表情が浮かんだと言う。シメオンはヨセフの態
度を冷酷だと非難する。ルベンは、自分たちがヨセ
フを穴に投げ入れた際、ヨセフの必死の頼みも聞き
入れなかったので、罰を受けているのだと主張する。
ベニヤミンを残せば、父は悲しみに死に、自分たち
が残れば、一族は飢えで滅ぶ。兄弟たちは神に祈る
（３幕４場）。
この場面は『創世記』第  章 - 節に基づい
ている。しかしベニヤミンの驚く様が具体的に描写
されており、さらにヨセフに嘆願する者が、原書で
はユダであるが、この作品ではシメオンに変更され
ている。またヨセフの退席の情景が創作され、兄弟
たちの会話と神への祈りが追加されている。ヨセフ
の言葉に対する兄弟達の動揺がより具体的に、精密
に描き出されているのである。
続く場面では、ヨセフが戻り、なぜ躊躇して帰ら
ないのかと問いただす。ユダは自分たちが来るまで
に父がヨセフの事件で打撃を受け、ベニヤミンの身
をどれほど案じていたかを切々と訴える。シメオン
は、ヨセフに対して、あなたにも父があったであろ
うから、我々の気持ちが分かるはずだと歌い、さら
に、自分一人でベニヤミンの罪を受けるから、父を
助けてほしいと懇願する。感動で堪えられなくなっ
たヨセフは、人払いをし、自分がヨセフであること
を明かす。兄弟たちは、驚き、怖れるが、ヨセフは
怖れる心配を払い、ベニヤミンを抱いて、術策を使っ
たことの許しを乞う。兄たちが、自分に対すると同
じように、ベニヤミンに対しても乱暴を働くのでは
ないかと過剰の警戒意識をもったのだと説明する。
シメオンは、ヨセフを讃え、神の測りがたい配慮を
讃える（３幕４場）。
この場面は、『創世記』第  章 8 節から第  章
 節までに基づいて描かれている。ここでも変更
が行われている。身代わりを提案するのは、原書で
はユダであるが、この作品ではシメオンとなってい
る。原書では、ヨセフを穴に落としたとき、殺して
はならないと言ったのがユダであった（ 章 26-2
節）。この優しさがこの嘆願の場面でも一貫してい
るが、オラトリオでは兄弟全員の心の変化を表すも
のとして長兄シメオンの嘆願を描いている。また、
ヨセフが兄弟を赦す際、原書では「わたしはあなた
がたの弟ヨセフです。あなたがたがエジプトに売っ
たものです。しかしわたしをここに売ったのを嘆く
ことも、悔やむこともいりません。神は命を救うた
めに、あたながたよりさきにわたしをつかわされた
のです。」（第  章 - 節）と言って、神の配剤を
強調する。これはヨセフが幼いとき見た夢がエジプ
トに一族を呼び寄せる予告として描いている『創世
記』の記述意図に沿った言葉である。しかしこのオ
ラトリオでは、その意図はシメオンの次の言葉にそ
の考えは残されている。
O Joseph!
Just, yet mysterious are the ways of Heaven.
ああ、ヨセフよ。
正しくも、不可解なるは天の配慮。
だが、この作品で強調されるのは、ヨセフの警戒
感である。ヨセフは、つぎのように謝る。
And ye,
Pardon my groundless jealousy ­ I fear'd
You now to Benjamin might be perfidious,
As erst to me ­ But I have prov'd your faith.
そしてみなさん
わたしの根拠のない警戒意識をゆるしてくださ
い。
あなたがたがベニヤミンに悪辣になるのではない
かと怖れたのです。
以前にわたしにはそうでしたから。でもみなさん
の誠実さを確信しました。
すでに述べた通り、兄弟たちの反目の原因が、兄
たちにあってはヨセフへの妬みであり、ヨセフに
あっては警戒感であって、それぞれが自分たちを中
心に考えていたということになる。これが、ともに
父親への愛によって、相互理解へと変わっていく。
この場面は、ヨセフと兄弟たちの物語の新しい解釈
を巧みに提示しているということができよう。
最終場面は、アセナテによるパロの言葉の伝達か
ら始まる。パロがヨセフとその一族に一国をたま
わったというのである。このことによりヨセフの一
族に対する心配は消え、ヨセフとアセナテは、愛の
息吹こそもっとも甘美であると歌い、喜びの源であ
る神を全員で讃えて作品を結ぶ（３幕６場）。
『創世記』ではパロはヨセフの家族を呼び寄せる
ために、具体的な指示を出すが、この作品では省略
され、その代わりに愛の息吹の称賛が歌われている。
ここで愛は、自らの狭量さをうち破る契機と位置づ
けられていると考えられるので、前の場を引き継い
で適切な結びとなっていると言える。
以上、台本をある程度詳しく調べてきたが、『創
ヘンデル『ヨセフとその兄弟たち』における詩と音楽
2
世記』を結ぶヨセフのエジプト下りは重要であり、
複雑である。その主要部を巧みにまとめ、オラトリ
オ作品として一貫した主題を与えていることが判明
する。『ヨセフとその兄弟たち』の台本は優れた文
学作品であると言える。
ディーンは、作者の人柄の問題性を指摘し、また
その台本の問題点を指摘している。しかし台本の欠
陥は十分に根拠づけられているわけではない。ヨセ
フの兄弟たちの最初のエジプト訪問が省かれている
ことを残念がっているが 、これだけ長い物語にど
のようにそれを入れることができるだろうか。また
ヨセフが第２幕第３場で、シメオンに会う直前、「あ
たたの心に突き刺さる短剣のような言葉を語ろう」
と述べているが、実際にはそんな言葉は見あたらな
い、と批判している 0。しかし実際には、ヨセフは
シメオンにいきなり「おまえ詐欺師よ」と呼びかけ、
最後に自らの仕打ちを思い出させるようにし向けて
「お前の魂の暗い奥を見ることができるのを知らな
いのか」と結んでいる。この言葉でシメオンは苦し
むのである。ヨセフは言うとおり、「心を突き刺す
短剣のような言葉」を語ったのである。このように
ディーンの批判は、台本を詳しく調べてみると、根
拠のないことが分かるのである。文学は誤解や無理
解から判断されるべきではない。
ヨセフの物語は、当時の読者には人口に膾炙され
た物語であった。また不十分な知識しか持ち合わせ
ない読者には、販売されていた Word Book に梗概
を載せていた。まったく知識のないものに台本だけ
で理解することは無理であろうが、旧約聖書にある
程度の知識を持ち合わせていれば、理解可能だった
のである。より深い理解には、『創世記』の読み直
しを求めるが、その作業によってさらに『創世記』
の理解が深まる。このオラトリオ台本は優れた作品
なのである。
第３節　音楽
ヘンデルは、ミラーの台本に対して見事な音楽を
付与したが、大部になるので、ここでは特徴的な音
楽について述べたい。
オラトリオは、荘重な序曲で開始するが、その形
式には大きな特徴がある。主要な快速の対位法部
の前に、中庸な速度の対位法部が２つ置かれてい
るのである。そのため、活発な対位法が一層引き立
つ結果となった。そのあとに和声的３拍子の部分が
AABBと繰り返され、第１幕第１場に接続している。
この序曲は、ヘンデルの序曲の中でも、きわめて優
れた序曲の一つといっても過言ではない。
第１幕第１場で、理由の無い監禁に対し、自らを
励ますヨセフの歌曲は、アリア Air と明示されてお
り、たしかに ABA のダカーポ形式をとっているの
だが、A にあたる部分ではメリスマ唱法はほとんど
使われず、暗くゆっくりと歌われるので、実質的に
アリオーソとなっており、B にあたる部分は完全に
レチタティーヴォ・アコンパニャートとなっている。
こうして、序曲に続いて、きわめて印象の深い場面
の提示となっているのである。
第１幕第３場で、ヨセフはパロに呼び出されて夢
解きを行う。合唱でエジプト人たちが夢解きがうま
くいくように神に祈ったあと、ヘンデルは、跳躍す
るような器楽の経過句を挿入した。このおどけたよ
うな経過句のおかげで、夢解きを伝えるヨセフの荘
重なレチタティーヴォ・アコンパニャートが引き
立っており、ヘンデルの特異な才能が発揮されてい
るのである。
同じ場面で、アセナテがヨセフに対する密かな恋
心を歌うアリアは、その伴奏に特徴がある。序奏は、
管楽器を主体とし弦楽器を伴った器楽曲なのだが、
歌が始まると、伴奏は通奏低音のみになり、高音部
の歌唱が際だつ結果となる。こうしてアセナテの清
らかさが表されているのである。
第１幕第５場で、結婚を許されたヨセフとアセナ
テが歌う愛の二重唱は、バロック期のこの種の歌曲
の典型だと言えるであろう。ヘンデルは、そこに華
やかさを加えるために、神殿まで赴く一行の壮麗な
行進曲を加えた。この曲においては、とりわけ金管
楽器と打楽器によって華やかさと力強さが表現され
ている。
第１幕の最終場である６場では、国の司となった
ヨセフの結婚を祝って、エジプト人とパロが歌う。
最初の合唱は、華やかであることを除いて、特徴は
ないが、続くパロのアリアとエジプト人の合唱は、
歌詞は異なりながら、旋律が同じであるために、華
やかさが強調される。まず、パロがこのような夫婦
は世界にはいないと、朗々としたバスのアリアで褒
め称えると、エジプト人が合唱によって、全世界へ
二人の結婚の知らせが届けられるようにと願いが表
明され、二人の結婚は人類の喜びと平和である、と
述べられる。こうして第１幕は、華やかに結ばれて
いる。
第２幕もエジプト人の合唱で始まる。今度はヨセ
フの国の司としての働きを褒め称えるのであるが、
音楽的には、合唱の前半が和声法、後半が対位法と
なっているところに特徴がある。
この第２幕第２場には、アセナテのアリアが２曲
高　際　澄　雄
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存在しているが、それぞれに優れた音楽が付与され
ている。エジプトの凶作とそれに対するヨセフの対
応を歌った最初のアリアは、ノンダカーポ形式を
採っており、凶作の苦しみを表す前半部とヨセフの
適切な仕事ぶりを表す活発な後半部が鮮やかな対照
を作り出している。ヨセフが自分の不幸を繰り返さ
ないように、子どもたちに語りかけていると伝える、
２番目のアリアでは、子どもへの愛情を表すととも
に兄弟たちの仕打ちに悲しみを込めた美しいダカー
ポアリアとなっている。
第２幕第２場で、１年も監禁されているシメオン
が兄弟たちの遅れを非難する場面は、強い印象を与
えるレチタティーヴォ・アコンパニャートと、強烈
なアリアによって、もっとも忘れがたい場面を作り
出している。アリアの特徴をなすのは、脅迫的な弦
楽器の表現である。　
続く第３場も優れている。シメオンとの面会に先
だって、ヨセフは幸せだった幼少期を回想する。ま
ず、レチタティーヴォ・アコンパニャートで父から
受けた神の創造に対する教えが述べられる、続いて、
田園の素朴な生活の称賛が、ダカーポアリアによっ
て歌われる。バグパイプを思わせる低音部と半音階
進行が前半部を特徴づけている。後半部は都会の生
活の害悪が急速な表現によって歌われる。再び前半
部の平和な表現にもどったとき、急速な表現と対照
された後であるだけに、その穏やかさが一層際だっ
ている。このアリアは、『ヨセフとその兄弟たち』
の中でも、最高のアリアといってもよいであろう。
第４場でのヨセフとシメオンとの会話のあとのシ
メオンのアリアも優れた作品である。ダカーポアリ
アの形式を採ってはいるが、ここでもアリオーソに
近い表現となっており、しかも甘美な旋律が使われ
ており、きわめて魅力的である。
第４場のアセナテのアリアは、ヨセフとの結婚生
活に混乱の要素が入り込んだことを嘆いたものであ
るが、ダカーポアリアの美質が生かされており、急
速な前半部とゆっくりとした速度の後半部が見事に
対照されている。
第２幕第７場は、きめ細やかな音楽構成で際だっ
ている。最初はレチタティーヴォ・セッコ（ルベン
の言葉）、続いてレチタティーヴォ・アコンパニャー
ト（ユダの言葉）、再びレチタティーヴォ・セッコ
（ヨセフとベニヤミンとの会話）、続いてアリア（ベ
ニヤミン）、レチタティーヴォ・セッコ（ヨセフと
その兄弟たちの言葉）、最後に合唱（ヨセフの兄弟
たち）と異なる４種類の演奏様式が６部に配置され、
言語の表情を細かに変えている。ユダは父ヨセフの
言葉をしみじみと伝え、切々と訴える。ヨセフとベ
ニヤミンの会話は簡素であるがゆえに直接的な訴え
の力を持ち、ベニヤミンのアリアは平明で感動的で
ある。そして最後の合唱に至っては、第３幕第４場
の合唱とともに、その表現の深さにおいて、ヘンデ
ルの合唱曲を代表するものであるといっても過言で
はない。ドイツのコラール風に開始し、対位法の広
がりある表現に移って、最後に和声的表現に回帰す
る。これは祈りの深さを表現するのに、最適の音楽
となっていると言える。
第３幕には、開始に器楽によるシンフォニアが置
かれており、前幕の暗さを追い払い、幸福な結末を
暗示する効果をもっている。だが、最終幕で聴衆を
決定的に引き入れるのは、第２場のアセナテのアリ
アである。嫉妬をペリカンに喩えているため、ディー
ンは分析の対象にさえ取り上げていないが、堂々と
したダカーポ形式で書かれており、多数の半音階の
進行がその比喩表現とともに、異様さを巧みに描き
出している。すでに述べた通り、Jealousy と呼ばれ
る嫉妬心と警戒意識は、この作品で中心的な観念と
なっており、ヘンデルはその位置づけにふさわしい
印象的なアリアを書いたのである。
第３幕の頂点をなすのは第４場である。ここでも
ヘンデルは、きめ細やかな音楽構成を行っている。
聖杯が見つかったことに対するベニヤミンの驚きは
レチタティーヴォ・セッコで表現され、自分の監禁
がどのように父に打撃となるかを心配する部分はレ
チタティーヴォ・アコンパニャートで表現される。
さらに、ヨセフに憐れみを求める言葉は、アリオー
ソとなり、ベニヤミンが連行されてからは、再びレ
チタティーヴォ・セッコにもどる。しかし、自分
たちの苦難が、過去のヨセフに対する虐待の報いで
あったかもしれないことに気付く部分では、レチタ
ティーヴォ・アコンパニャートとなって、さらに神
に祈りを捧げようと呼びかける言葉は、アリオーソ
で表現される。最後に神への祈りが合唱によって表
現されている。この祈りの合唱も、第２幕終結の合
唱と同じように、コラール風の和声的表現で開始し、
対位法的表現に移っている。ヨセフの兄弟たちが自
らの苦難をきっかけに過去の過ちに気づき、神に真
摯な祈りを捧げるに至る様が、音楽によって巧みに
描かれているというべきであろう。
ここから劇は急速に解決に向かう。第３幕第５場
の音楽構成は単純であり、レチタティーヴォ・セッ
コから、アリア、レチタティーヴォ・アコンパニャー
ト、そしてレチタティーヴォ・セッコに戻るという
ものである。たしかに、ヨセフが自らの身を明かし
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たとき、兄弟たちの驚きの表現は強烈であるが、短
く、特にこの場面に意義を与えるものではない。ま
た、最終場面でのヨセフとアセナテの愛の二重唱と
合唱も、作品を締めくくる以上のものではない。ヘ
ンデルが音楽を与えたオラトリオとしての作品は第
３幕第４場で終わっているのである。ここにミラー
の意図との若干のずれが生まれていると言えるが、
ヘンデルは自らの理解で偉大な作品を創造したこと
は間違いがない。
結び　ヨセフと夫婦愛
ヘンリー・フィールディングは『ジョウゼフ・ア
ンドルーズ』で、主人公をサミュエル・リチャード
スンの『パミラ』の女主人公パミラ・アンドルーズ
の弟と設定した。『パミラ』が出版と同時に大評判
となり、大ベストセラーになったことは、イギリス
文学史の有名なエピソードであるが、フィールディ
ングはその物語に潜む矛盾を、『ジョウゼフ・アン
ドルーズ』の冒頭で抉り出して見せたのであった。
『パミラ』では、女主人公パミラが、女中として仕
える主人Ｂ—氏の誘惑をはねつけ、監禁までされて
も屈せず、やがて身分違いの結婚を勝ち取る。副題
に「淑徳の見返り」とあるように、結婚は貞節の見
返りと見なされているのである。フィールディング
はこの打算的な側面に着目し、彼女の弟の振る舞い
で、パミラを批判して見せた。ジョウゼフは、パミ
ラの主人の伯父に仕える召使いという設定である。
Ｂ—氏の名前は、間抜けを意味する Booby 氏と変
えられ、伯父は Sir Thomas Booby 氏となっている。
そのサー・トマスが亡くなり、残されたブービー夫
人は、亡くなって喪の明けぬ内に、早速ジョウゼフ
を誘惑するが、ジョウゼフは誘惑を振り切る。こう
して、パミラの「女の操」に対して、「男の操」が
示される。しかもジョウゼフは、姉とは違って、結
婚などを求めずに、首になってしまうのである。
ここで注目すべきは、ジョウセフが雇い主の夫人
に誘惑される場面である。これは言うまでもなく、
『創世記』第  章 6 節の次の句を踏まえている。「さ
てヨセフは姿がよく、顔が美しかった。これらの事
の後、主人の妻はヨセフに目をつけて言った、「わ
たしと寝なさい」。」ヨセフはこの誘惑をはねつけ
て、投獄されることとなる。フィールディングはこ
の逸話を踏まえて、主人公をジョウゼフと名付けた
のである。ヨセフのこの逸話は、当時人口に膾炙し
ていた。『ヨセフとその兄弟たち』で台本作者ミラー
もヨセフの誘惑の逸話を踏まえて台本を書いたため
に、ヨセフの監禁の場面から開始したのである。
ミラーの台本の特徴の一つは、すでに述べたよう
に、妻アセナテが『創世記』で簡単に書かれている
ところを、物語の展開にきわめて重要な役割を負わ
されているところにある。第１幕ではヨセフとアセ
ナテの結婚が重要な逸話となり、第２幕ではヨセフ
の不安を懸念するアセナテが強調されている。そし
て劇はヨセフとアセナテの愛の二重唱で結ばれてい
るのである。すでに述べたように、『ヨセフとその
兄弟たち』においては、アセナテとの夫婦愛が、兄
弟たちの嫉妬と対比され、その嫉妬を乗り越えるも
のとして提示されているのである。ミラーは一般に
考えられている貞節なヨセフ像をさらに進めて、深
い夫婦愛で結ばれた人物として描き出したのであっ
た。
ヘンデルはこの要素を十分に展開しなかった。第
３幕で兄弟たちが真の困難に直面すると、彼らは神
に祈る。オラトリオは、この祈りが聞き届けられた
ものとして、解決に向かうように聞こえるのである。
そのために、最後のヨセフとアセナテの愛の二重唱
は、オラトリオを締めくくる音楽としか聞こえない
のである。
だがもし例えば第２幕の田園の美しさを歌ったヨ
セフのアリアのように、本当に魅力的な音楽が付与
されていたならば、『ヨセフとその兄弟たち』はもっ
と別の作品となったであろう。言い換えるならば、
作者ミラーの意図と作曲者ヘンデルの解釈には違い
が見られるのである。台本はそれ自体で主張をもっ
ているというべきであろう。
ディーンは、『ヨセフとその兄弟たち』をミラー
という作者の経歴と詩の稚拙さ故に失敗作と決めつ
けたが、台本を虚心に読めば、その豊かさに気付か
され、また音楽とともに鑑賞すればその偉大さに打
たれる。『ヨセフとその兄弟たち』はこの時期の他
のオラトリオと並び称されるべき優れた作品と言う
べきである。
（本論は、平成 8-20 年度科学研究費補助金研究
「イギリス 8 世紀における音楽と詩」（課題番号
820）の研究成果の一部である。）
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Poetry and Music in Handel's Joseph and His Bretheren
Sumio Takagiwa
Abstract
   There are two opposite evaluations of Handel's oratorio, Joseph and His Bretheren. 
Winton Dean regards the oratorio as a failure, because the author of the libretto, John 
Miller, had unbalanced personality, and he could not write, as Dean claims, a proper 
libretto. Christopher Hogwood and Toshiki Misawa seem to hold similar opinions, while 
Robert King writes it is a masterpiece, and Donald Burrows points out the merits of the 
work.
   By comparing the original story in Genesis and Miller's libretto, it is found that Miller 
wrote a good adaptation, and the comparison between the libretto and Handel's music 
makes us appreciate the real achievement of the work: expression of deep religious 
feelings at the time of difficulty. Dean's evaluation seems to depend too much upon 
Miller's personality, not on the artistic quality of the text itself.
（2008 年６月２日受理）
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感情判断における表出重視傾向の個人差に関する基礎的検討
中　村　　　真
１．はじめに
一般に，感情には，発汗や心拍数の変化のような
生理的反応，表情や身体動作，音声表出などを含む
表出行動，自覚的に感情を体験する主観的経験とい
う３つの側面がある。このような３つの側面を，感
情を反映した異なる表出パターンと考えると，主観
的経験は自分自身にだけアクセス可能な，意識とい
う内的世界への感情の表出であり，表情に代表され
る表出行動は自己ではなく他者にとってアクセスが
容易な外界への表出である。また，生理的反応はこ
れらの感情表出を可能にするハードウェアレベルで
の表出といえよう。感情の外的表出である表情をこ
のように理解すれば，その最も重要な役割は，本来
内的な経験である感情が他者に認識され，共有され
るのを可能にし，対人コミュニケーションの基盤を
支えることである。
本稿では，中村 (200a) の考察に基づき，特に感
情表出としての不随意な表情に重点を置きつつ，他
者の感情の判断に際して，相手の表情と文脈情報が
どのように利用されるかを解明することを目的にし
た先行研究について概観し，次いで，マルチレベル
分析（Kenny, Bolger, & Kashy, 200）による特定
手がかりの重視傾向の分析（Nakamura, 200）が，
感情判断という対人コミュニケーションの基礎的プ
ロセスにおける個人差の解明や，感情の知能，すな
わちＥＩ (Emotional Intelligence) の測定につながる
可能性について論じる。さらに，実際の手がかり重
視傾向の個人差について検討するために，具体的な
研究例に基づいて，いくつかの指標を取り上げて分
析する。
２．感情判断における表情と文脈情報
日常的な対人コミュニケーションにおいて最も重
要な役割を果たしているのは，表情や身振り，声の
調子などの非言語的行動であり，コミュニケーショ
ンの９割以上が非言語によって支えられているとい
うデータもある。このような非言語的メディアで最
も効率的に伝達される情報の一つが感情である。感
情を表出し，認識することはコミュニケーションの
基礎であり，適切な表出と認識はコミュニケーショ
ンの円滑化を促進することに加えて，自分自身の感
情の自覚や調節・制御，ひいては精神的身体的健康
にもかかわる重要な問題である。
この感情のコミュニケーションにおける最も重要
な媒体は表情であり，感情判断における表情の重要
性がどのような要因によって規定されるかを検討す
ることは，対人コミュニケーション能力について考
えるために不可欠の問題である。
一般的に，他者の感情を判断する過程は，表情を
はじめとした多くの情報 ( 文脈情報 ) を統合するプ
ロセスである。これまでに，感情判断に際して，表
情そのものの形態的特徴との関係で多くの研究が行
われてきた。また，表情，発話内容，音声，身体動
作などのコミュニケーションチャンネルの寄与（情
報源の相対的重要性）についての研究が米国を中心
に行われている（Zuckerman & Larrance, ）。
しかし，表情と文脈情報 ( 例えば，状況，相手との
関係など ) との関係について検討した研究の数は非
常に限定されている（Fernandez-Dols & Carroll, 
）。さらに，先行研究の多くでは，比較するべ
き情報の定義が十分になされていないなどの重大な
問題があり（Carroll & Russell, 6），結果に関し
ても一貫していない。
これらの先行研究を踏まえ，筆者はこれまでに，
表情と文脈情報について定義を行ったうえで，情
報源の相対的重要性について検討し（Nakamura, 
Buck, & Kenny, 0），さらに情報提示順序の効果
や表出者の文化・国籍についても検討を加え，表情
が感情判断において一貫して重視されるという結果
を得ている（Nakamura, 200）。感情の判断，認知
における，このような表情重視傾向が，実際の感情
コミュニケーション能力とどのように関わっている
かを検討する必要があるが，このコミュニケーショ
ン能力は，いわゆる感情の知能としてのＥＩの重要
な構成要素であると考えられる。なお，emotion の
訳語として「情動」が用いられることもあるが，本
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稿では基本的に「感情」という用語を用いる。
３．手がかり重視傾向と感情の知能（ＥＩ）
３．１　感情の知能（ＥＩ）
感情の知能であるＥＩの概念は，Mayer らよっ
て次のように定義されている（Mayer, Caruso, & 
Salovey, 2000）。すなわち，感情知能とは，感情の
意味および複数の感情間の関係を認識する能力，な
らびにこれらの認識に基づいて思考し，問題を解決
する能力をいう。感情知能は，感情を知覚する能力，
感情の主観的経験を消化する能力，感情からの情報
を理解する能力，感情を管理する能力に関係してい
る。また，より一般的には , 自己の感情を知ること，
感情の管理，自らの動機づけ，他者の感情の認識，
人間関係への対応 , と定義され（Goleman, ）,
さらに広く , さまざまな非認知的能力，才能および
スキルからなり，環境からの要求および圧力に適切
に対応する能力に影響するものと定義されている
ケースもある（Bar-On, ）。
このようなＥＩを測定するためにさまざまな方法
が検討されているが，その方法は，実技などを含
む能力テストと自己報告に基づく自己評価テスト
とに大まかに分けられる。ＥＩ能力テストとして最
も妥当性が高いと考えられているのは多因子感情知
能尺度（MEIS: Multi-Factor Emotional Intelligence 
Scales）であるが，これは，ＥＩの基盤となる４つ
のコンポーネント（分野）について評価する（Mayer, 
et al., 2000）。分野１は，物語，デザイン，音楽，表
情から感情を汲み取る能力，分野２は，感情を知覚
プロセスと認知プロセスに導入する能力，分野３は，
感情について推理し，理解する能力，分野４は，自
己の感情を管理する能力，他者の感情に対応する能
力である。
一方，代表的な自己評価テストとしては，バー
オ ン 感 情 指 数 検 査（EQ-i: Emotional Quotient 
Inventory）があるが，この自己評価テストは，現
時点で最も包括的な自己評価式測定法といわれてい
る（Bar-On, ）。このテストは，感情に関する
自己知覚，自己主張，自己の尊重，自立性，共感，
対人関係，社会的責任感，問題解決，現実吟味，柔
軟性，ストレス耐性，衝動の抑制という１２の下位
尺度からなる。このテストは，全体としても，下位
尺度としても優れた内部一貫性があり，再テスト信
頼性も高い。ただし，個々の下位尺度は種々の個人
差研究で用いられてきた人格特性と高い相関を持つ
ため，ＥＩという観点から見ると，その独自性には
注意が必要であろう。
Carrochi らによると，能力テストと自己評価テス
トの違いとして以下の  つの点をあげることができ
る（Carrochi, Forgas, & Mayer, 200）。
①能力テストでは実際にＥＩを測定し，自己評価テ
ストでは知覚されたＥＩを測定するが，一概にどち
らが優れているとは言えない。本当の能力と同様に，
本当だと信じていること ( 知覚された能力 ) もＥＩ
との関係では重要でありうる。
②能力テストは，自己評価テストよりも時間を要す
る。
③自己評価テストは，能力テストとは異なり，被験
者が自己のＥＩレベルを十分に認識できることを前
提にしている。
④自己評価テストでは，自身を実際よりも良く（ま
たは悪く）見せるために，回答を操作することが可
能であるが，能力テストは必ずしもそうではない（少
なくとも実際よりも良く見せることは困難である）。
⑤自己評価テストはよく知られた各種の人格特性，
特にビッグファイブ因子モデルを構成する５つの特
性との相関が高い。能力テストはこれらの特性との
相関が低く，むしろ伝統的な知能テストとの重複が
ある。
これらの比較から，総じて，ＥＩ測定に際しては
能力テストの妥当性が高いように思われるが，能力
テストについてもいくつかの問題点を指摘すること
ができる。すなわち，個々の問題について何を正解
と見なすかによって結果が大きく変わる可能性があ
り，採点法について必ずしも統一された見解はない。
例えば，MEIS の開発者らは，(a) 一般的なコンセン
サス（回答者の多数を占める回答）を正解とする，
(b) 専門家の判断を基準にする，(c) 製作者などの意
図を基準にする，という３つの採点法を提案してい
る。ちなみに，開発者らは第一の方法を推奨してい
るが，これは日常生活における現実的な対応として
一定の意味を持つと考えられる（Mayer, Caruso, & 
Salovey, 2000）。
３．２　ＥＩテストとしての手がかり重視傾向の分析
このように，ＥＩの測定に関してはさまざまな研
究が進められているが，テストの妥当性を高める更
なる検討が必要であることに疑いはない。ここでは，
ＥＩ概念における感情認知能力に関する新しい測定
法として，感情判断における表情と文脈情報の利用
方略の分析について考えてみたい。
ＥＩ能力テストを含め，表情を扱った先行研究の
ほとんどは，単独提示した表情刺激から感情を判断
させるものであった。しかし，実際の感情判断は，
喚起刺激，状況などの文脈と表情を含む複数の情報
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源から得られる情報の統合過程であり，表情と文脈
の両者を踏まえた，より現実的な感情判断のプロセ
スを取り上げ分析することが重要である。
先述したように，筆者がこれまでに行ってきた研
究においては，感情判断においては，種々の情報源
の中で表情が一貫して重視されることが見出されて
いる。さらに，このような表情重視傾向は，判断者
の性別や表情が撮影された状況 ( 公的 vs. 私的 ) に
よって影響を受けることが示唆されており，対人コ
ミュニケーションの重要な基盤である感情コミュニ
ケーションにおける認知の側面に深く関わっている
と考えられる。
このような表情重視傾向はマルチレベル分析を応
用することによって数値化が可能であるが，この数
値化は，感情判断において手がかりとしての表情と
文脈情報の利用方略の個人差を測定することにつな
がる。例えば，一貫した表情重視傾向（または，非
重視傾向）は，文脈を考慮できない（または，表情
を考慮しない）という意味で対人コミュニケーショ
ンを阻害すると予測される。これに対して，表情
と文脈の両情報の柔軟な利用は，効果的なコミュニ
ケーションを示唆すると考えられる。
４．表情重視傾向の個人差についての分析
このような問題意識を元に，実際にどのような手
がかり重視傾向があるのか，また，その重視傾向に
個人差があるといえるのかなどについて検討するた
め，他者の感情の判断に際して，相手の表出と文脈
情報がどのように利用されるかを解明することを目
的にした先行研究 ( 中村，200b) のデータの一部を，
実験参加者ごとに再分析した。
４．１　方法
参加者　8（男 8･ 女 0）名の日本人大学生。
参加者は授業中に募集した。参加は任意であり，協
力に対しては平常点に加算して得点を与えた。
刺激　8 対の表出行動（表情と胸から上の動作）
と感情喚起スライドを用いた。表出行動は，日本と
アメリカのそれぞれにおいて大学生男女９人をビデ
オ録画したもので，快 ･ 中性 ･ 不快を表す３種類を
予備調査によって選んだ。快・中性・不快のそれぞ
れに２名を割り当てたので，合計 6 の表出シーン
となった。スライドは快 ･ 中性 ･ 不快を表すものを
それぞれ  枚ずつ用い，表出行動と組織的に組合せ
た。6 対の組合せをつくるために，同じスライド
を４回用いた。
装置　パーソナルコンピュータ（刺激提示用），
評定用紙。
変数　独立変数：表出，スライド，状況，表出者
の国籍，参加者の性別。　従属変数：快 - 不快尺度
の評定値。
手続き　実験に先立ち，インフォームドコンセン
トフォームを読んでもらい，参加の同意を得た。
表出行動とスライドを対にして，表出者の国籍別
に順にモニターに提示した。刺激対の組合せは２種
類作り，提示順序はカウンターバランスを取った。
参加者には，刺激対は表出者が見た刺激スライドと
そのときの様子をビデオ録画したものであると説明
し，表出者がそのときに見たスライドに対してど
のような感情状態であったかを判断するように求め
た。判断の記録には快 - 不快と強 - 弱の  段階尺度
を用いた。
状況操作　表出行動が録画された状況が感情判断
にどのような影響を与えるかについて検討するた
め，手続きの説明に際して状況情報の操作を行った
( 半数の参加者には表出行動が公的状況で撮影され
たと説明し，残りの半数には私的状況で撮影された
と説明した )。
４．２　分析
感情の判断に際して，表出とスライドのそれぞれ
の情報源をどの程度重視したかを分析するために，
マルチレベル分析を行った。マルチレベル分析では，
独立変数の表出とスライドの値は予備調査において
単独で評価されたときの快 - 不快の平均評定値を用
い，状況（公私），性別（男女），表出者の国籍（日米）
についてはそれぞれの水準に - と１を割り当てた。
分析には SPSS2.0 を用いた。
なお，本研究では，個人ごとにマルチレベル分析
を行ったため，群間要因である状況と性別について
は分析要因とせず，表出とスライドの効果のみを実
験参加者ごとに求めた。
４．３　結果
個人ごとに表出とスライドの効果について分析し
たところ，表出の効果のみが有意であったのは 8 名，
スライドの効果のみが有意であったのは  名で，残
りは両効果ともに有意であった。
個人ごとの推定値を集計した結果を表１に示し
た。個人差に関連した情報に注目すると，表出につ
いては，SD とレンジから，相対的にばらつきが大
きいことが分かる。また，歪度はゼロに近い値とな
り，分布の対称性が高い。一方，スライドについて
は，SD とレンジについては相対的に小さく，尖度
は高いため，平均に近いデータが多いことがうかが
われる。
個人ごとに求めた表出とスライドの効果に基づ
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き，感情判断における表出重視傾向を示す指標とし
て，比率（表出／スライド）と差（表出−スライド）
を求め，それぞれについて頻度を集計した ( 図１，２
を参照 )。
比率については，表出とスライドをまったく同程
度に重視した場合に  となるが，図  にあるように
大多数が１より大きく，表出を重視していることが
分かる。さらに，比率には大きなばらつきがあり ( 平
均：2.82，SD：2.2，歪度：2.2，尖度：6.08)，
個人差がでやすい指標であることがうかがわれる。
差については，表出とスライドの効果が同じ場合
に 0 となるが，比率と同様に多数が正の値であり，
全体として表出を重視していることを示す結果と
なった。分布の形状は，正規分布に近かった ( 平均：
0.8，SD：0.0，歪度：-0.0，尖度：-0.08)。
これら４種類の指標の相関 (r) を求めたところ，
表出×スライドをのぞき，％水準で有意な相関が
得られた ( 表 2 参照 )。この結果から，表出重視傾
向とスライド重視傾向は独立した傾向であることが
分かる。また，比率と差は，いずれも表出の効果と
は有意な正の相関をもち，またスライドの効果とは
有意な負の相関をもち，さらに，相互に有意な正の
相関関係にあることから，いずれも表出重視傾向を
表す指標として一定の妥当性をもつと考えられる。
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表１　表出とスライドの効果に関する記述統計 (n=78)
効果 平均 SD 歪度 尖度 最小値 最大値
表出 0.66 0.2 0.2 -0.0 0.080 .20 
スライド 0.0 0. 0.62 2.28 -0.00 0.880 
図１　表出／スライドの比率
図２　表出とスライドの差
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５．今後の展開
５．１　測定法について
今回の分析によって，個人のレベルでも全体とし
ては表出を重視するものが多数を占めていることが
確認されたが , 同時に , 重視の度合いについてはあ
る程度の個人差があることが示された。今回は，表
出重視傾向の指標として，表出そのものの効果，比
率，差の  種類について分析したが，今後の研究に
当たっては，これらの指標と対人コミュニケーショ
ン関連スキルの個人差を取り上げ，感情コミュニ
ケーション能力の背景要因を解明していきたい。発
展的には，この傾向と感情知能ＥＩに関連したさま
ざまなコミュニケーション能力，社会的スキルとの
関連を明らかにし，表出重視傾向の数値化による感
情コミュニケーション能力の新しい測定法の開発に
結びつけたい。さらに，将来的には，その方法を応
用した対人コミュニケーションスキル向上のための
マニュアルの作成やトレーニング法の開発などへの
発展が考えられる。
５．２　表示規則との関係について
Ekman ら (Ekman & Friesen, 6) によって表示
規則という概念が提唱されてから 0 年になるが，
近年になり組織的な検討が報告されるようになっ
た。Matsumoto ら (Matsumoto, Yoo, Hirayama, & 
Petrova, 200) は表示規則の測定を行った先行研究
を展望して，表示規則や感情表出の管理に関して，
妥当性や信頼性の検討を踏まえた組織的な研究の
必要性を主張し，表示規則査定項目 (Display Rule 
Assessment Inventory: DRAI) を提案している。
DRAI では，家族，親しい友人，同僚，見知らぬ
人のいずれかに対して感情を経験したという  つ
の状況で， つの基本感情とその関連感情（一基本
感情について一つずつ，合計  感情）を経験した
ときに，被調査者がどのように感情を表出するかを
回答させている。表出の選択肢は，（１）抑制せず，
そのまま表出する，（２）真の感情よりも強度を弱
く表出する，（３）真の感情よりも強度を強く表出
する，（４）何も表出せず，真顔を保つ，（５）感情
を表出するが，笑顔を添えて和らげる，（６）真の
感情を隠すために，他の手がかりが分からないよう
に笑顔だけを表す，（７）その他の反応をする，の
７種類である。
DRAI を用いることで，対人関係という一つの側
面についてではあるが，表示規則の適用に関する個
人差についても組織的に検討することができる。さ
らに，感情判断における手がかり重視傾向の個人差
と表示規則の個人差との関係を検討することが考え
られる。このような検討を重ねることにより，感情
コミュニケーションにおける表情と文脈情報の利用
方略や感情知能との関係について，さらに理解を深
めることができるだろう。
一方，子安ら ( 子安・田村・溝川 , 200) は，国内
外の発達研究を展望し，乳児期から児童期にわたる
情動調整と表示規則獲得の過程についてまとめ，３
歳頃から表示規則に沿った行動が表われ，１１歳頃
から知識としての表示規則が確立していくとしてい
る。この間，児童期には，表出行動の調整が自発的
に行われることが増え，表情の中立化の段階から笑
顔などのポジティブ表情による擬装が増えるなどの
変化が生じるとされている。このような発達的変化
が，感情判断における手がかり重視傾向とどのよう
に関係しているかについて検討することも，今後の
重要な研究テーマである。
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An Exploratory Examination on the Individual 
Differences of the Dependency on Expressions in 
the Judgment of Emotions
Makoto Nakamura
Abstract
In the present paper, the studies focusing on the relative importance of expressions and 
contextual information in the judgment of emotion were reviewed.  Multilevel modeling 
was then applied to the analysis of the individual differences of the relative dependency 
on a specific source of information (expressions versus contexts) in emotion judgments. 
It was found that the participant individuals generally depend on expressions in emotion 
judgments.  The individual differences were also found in the relative dependency on 
expressions in emotion judgments.  The results were discussed in terms of the possible 
relationships between these individual differences and other differences found in the 
scales such as social skills and EI (Emotional Intelligence) related scales.
（2008 年６月２日受理）
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Feminist Theory and the Practice of Female 
Genital Mutilation (FGM)
Barbara S. Morrison, Ph.D.
Introduction
Feminist theorists over the past 30 years, while 
rejecting any sort of univocal trajectory in coming to 
“grips” with constructions of the body as a site for 
material and social practice in culture and literature, 
have generated and embraced a pluralization of bodies of 
knowledge concerning the female body.  Among these 
pluralizations of bodies of knowledge, as theorized by 
post-structuralist theoretical feminists such as Helene 
Cixous, Luce Irigaray and Julia Kristeva, and by 
feminists of the Anglo-American tradition such as Martha 
Nussbaum and Judith Butler, the body is read consistently 
as a symbolic/semiotic construct. The trajectory of all 
of these feminist scholars is adumbrated and permeated 
with the specter of Gayatri Spivak, a scholar whose 
own contributions are vested throughout the theoretical 
scaffolding of these prolific feminist thinkers.  Spivak 
(as a feminist deconstructionist) is relentless in her 
questioning of hegemonic forms of discourse – a 
hegemony that she interrogates on a global scale.  
In questioning hegemonic forms of discourse and 
their impact on constructions of the body, Spivak raises 
the issue of female genital mutilation (FGM) – a global 
cultural practice that, according to the World Health 
Organization, mutilates between 100 and 140 million 
girls and women the world over and continues to affect 
more than 3 million women each year.  FGM is the direct 
result of a particular hegemonic discourse wherein the 
body, especially with regard to sites on those bodies 
that are mapped as sources of pleasure, is construed as a 
challenge to the phallic economy.  Perceived as a threat 
to that hegemonic discursive field, these female bodies 
(here I will focus on a specifically female body), and the 
sites they maintain are systematically damaged, mutilated 
and/or destroyed.
Feminist Scholarship on the Body 
Investigations regarding the body as symbolic/semiotic 
construct were, one might argue, inaugurated (in what 
would appear to be an oblique fashion) by the debut 
of Spivak’s introduction and translation of Jacques 
Derrida’s On Grammatology (’74).  This move, wherein 
deconstruction found its link with feminist theory, was 
quickly followed by three French publications.  These 
three texts: The Laugh of the Medusa (’75), The Newly 
Born Woman (’75) The Sex Which is Not One (’77) - 
the first two written by Helene Cixous and the last by 
Luce Irigaray - codified a good deal of thinking through 
difference and the female body.  Cixous would go so 
far as to say that a woman’s unconscious is wholly 
different from that of a man (though women’s writing is 
accessible to certain male writers such as Jean Genet), 
and accounts, at least in part, for The Laugh of the 
Medusa’s iconic reference as a feminist manifesto. 
Irigaray agreed with Cixous in claiming that women were 
psycho-sexually different from men, and both Cixous 
and Irigaray specified and explored women’s discourse, 
not simply as a wholly different form of writing, but also 
as a means of overthrowing the hegemonic (patriarchal) 
order. From Cixous’s perspective writing was vulvo-
morphic in establishing a syntax that lay beyond the 
binary of (historically male) representational discourse. 
Irigaray considered female writing as labialinguistic 
in so far as women’s writing seeks the interiority of a 
specifically female entry onto plenitude and excess.  Both 
writers sought to queer discourse on the female body; 
appropriating and harnessing its power (in difference) for 
their own feminist ends.
Discourse in, on, and around the body gathered 
momentum in the 1970’s through a decidedly gendered 
frame with post-structuralist theoretical feminists such 
as Cixous and Irigaray, but the decade of the 1980’s took 
a different turn, and feminist theorizing of the body was 
taken up by scholars such as Nussbaum and Kristeva, 
the former of the Anglo-American school of feminism, 
the latter also regarded as a post-structural theoretical 
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feminist.  Nussbaum and Kristeva explored discourse, 
not as restricted to the female gender per se, but as open 
to men and women alike.  Nussbaum’s investigations 
into constructions of the body are grounded on the work 
of ancient Greek philosophers, particularly Aristotle.  In 
her earlier work, De Motu Animalus (’78) she explored 
Aristotelian thought and Aristotle’s notions of desire 
and hylomorphics (the dynamics of ‘pneuma’ which he 
thought were functionally embedded in matter) as well as 
her notion of unified awareness (wherein one’s embodied 
perceptions of the world, be it through imagination, 
bodily sensations, irrational/rational encounters, etc., 
must be taken into consideration to account for empirical 
data).  
Nussbaum’s Aristotelian investigations were followed 
by a series of works in the 1980’s (Fragility of Goodness 
(’86), Love’s Knowledge (’90), Therapy of Desire (’
94) wherein she explored the nexus of desire, the body 
and ethical action, and how works of literature (Henry 
James, Charles Dickens, etc) could be read as sites for 
one’s own exploration of ethical issues within the body 
of the text (whether male or female).  Kristeva was also 
publishing during the 1980’s, and her Desire in Language 
(’80), Powers of Horror (’82) and Revolution in Poetic 
Language (’84) demonstrate her inquiry into the language 
of the maternal ‘chora,’ a pre-oedipal language that (for 
Kristeva) exists in the semiotic realm – before the onset 
of representation in the language of the father, and known 
in Lacanian terms as the language of the symbolic. 
Kristeva’s investigations took her to Lautreamont (Isidore 
Lucien Ducasse), Stephane Mallarme, and James Joyce 
whose works she applauded and held as exemplary 
of a maternal, semiotic language characteristic of the 
pre-oedipal stage.  For Kristeva, the semiotic (as a 
trans-signified emotive language) is experienced and 
recoverable for both men and women as found in the 
play of hand gestures, zoosemiotics (animal talk), music, 
silence, and poetry.  
Butler wrote prolifically during 1990’s and sits atop 
this triangular sketch for the development of feminist 
critical theory.  In her works, beginning with Gender 
Trouble (’90) followed by Bodies that Matter (’93) 
and The Psychic Life of Power (’97), Butler figured 
the material body as that of a discursive body.  Her 
claim took her into the materiality of the body and to a 
position (always under negotiation) wherein the body 
is not bounded form, but a site of constantly changing 
boundaries in which discourse is always embedded.  For 
Butler, materiality as sign serves to deploy discourse as 
both constraint and opportunity.
Over the past three decades it would seem that 
discourse on, in and around the site of the material body 
has become more self aware of its own constructs, its 
own embeddedness in discursivity and the self-reflexivity 
of a feminist project. While post-structural theoretical 
feminist criticism has been criticized (see Jane Gallop in 
particular) for its move to incorporate essentialist notions 
of the female (not every female finds their jouissance 
and their enjoyment in the figure of their bodies, and l’
ecriture feminine may be no more instinctual than the act 
of writing itself), nonetheless, as a lens and as a partial 
view, the writings of post-structural theoretical feminists 
are useful in understanding the theoretical moves inherent 
in discoursing on the body.  Spivak, whose early work 
stood at the inception of feminist thinking, continues in 
Other Worlds (’88) and in her article on the subaltern 
among others, to think through the body as a site for 
cultural practice, and continues to remind readers that, in 
opening up queries into discourse of the body, we must 
not rest with a reversal of the hegemony of the binary, 
but must always enact a displacement so as not to ascend 
to the position of the hegemonic – the very position that 
the feminist project seeks to derail in the first place. 
Feminist Theory, Clitoral Economy and Female 
Genital Mutilation
 In Other Worlds (’88) Spivak brings up the notion 
of female genital mutilation in the context of her 
conversation with a graduate student who refers to 
the practice as that of a ‘female vasectomy.’ Thinking 
through the (specifically) female body is an exercise 
wherein this symmetry of male and female bodies is 
called into question – in the first place, because the 
clitoris is referred to (in this symmetry) as a penis, which 
clearly, it is not. The clitoris is not functionally a part 
of the reproductive process of the female body (as in 
the case of a penis).  The clitoris is a site for pleasure 
– pure pleasure, and its removal does not compromise 
the reproductivity of the female, but serves, not only to 
create pain in the female body through its removal, but 
also to permanently obliterate one of the sites for pleasure 
that constitutes that female body. In certain discursive 
communities this (tiny, invisible) piece of anatomy 
is vested with so much power in symbolic/semiotic 
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constructions of the female body that its presence must 
be systematically removed from the bodies of 3 million 
women every year (World Health Organization).
As such, and in thinking through academic feminist 
concerns, the clitoris in these discursive communities is 
‘read’ (by men and women) as a threat to the hegemonic, 
phallic economy.  Spivak uses the site of the clitoris as a 
point for her departure in her ruminations on the failure 
of Karl Marx to take into account the presence of a 
‘surplus economy ’ (pleasure in terms of discourse on the 
body) in the form of housework or ‘women’s work.’  Lest 
one imagine that these notions of the valueless nature of 
house work are the result of old-fashioned, “primitive” 
thinking; witness the (perhaps forgotten) controversy 
surrounding the figure of Martha Stewart – a woman 
in a Western, highly industrialized capitalist country 
who made her own attempts to render ‘women’s work’ 
meaningful (valuable) in a Western capitalist economy 
and, as a result, made a (very) noticeable fortune 
implicating women in the value of house work.  I recall 
a cartoon in 2004 that represents Stewart with her hair in 
disarray and an alligator clutched under her arm.  Cixous, 
perhaps, would not miss the reference to Medusa (snakes 
now replaced by alligator) and to the representation of a 
phallic female who is so inconceivable (in making house 
work valuable in a phallic economy, Marxist or not) 
that she is represented as monstrous, and subsequently 
removed form circulation (imprisoned). 
Spivak notes that Marx fails in his theorizing to take 
into account the value of women’s work - including, but 
not limited to, the birthing and raising children, as well 
as the reproductive power of the womb.  In exploring 
the notion of a ‘clitoral economy’ (as a figure for surplus 
economy) Spivak serves to draw attention to the plight of 
women whose bodies are being mutilated in a social text 
where sign systems (discourse on the body and discourse 
on marriage) are being contested.  That the clitoris is 
‘valuable’ is not ‘readable’ in certain social texts, and this 
unreadability of a surplus economy is not limited to the 
landscape of the African continent, but is symptomatic of 
thinking through the female body as a transnational site.  
Female Genital Mutilation (FGM)
The practice of disfiguring the female body and 
destroying sites of pleasure as mapped onto that body 
occur all over the world, but are most commonly 
practiced in areas of Africa, the Middle East and in 
parts of Malaysia and Indonesia.  These mutilations are 
classified as Types I - IV (United Nations Office for the 
Coordination of Humanitarian Affairs).  Type I, also 
referred to as clitoridectomy (the subject of Spivak’
s discussions), involves the excision or removal of the 
clitoral hood, with or without removal of all or a part 
of the clitoris.  Type II, also commonly referred to as 
excision, involves the excision or removal of the clitoris, 
in addition to part or all of the labia minora (the inner 
vaginal lips).  Type III is referred to as infibulation 
and is also known as pharaonic circumcision.  Type III 
involves the excision or removal of part or all of the 
external genitalia (clitoris, labia minora and labia majora) 
followed by a stitching or narrowing of the vaginal 
opening, leaving a very small opening about the size of a 
matchstick that allows for the restricted flow of urine and 
menstrual blood. Type IV, also referred to as introcision, 
is a general category for FGM and involves any picking, 
piercing or incision of the clitoris an/or labia, including, 
but not limited to, the burning or cauterization of the 
clitoris and surrounding tissue, the scraping or cutting of 
the vagina or the vaginal orifice, stretching of the clitoris 
and/or labia, as well as the introduction of corrosive 
substances in to the vagina to cause bleeding or the 
introduction of herbs into the vagina to tighten or narrow 
the aperture.  As a general observation, it would seem 
that the majority of all forms of FGM involve, at the very 
least, the mutilation and/or removal of the clitoris (Type 
I).
Type III is extremely severe and, after mutilation, the 
young women’s (in most cases female children) legs are 
bound for approximately a month in order to allow for 
the formation of scar tissue across the genital area.  The 
development of scar tissue creates a barrier or a “chastity 
belt of skin and scar tissue” that prevents any access 
across the body periphery with the exception of the 
minimal passage of urinary and menstrual fluids (Hanny 
Lightfoot-Klein ’94). According to the United Nations 
Office for the Coordination of Humanitarian Affairs, 85% 
of female genital mutilation consists in Type I and Type 
II operations.  Type III is common in Somalia, Sudan 
and in parts of Egypt, Ethiopia, Kenya, Mali, Mauritania, 
Niger, Nigeria and Senegal. 
Type II and Type III forms of genital mutilation not 
only involve the removal of the clitoris, but, to varying 
degrees, all external genitalia involved in the production 
of pleasure.  Neither Type II nor Type III expressly 
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inhibit reproduction, though Type III renders the female 
body incapable of insemination or reproduction (if 
these women have not died as a result of  Type I – III 
procedures or been rendered sterile) without more cutting 
to enable intercourse and birth.  Under the sorts of phallic 
economies that sanction FGM, women and children who 
have undergone Type III FGM are infibulated before 
marriage, cut to allow for sexual relations after marriage, 
re-infibulated to await childbirth and re-cut when the 
child has been weaned in order to allow for further sexual 
relations.  This painful and horrendous process of cutting 
and re-cutting (policing the womb) is repeated so long 
as the woman seeks to bear children – the only role she 
is allowed to fill in these rigid gender-based societies 
(Lightfoot-Klein ‘89).
FGM is at the nexus of a highly complex series of 
cultural and discursive practices in which female and 
male bodies that remain intact in these discursive fields 
are marked as incapable of controlling (the surplus 
of) their desire.  Dominance in this discursive field is 
mandated as the regulation of excess (desire) and is 
exerted by the ability to inflict pain upon the female 
bodies perceived as generating this surplus.  In the highly 
gendered societies such as Sudan where FGM occurs, 
female bodies are prohibited from showing any form of 
pleasure (excess/surplus) during sex, as the woman must 
remain “like a block of wood and participate in no way 
whatsoever. She must exhibit this unnatural immobility, 
for her being sexually active would be regarded as ‘being 
like an animal.’ Only such immobility will enable her 
to manifest the demands of modesty imposed upon her” 
(ibid).  In these ideological structures modesty is the 
outward display of an internalized repudiation of excess. 
Desire, and the sites that constitute the performance of 
desire on the female body, whether genital or otherwise, 
are construed as outside/unregulated and uncontrolled 
through the economy of this ideological regime, and are 
therefore read as an excess that must be policed by men 
(over women) and women (over themselves).
One of the most frustrating dynamics of these 
hegemonic fields and the dynamics that characterize 
their discursive structures is the remarkable degree 
of subjection experienced by men and women who 
participate in these regimes – as indicated by the degree 
to which victims are complicit with the demands of their 
aggressors.  Ceremonial cuttings and surgical operations 
to insure FGM are most often plotted by women elders 
(the grandmothers).  Among the populations in which 
FGM is practiced the notion of a woman who has 
not undergone some form of FGM is quite literally 
inconceivable.  The epistemological invisibility of an 
intact, reasonable (in the theatre of desire) female body 
is a reminder of the power that these symbolic/semiotic 
constructions have over the hearts and minds of the men 
and women who inhabit these ideological structures. 
Should an intact female body appear in these discursive 
fields, her body marks her as slave, prostitute, outcaste, 
and/ or as unclean/ unworthy of continuing in the family 
lineage; i.e. participating in any recognized societal 
structures.  The female body, as represented in these sorts 
of discursive fields, runs a risk to her safety and well- 
being in not undergoing some form of FGM.   
It is women themselves who most often perform FGM 
on other women.  A woman who has not undergone 
some form of FGM cannot secure her value in society 
by securing a bride price for her family.  No family who 
participates in these discursive structures will pay a 
bride price for a woman who has not undergone FGM, 
as FGM is construed as a means of policing the female 
body in order to assure that she remains “clean” and/or 
“pure” (Lightfoot-Klein, ‘89).  Celibacy is valuable in 
this discursive framework for it would seem that as long 
as a woman is marked with a lack of desire (through 
FGM), she will be desired.  A woman who undergoes 
Type III FGM (infibulation), in which the opening to the 
vulva is closed, will be prevented from experiencing any 
form of penetration (sex) before the bride price has been 
secured for her intact (and mutilated) body.  Neither men 
nor women of these discursive communities can conceive 
of an intact (whole) female body rendering meaningful 
contributions to their societies, and as such, both sexes 
are complicit in concluding that what has been performed 
upon their bodies and the bodies of their loved ones has 
been necessary, is to their personal benefit, and must be 
continued at all costs. 
Conclusion
That there is ‘value’ in pure pleasure is a notion that 
is having an impact on cultural studies as scholars are 
beginning to incorporate into their intellectual apparatus 
the notion that pleasure is not to be devalued as that 
which animates the (inert/dumb) material body and which 
is therefore uncontrollable, in excess, and unable to be re-
cognized and measured for ‘use’.  The practice of FGM is 
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a call to Western (academic) feminists (men and women) 
not only to halt the practice of FGM, but to continue to 
‘think through’ (a discoursing on) the body in order to 
provide some resolution to the issue of a women’s right 
to pleasure.  That a woman’s clitoris and other genital 
apparati are (figured as) justifiably removable because 
these sites signify a threat to the hegemony through 
which reproduction is sanctioned to occur constitutes 
a site for negotiation, not a site from which to exercise 
another form of hegemony.
These same sites of pleasure in question hold the 
potential to draw men and women away from the 
bonds of a hegemonic, phallic economy and as such, 
operate as both constraint (FGM) and opportunity (to 
redefine discursive fields and re-cognize constructions 
of an unmutilated female body from trouble maker to 
contributor.)  Efforts to prohibit FGM (exerting another 
form of hegemonic discourse) have only served to drive 
the practice further into secrecy and/or to mandate 
cutting young women at younger ages in order to avoid 
detection under increased surveillance.  Negotiation 
across (pluralization of) discursive fields has proven 
more promising – as in the creation of alternative rites of 
passage designed to respect the ideological structures of 
these discursive communities. 
For women in these discursive fields, their own 
pleasure is  unrecognized and at  the same t ime 
unacceptable, while their bodies are mutilated in order 
to remain intact. These double binds are the stuff of 
academic feminism, and are the impetus for the growth 
and trajectory of feminist theory in the first place.  There 
are good reasons why some feminists are also practicing 
psychoanalysts (Kristeva and Irigaray) as the body 
figures so importantly in the way we as human beings 
think through our being in the world.  Thinking (as well 
as acting) through the deployment of our bodies as sites 
which are embedded in discursive structures is crucial to 
re-cognizing our thinking as transnational beings.
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フェミニスト理論と女性性器切除
−多文化公共圏センター記念日を認めている為−
モリソン　バーバラ
＜要約＞
0 代からフェミニスト理論家（特にガヤトリ・スピヴァク、エレーヌ・シクス、リュス・イリガライ、マーサ・
ヌスバウム、ジュディス・バトラーとジュリア・クリステブヮ）は身体に関してさまざまな理論を提供した。
これらの理論の中ではフェミニスト理論家が、主に身体が記号論的な構成であると主張していた。私達一人
一人の身体をトランスナショナルな領域と見なすことで、この論文は特に女性性器切除の言説体系を分析し
ている。
（2008 年６月２日受理）
宇都宮大学国際学部研究論集　2008,　第26号,　−0
A Task Based Approach to Raising Cultural 
Awareness
Andrew Reimann
Introduction
In the pursuit of creating practical language learning 
methodologies tailored more towards learners goals, 
needs and potential experiences in the real world, task 
based learning has been at the forefront in developing 
and promoting essential skills. Considering that the 
environment in which most language learners will be 
communicating in the future is becoming increasingly 
more intercultural and diverse, language tasks should 
reflect this by focusing on developing the skills required 
for navigating and understanding these new and 
unfamiliar contexts.
Although intercultural communicative competence 
has been considered an important goal of EFL for some 
time (Kramsch 1993, Byram 1997) many of the methods 
and materials used to train learners or raise cultural 
awareness, are limited in scope to learning about culture 
rather than learning from culture (Widdowson 1998). 
Materials tend to provide irrelevant and largely trivial 
snapshots of cultural knowledge and tasks and methods 
often fail to actively engage learners or promote skills 
required for negotiating meaning. According to Willis 
(1996) an appropriate classroom task is ‘a goal-oriented 
activity in which learners use language to achieve a real 
outcome.’ Willis also suggests that language use in tasks 
should reflect language use in the outside world. However, 
language use in the outside world is quite ambiguous and 
activities and tasks based on predetermined or structured 
scenarios tend to miss the nuances and subtleties of 
meaning negotiation, essential to accurate and successful 
communication. Nunan similarly states that, a task “… 
is a piece of classroom work which involves learners in 
comprehending, manipulating, producing, or interacting 
in the target language while their attention is principally 
focused on meaning rather than form” (Nunan, 1989). 
As such, according to Nunan, a language learning task 
is an activity that has a non-linguistic purpose or goal 
with a clear outcome and that uses any or all of the four 
language skills in its accomplishment by conveying 
meaning in a way that reflects real-world language use.
Although this type of task oriented approach is 
practical on a local or classroom level, the problems 
which persist center more on what exactly constitutes 
real world language use and how meaning can be 
created or negotiated through a common target language 
between people of totally different backgrounds and 
communication styles in unfamiliar contexts, where even 
basic common sense, values and perspectives are in a 
perpetual state of flux. Acquisition of these intercultural 
communication skills requires a refocusing of goals and 
ideas for communicative competence. Shehadeh (2005) 
concludes that “What is needed, therefore, is an approach 
to L2 learning and teaching that provides a context 
that activates language acquisition processes” (p.14). 
However, if such contexts are indeed constantly changing 
and unpredictable, how can they be reproduced in a 
classroom or structured language learning environment 
for the purpose of practicing tasks in order to acquire real 
world skills? 
 Widdowson (1998) asserts that learners cannot 
be rehearsed in patterns of cultural behaviour as these 
are too unpredictable and cannot be reproduced in the 
classroom. However he also suggests that the classroom 
context is a community with its own cultural reality and 
conventions and that this offers a unique environment 
in which language and culture are not just learned but 
learned from. Tasks more representative of the real 
world can then be integrated into the classroom as a 
methodology which will
 . . . provide for communicative competence 
by functional investment. Engaging the learners in 
problem-solving tasks as purposeful activities but 
without the rehearsal requirement that they should 
be realistic or 'authentic' as natural social behaviour. 
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These tasks should then be systematically linked 
to the things learners need to do in the real world, 
incorporate what we know about the nature of 
successful communication, and embody what 
we know about second language acquisition 
(Widdowson,1987).
 Similarly Bygate (1987) suggests that through 
oral interaction routines or tasks, such as an interview 
or a dinner party, in which participants are constantly 
negotiating meaning, learners are able to practice skills 
such as evaluation, explanation, justification, predication, 
and generally learn how to manage interaction in terms of 
who is to say what, to whom, when and about what. 
Addressing the lack of a clear intercultural 
pedagogy, Byram (1997) proposed that “…learners need 
to see their role not as imitators of native speakers but 
as social actors engaging with other social actors in a 
particular kind of communication and interaction which 
is different from that between native speakers” (Byram, 
1997). Byram’s model provides that the ultimate goal 
of language teaching should not be a native speaker but 
an intercultural speaker. In addressing the requirements 
for an intercultural speaker, Byram (1997) proposed a 
comprehensive model of intercultural communicative 
competence geared towards developing both culture-
specific and general knowledge and skills for learning 
about, becoming involved in and successfully negotiating 
intercultural communicative interactions. This model 
consisted of five “Savoirs”, essentially a combination 
of knowledge and skills needed to be an intercultural 
speaker and participate in communication in any context, 
which Byram categorised as follows:
1) Skills (savoir comprendre) skills of interpreting 
and relating
2) Knowledge (savoirs) understanding of self and 
other; of interaction both individual and societal
3) Education (savoir s’engager) political and critical 
cultural awareness education
4) Abilities (savoir apprendre/faire) ability to discover 
and/or interact
5) Attitudes (savoir être) relativising self valuing 
otherness and  overall reflection
In order to put this into practice and prompt learners 
to acquire this range of real world skills needed for 
negotiating meaning and communicating in ambiguous, 
unfamiliar and evolving environments, a critical and 
autonomous task based approach is required. Applying 
an ethnographic methodology using a form of participant 
observation and critical inquiry (outlined by Spradley 
1979, see description on page 5), learners are able to 
engage real world language and culture, pursue relevant 
and meaningful goals and develop communication 
skills and strategies such as critical thinking, evaluation, 
flexibility and tolerance for differences that will prepare 
them to communicate at an intercultural level. The 
following sections describe a task based approach to 
developing intercultural communicative competence and 
an increased sense of cultural awareness, incorporating 
Byram’s “Savoirs” as part of a basic EFL training 
curriculum.
Context  
The ethnography project as depicted in the 
following, was inspired by Roberts, Byram, Barro, Jordan 
and Street. (2000) Language Learners as Ethnographers, 
but designed to be carried out entirely in the target 
language and more easily adapted to accommodate 
various, levels, contexts, class sizes, environments 
or purposes. The flexible nature of these intercultural 
communication activities stems from the fact that they 
incorporate tasks in which differences are not obstacles to 
be overcome; rather used as valuable resources to explore 
and understand communication styles and culture. Much 
of any language learning context whether homogenous or 
diverse is rich with individual differences and subsequent 
curiosities which form the basis for ethnographic 
research as well as an impetus for communication. 
Moreover these differences serve as strong motivators 
and incentives to engage the learner’s interests in relevant 
communication tasks and activities. If learners can 
harness the target language to meet the basic needs they 
have for communication with their peers then substantial 
progress towards competence will likely follow. The 
initial context in which this project was tested consisted 
of five different classes of Japanese University Students. 
The class sizes ranged from 15 to 80 students. Each class 
met once per week for 90 minutes and varied in terms of 
goals, structure and methodology. The classes included 
a Basic English Conversation class in which the focus 
was on developing fundamental speaking and listening 
skills, a more advanced Research English class geared 
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towards more structural aspects of language as well 
as skills required for inquiry such as critical thinking, 
organization, analysis and interpretation, an intermediate 
level content based class on comparative culture in which 
exploring and learning about cultural differences in 
English was the primary goal.
Curriculum, Tasks, Materials 
As an introduction to ethnographic methodology, 
students are given some basic explanation, readings and 
practice exercises based on materials and ideas from 
James Spradley’s The Ethnographic Interview (1979) and 
Participant Observation (1980). These exercises include 
a brief synopsis of what ethnographic research entails, 
how it is conducted, how conclusions are reached and 
how results are interpreted. The process of triangulation, 
which involves viewing some social phenomena at three 
separate occasions, from three different perspectives 
and using varied techniques or measurements in order 
to obtain a more objective and unbiased interpretation is 
particularly relevant at this stage. It is important here to 
explain to students that their conclusions are flexible and 
open to interpretation, re-evaluation and modification, 
and are not so much conclusions but rather detailed 
descriptions of a particular event, in a particular context, 
at a particular time and can only be used to try to better 
understand certain aspects of the community in question 
and not as an overall generalisation for the population. 
A clear understanding of this process, its limitations and 
purpose is essential to developing related intercultural 
communication skills.
Part of this introduction also involves students going 
over examples of ethnographic studies and a hypothesis 
development exercise with which to brainstorm ideas, 
speculate on causes and effects of social behaviour, 
consider the best means by which to observe or otherwise 
collect relevant data and generally develop ideas and a 
plan of action for conducting their own ethnographic 
studies (see table 1).
Essentially an ethnography, in the sense of an 
Anthropologist living amongst natives, is a portrait or 
picture of an example of human behavior or activity 
at a specific time and in a specific context. In order 
to be considered valid this type of research requires 
detailed “thick description” of events, observations and 
circumstances of data collection. An outline as provided 
for the class is as follows:
Ethnography is the process of describing 
a culture. It means creating a portrait of a 
people. Ethnography is a written description 
of a particular culture including communities, 
perspectives, people, products and practices. This 
type of research is based on information collected 
through fieldwork which usually involves a 
process known as triangulation. Triangulation is 
a way of getting accurate and unbiased data by 
using at least three different sources or methods, 
typically these are: interviews, observation, 
surveys or documents.
The goal of ethnographic research is to 
get an insider perspective and understanding of 
another way of life. Rather than studying people 
ethnography focuses on learning from them 
in order to better understand how we perceive 
others and social differences. (Spradley 1979).
There are many situations and ways in 
which ethnographic research can be done. 
In fact each one of us unconsciously does 
ethnographic research everyday. Whenever we 
enter a new environment, try something new or 
meet new people, we automatically try to get as 
much information as we can by observing the 
situation and others behavior, asking questions, 
participating, listening or reading.
Ethnographic research is a cycle with no 
real beginning or end. Since social behavior is 
unique and unpredictable it is impossible to make 
any final conclusions which can be generalized to 
all people of particular group. There are however 
some important steps which make getting started 
easier. (Spradley 1980)
1) Identify a problem, observe some 
interesting behavior, something you don’t 
understand or would like to know more about. 
2)  Create some research quest ions, 
brainstorm ideas, try to develop a hypothesis 
by identifying possible causes, reasons or 
explanations for what you have observed.
3) Think about the best way or method to 
answer your questions or prove/test whether your 
hypothesis is true or false.
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Curriculum Goals and Tasks
After  in t roducing  the  bas ic  pr inc ip les  of 
Ethnographic research such as Spradley’s guidelines 
(above) for conducting participant observation, fieldwork 
and interviews; depending on the level and prior 
experiences learners can engage in small interview 
and brainstorming activities in which to explore the 
diversity of the classroom, practice basic skills required 
for conducting ethnographic research in the field, 
interviewing, critical analysis and interpretation. Several 
of these preliminary activities are described as follows:
Introductory Tasks Activities
Task 1: Perception and Perspective Analysis
Activity: Visual Illusions and Abstract Picture 
Interpretation
Goal: To illustrate how preconceptions influence 
our interpretation of reality, 
Procedure: Students are shown pictures of visual 
illusions as well as ambiguous and abstract images and 
asked to write a description of what they see (see figure 
1). Each picture is viewed only briefly and is followed by 
a comparison with others and a detailed explanation of 
each picture.
Rationale: We tend to see only what we expect 
or want to see, individual differences of perception and 
perspective effect how we experience reality. Stereotypes, 
generalizations and prejudices lead us to interact with the 
world in a limited way. By understanding this process 
learners are able to broaden their outlook by reevaluating 
their first impressions and initial expectations allowing 
them to become more tolerant and flexible.
Materials: Set of images large enough to be 
presented as a slideshow.
Perceptual Set – We see what we want to see. 
Often our expectations, beliefs and values influence how 
and what we perceive and as a result our reactions and 
interpretations may no be accurate. This usually results 
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Table 1: Some examples of Ethnographic activities which can be done locally include:
Phenomena Hypothesis Method
Some lunch specials are more popular than 
others
Teachers prefer rice dishes,
students prefer noodle dishes
Observation, interview
Male/female behavior between classes is 
different
men usually smoke alone, 
women talk in groups
Observation, survey
Different age groups use of mobile phones Young people use games, music, mail 
Older people  check news, weather, mail
Interview, survey
When exploring cultural behavior, brainstorm ideas by answering the following questions.
Who Who is involved? How many? What are their roles/relationships? Background information.
What What exchanges, actions and events occur? What type of communication or interaction?
Where Where does the behavior take place? What is the context and situation?
When What time, day, season does the behavior occur? What events affect or are affected by it?
Why What is the purpose of this behavior? Is it conscious, unconscious, planned or spontaneous?
How How are the actions involved related? What kind of verbal/non-verbal communication is used?
Figure 1: Ambiguous Images and Illusions
© All images are copyrighted by Al Seckel and IllusionWorks, 
Arcturus Publishing Limited 2003.

in illusion, ethnocentrism, prejudice, stereotypes, racism, 
and discrimination. When this happens between people 
and cultures communication becomes very difficult or 
impossible.
Questions
Where do you think a person’s worldview originates?
Do you think all people of a culture share exactly the same 
worldview? Why/why not?
What do you think shapes a persons worldview?
Without lifting your pencil off the paper, connect all nine 
dots using only 4 straight lines.
Look at the pictures below and on the next page. Write down 
your impression.
What did you see? Do others agree with your interpretations?
How is it possible for individuals to look at the same picture 
and have different 
interpretations?
Task 2: Self and Group Awareness
Activity: Discovering, Exploring and Comparing 
Public and Private Identities
Goal: Determining Sub-cultures, Communities and 
Social influences
Procedure:  Students are given a series of 
questionnaires and communication tasks in which to 
explore their backgrounds and understand the influences 
in their lives as well as the factors that make them a 
unique member of their community.
Rationale: By looking inward and understanding 
the influences that shape their identity, students are able 
to understand the extent to which individual differences 
can vary and how diverse their communities really are.
Materials: Experience and Perspective Survey, 
Significant event timeline (Figure 2), group membership 
analysis, Critical Incident Interpretation (Figure 3).
Experience and Perspective Survey
Answer the following questions and compare your 
responses with others. Think about how your different 
experiences shape the person you are and how you view the 
world and others. How similar are your responses to those of 
other members in the class? 
Background
Describe your family.
What sort of things does your family do together? 
What are some important memories of your childhood? Do 
they affect your view?
Age
How old are you? 
In what ways does your age affect your outlook?
How has your world view changed as you have grown 
older?
Home
Where do you live?
Have you experienced any big moves or changes?
How does your location affect your view?
Relationships
Who are your closest friends?  
Which family members are you closest to?
Why are these people important to you? How do their 
opinions influence yours?
Travel
Where have you traveled? 
What experiences did you have during your travels? 
How have they influenced you?
Values
Describe your religious beliefs (if you have any).
What are the most important things in life?
How do these beliefs affect your outlook?
Education.
What schools did you attend when you were younger? 
Describe your teachers, classmates and education? 
How do these influence your view?
Interests
What books, television shows, movies, and other media have 
influenced your
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Figure 2: Life Experience Timeline
Figure 3: Identity and Critical Incident Activity
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worldview? How do you spend your free time? What are 
your hobbies? 
How do these affect your view?
Task 3: Exploring Core Values
Activity: Short Story Interpretation and Character 
Analysis
Goal: To gain insight into the common value and 
belief systems of a community and to understand that 
although basic values and the notion of common sense 
are largely culturally determined they cannot always be 
universally extended to each member of that community.
Procedure: Students read “The Parable” by Henry 
Holmes and Stephen Guild and rank the characters in 
order of preference. Students also provide reasons for 
their choices and make a list of each character’s strengths 
and weaknesses. In conclusion the teacher should write 
the preferences of the entire class on the board in order to 
make a group comparison and gain some perspective on 
individual differences in values. As an extra activity the 
students can discuss the role of gender and whether or not 
it would make a difference to the outcome or ranking if 
the gender of the characters was reversed.
Rationale: Students are generally surprised by 
the range of differences in the evaluation and ranking of 
basic qualities and values. Believing firmly that they are a 
member of the group it is quite an eye opener to discover 
that not all of their peers interpret actions or regard basic 
values in the same way.
Materials: 
The Parable (Alligator River)
        Mary is a woman of about twenty-one years of age. For 
several months she has been engaged to a young man named Greg. 
The problem she faces is that between her and her fiancé there lies 
a river. No ordinary river, but a deep, wide river filled with hungry 
alligators.
        Mary wonders how she can cross the river. She 
remembers Kevin, who has the only boat in the area. She then 
approaches Kevin, asking him to take her across. He replies, "Yes, 
I’ll take you across if you’ll stay with me for one week." Shocked 
at this offer, she turns to another acquaintance: Rob, and, tells him 
her story. Rob responds by saying, "Yes. Mary, I understand your 
problem, but it’s your problem, not mine." Mary decides to return 
to Kevin, and stays with him for one week Kevin then takes her 
across the river.
        Her meeting with Greg is warm. But on the evening 
before they are to be married, Mary feels she must tell Greg how 
she succeeded in getting across the river. Greg responds by saying, 
"I wouldn’t marry you if you were the last woman on earth.“
Finally, Mary turns to her friend Mark. Mark listens to her 
story and says, "Well, Mary, I don’t love you… but I will marry 
you." And that’s all we know of the story.
Analysis
1) Read the story and rank each of the 5 characters in order of your 
approval for them. (1=best, 5=worst)
2) Write a short comment for each character explaining your 
reasons for ranking.
3) In the space next to the characters names, assign qualities or 
faults which you think these people have. (kind, mean, cheerful…)
4) Compare your answers with others. How are they different? 
Why are they different?
5) What can these answers tell you about your values and those of 
others?
6) If you had to be one of the characters in the story, which would 
you be? Why?
7) Do you think your answers would be different if the roles of 
male and female characters was reversed? Why or why not?
Task 4: Participant Observation and Fieldwork 
in the Classroom
Activity: Anthropology Exercise
Goal: Practicing observation, interpretation, 
analysis and taking field notes.
Procedure: Divide the class in to three groups, 
Culture A, Culture B and a team of Anthropologists, but 
do not explain why or how you are separating them. Give 
groups A and B a simple communication or question and 
answer task or activity to complete and explain to the 
Anthropologist group that they are to observe and try to 
interpret any differences or interesting behavior. Finally, 
provide group A and group B with different, opposite 
or conflicting communication rules or guidelines which 
they must strictly adhere to. These can improvised as 
appropriate to the class but should include some obvious 
differences in communication styles such as eye contact, 
touch, personal space, gestures and other aspects of 
nonverbal communication.
Rationale: All students are under the impression 
that they are simply completing a basic communication 
exercise. Once their partners begin to act in a manner 
outside of what they consider normal, communication 
difficulties and even total failure might occur. Students 
will need to adapt quickly in order to complete the 
activity and observers will be able to witness, record and 
interpret first hand some typical difficulties characteristic 
of intercultural communication.
Materials: Instruction cards, basic question and 
answer task and a chart on which to record field notes, 
comments and reflections (Table 2).
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Upon completing these introductory activities 
students will have gained some perspective concerning 
individual differences and the existence of sub-cultures in 
their classroom community. Now that student’s curiosity 
and awareness have been raised/stimulated, they are in 
an ideal position to begin to question the basic elements 
of their culture, their common values and beliefs, and 
are therefore also ready to conduct a self-directed, local 
ethnographic study of behavior or phenomena in their 
local community. 
Task 5: Local Ethnographic Project
Goals
The primary purpose of this activity is to gain 
a better understanding of individual differences 
and a broader perspective of social interaction and 
communication on different levels by considering a basic 
aspect of culture or society and critically analyzing, 
evaluating and questioning all factors involved in the 
phenomena including the origins, reasons, participants, 
contexts, artifacts, meanings, consequences, relationships 
and perspectives. In short, students dissect an element 
of social behavior (x) isolating the variables and placing 
them under a microscope to better understand; Why does 
x happen? Does everyone do x? When? Where? With 
whom? 
Procedure
After reflection on some sample studies and review 
of the basic principles of Spradley’s observation and 
interview procedures, the ethnographic project begins 
with students brainstorming topics and developing 
research questions using the charts below. In order to 
help students visualize some of the more abstract aspects 
of cultural phenomena some guidance in determining 
significant and observable features is provided. Moran 
(2001) developed a model for categorizing cultural 
dimensions in a way that can be easily understood and 
applied to the investigation and understanding of learner’
s specific contexts. The cultural dimension diagram by 
Moran, shown in figure 4, clearly shows how simple 
elements of culture are interconnected to create a larger 
social entity. This type of deconstruction is useful 
in formulating ideas and parameters for creating an 
ethnographic study.
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Table 2: Field Note and reflection Chart
Field Notes
Write down any questions, ideas, insights or new information from your experiences exploring culture.
Language Notes/Comments
What new words, phrases, expressions and communication styles or strategies did you learn, 
use or experience?
Culture
What interesting information did you learn about identities, communities, people, actions, 
perspectives or values?
Observations
Watch your classmates and friends closely. How do they act, react, and interact differently in 
different situations?
Discoveries
What else did you find out about yourself and others?
Reflection
How do you feel about what you’ve seen, experienced and learned. 
Do you think any of these have helped or changed you?
Figure 4: Diagram of Cultural Dimensions 
Learners can use this model to analyze their own cultures 
and to visualize more concretely how the dimensions are 
interconnected as well as how the combination of influences and 
variables in their lives are unique.
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Depending on the dynamic of the class, these 
initial activities can be carried out in pairs, groups or 
independently. Most of the planning, however, should 
be completed as homework with class time being used 
mostly for receiving advice and feedback from the 
teacher. Once students have contemplated and area of 
interest, determined a viable hypothesis and formulated 
research questions, they can begin to formulate the 
logistics of their research including method of data 
collection, type of subjects and time frame for collecting 
analyzing and organizing data in order to make a formal 
report and presentation of their experience and results. 
At this point it is very important that the teacher review 
student’s plans and provide guidelines regarding subject 
matter and feasibility. It is also necessary to make it 
clear to students that they should not be intrusive in 
their fieldwork, and must respect their subject’s privacy, 
state their intentions and ask permission to use the data 
obtained.
Materials
The following flow charts in Figures 5 and 6, can be used 
to help students to brainstorm, develop and visualize their ideas, 
formulate a research plan and work out a feasible method of data 
collection.
Figure 5: Topic and Hypothesis development Chart
Figure 6: Diagram and flow chart of The Ethnographic Cycle
 Examples of Student Hypotheses & Research 
Questions
・Types of exchanges and rapport between customers 
and employees at convenience stores
・Individual differences in vulnerability and the use of 
personal space.
・Individual differences in hair touching habits in private 
and public .
・Reasons for leg and arm crossing in public spaces.
・Male/female differences in eye contact and power 
distance.
・Behavioral differences due to camera shyness.
・Differences in rule following among local and 
exchange students.
・Face touching habits of public speakers.
・An investigation of the “unnatural” right-handedness 
phenomenon in Japan.
・Degree of cell phone dependence among university 
students.
・The significance of speech acts “ooh” & “aah” 
when initiating a conversation in Japanese.
・Cross-cultural differences in expressing and displaying 
affection publicly.
・Differences and difficulties in non-verbal 
communication and intercultural communication.
・Variations in interaction between male and female 
University students.
・Exploring marriage trends the rise of “shotgun 
weddings” vs. the decline of arranged marriages. 
・English usage among young people; exploring 
Japanglish and “Garu-go”.
・Reasons for the decline in manners and the rise of 
rudeness among Japanese young people.
・A survey of bicycle safety in Japan. Exploring the 
cause and frequency of accidents.
・The acceptability of silence in conversation. Is silence 
golden or uncomfortable.
・An investigation of differences in the use of nonverbal 
communication in Rock Bands.
・Meaning, significance and trends in “pair ring” 
exchanges between young Japanese couples.
・Individual differences and preferences in brand 
selection (toothpaste).
・Variations in fashion trends and clothing preferences 
by students of different faculties.
Andrew Reimann
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Assessment
After completing their fieldwork and analyzing data, 
students should begin to process their results in a clear 
and concise way, suitable for making a presentation to 
the entire class. The extent to which students empirically 
support their findings can vary according to experience 
and other curriculum requirements. For the purpose of 
this project however, statistical significance of results was 
considered secondary to more holistic qualities such as 
overall experience, personal interpretation and reflection. 
It was more important that students were able to view 
their culture from different perspectives rather than 
establish whether their hypotheses were true or false.
The final task in this project was to create a 
PowerPoint presentation introducing the topic, describing 
results and highlighting experiences and insights for 
the purpose of stimulating discussion and reflection; 
thereby promoting critical thinking skills and raising the 
awareness of the entire group.
Each presentation was planned for 10-15 minutes 
including time for questions and discussion. Depending 
on class sizes, time restrictions and student abilities 
this can be shortened considerably to under 5 minutes 
or changed entirely to a simultaneous group poster 
presentation in which all members present their work 
interactively. The format in this case, was kept flexible 
and informal in order to encourage audience participation 
and to reduce the anxieties of the presenters. Students 
were primarily evaluated on their ability to interpret and 
reflect on the significance of their research and on their 
participation in discussions. In order to accommodate 
the different levels and goals of particular special needs 
classes, assessment criteria can be expanded to include 
more structural aspects of presentation delivery, quality 
of data collection and analysis or overall originality of 
research. However, if the curriculum goals are indeed 
raising cultural awareness and developing intercultural 
communicative competence then a more holistic 
consideration of student’s experiences is best (See 
Appendix A). Overall the results indicate that the project 
was successful in that students responded well to the 
tasks and classroom activities, comments were positive, 
research topics were creative and insightful, methods 
were innovative. The quality of discussion stimulated 
during the presentations was also high indicating that 
students were indeed able to develop a critical and more 
flexible approach to viewing their communities and 
thereby broadening their perspectives and perhaps also 
their worldview.
Reflections 
Although the Ethnographic Project does not 
duplicate the travel abroad experience it is able to 
recreate an experience of difference and diversity which 
is in essence the crux of living in a foreign community 
comfortably and being able to communicate successfully. 
In, short the analysis of student work and subsequent 
feedback, indicates that an ethnographic approach to 
developing Intercultural Communicative Competence, as 
described herein, exposing students to local differences 
and opening their eyes to the diversities at home, is the 
first step to a developing a global understanding.
Whether the learning environment is homogenous 
or diverse, there is a wealth of ethnographic information 
and opportunity for the average language learner. Every 
classroom is full of sub-cultures, micro-cultures and 
co-cultures that have nothing to do with nationality. 
All students differ in their backgrounds, memberships, 
interests, perspectives and other socio-psychological or 
affective traits. After exploring their own identities and 
perspectives, learners can turn this reflexive information 
outwards and explore differences among their peers, 
communities and social circles. Through self directed 
ethnographic research, conducting fieldwork: through 
observation, interview or survey students can delve 
deeper into everyday life bringing to the surface new 
information and understanding of differences and 
diversity at home, differences they previously ignored or 
were oblivious to. EFL educators should strive to foster 
a Meta-cultural or Ethnographic competence, in which 
learners are able to rise above their preconceptions, 
stereotypes and generalizations, in a sense transcending 
the part of their identity rooted in culture and nationality. 
Achieving such an objective and unbiased worldview is 
fundamental to communication with people of different 
backgrounds, in unfamiliar contexts using a common 
language and is both a desirable and essential part of 
intercultural communicative competence. If EFL learners 
can develop skills which allow them to become sensitive 
and aware of differences within their own communities 
then they will be better equipped to handle ambiguities 
and differences that exist elsewhere and as a result 
become much more competent communicators and well 
rounded global citizens.
A Task Based Approach to Raising Cultural Awareness
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タスクに基づいた文化的センスの向上方法
アンドリュー　ライマン
＜要約＞
この論文は、英語学習のカリキュラムの一つとして、タスクに基づいた多文化コミュニケーションと多文
化的センスの能力向上方法について論じている。参与観察や批判的思考に基づいた教育方法の適用により学
生にとって以下のことが可能になる。
・実社会の言語と文化に出会う
・有意義な目的を目指す
・多文化コミュニケーションのための準備として、批判的思考や文化的差異に対する寛容などの能力を向上
させる。
多文化的センスが英語教育で長い間大事にされているが、殆どの文化紹介に対する方法が文化自体から学
ぶことではなく、文化について学ぶこととなる。そして、殆どの資料はステレオタイプや無関係な情報によっ
て構成されているため、学習者の興味を十分に引き出すことができまず、多文化コミュニケーション能力も
向上しない。
学習者に多文化コミュニケーションのための、準備をする教育方法を実現するために、批判的な独立タス
クに基づいた教育方法が必要である。
（2008 年６月４日受理）
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多文化共生と共生に関するノー ト
田　巻　松　雄
はじめに
本稿は、マイノリティや社会的に弱い立場におか
れている人たちとの共生の問題を考えるための研究
ノートである。この課題設定には、2 つの問題関心
が大きく関係している。 つに、これまで、ホーム
レス状態にある人たち、非正規滞在外国人、外国人
の子どもたちを中心に、広く下層問題に関わってき
たが、下層の人々と「共に生きる」とはどういうこ
とかについて、あまり正面から問いかけてこなかっ
たという反省がある。もう  つは、共生という語が、
多文化共生や共生社会というような表現で実に様々
な場面で多用されているが、その使われ方に危うさ
や恣意性を感じることがあるからである。「多文化
共生の地域づくり」とか「共生社会の実現」といっ
た響きのいい言葉が大きく叫ばれるなかで、大事な
問題や課題が見過ごされていないかという点により
多くの注意が必要であろう。
共生について考える場合、誰と誰の共生を語る
のか、その対象を明確にしておく必要がある。内
閣府が行った調査（「『共生社会に関する基礎調査』
）では、「共生社会」という言葉を聞いたことがあ
るかという質問に対して、「言葉を聞いたこともあ
り、その意味も知っている」と答えたのは 8.%、
「言葉を聞いたことはあるが、意味はよく分らない」
が 28.6%、「聞いたことがない」が .%であった。
「言葉を聞いたこともあり、その意味も知っている」
と答えた人に、「共生社会」において共生するのは
何と何であるかを訪ねたところ、多い順に、「高齢
者と若い世代」8.%、「近所の人どうし」2.%、
「障害のある人とない人」.%、「自然環境と人
間」2.%、「子どもと大人」8.8%、「男性と女性」
8.%、「日本人と日本にいる外国人」2.%、「仕事
と家庭生活」0.8%（そのほかの項目は一桁）とい
う回答結果であった。共生という語が様々な人間関
係に関して意識されていること、言葉は知っている
けれども漠然としたイメージしか持っていない人が
少なくないことなどが伝わってくる。
本稿は、主に、日本に暮らす外国人とホームレ
ス状態にある人々を念頭に置いて共生の問題を考
える。日本人と外国人の共生は、頻繁に多文化共
生として語られている問題である。共生という用
語が文化や民族概念に結び付けられるようになる
のは、主に南米系ニューカマーの外国人が増加し
始める 0 年代に入ってからのことである。そし
て、 年の阪神・淡路大震災で外国人支援を行っ
た多文化共生センター（当時は外国人地震情報セン
ター）の活動が広く知られるようになり、多文化共
生という言葉も広く使われるようになる。一般に、
多文化共生とは、「国籍や民族などの異なる人々が、
互いの文化的な違いを認め、対等な関係を築こうと
しながら、共に生きていくこと」と捉えられる（国
土交通省、200 年）。後者に関しては、路上で暮ら
すホームレスであれ実質的にホームレス化している
ネットカフェ難民であれ、ホームレス状態にある人
は、ほぼ共通に、食べ物や住居、仕事、安全など目
の前のニーズを満たすのに精一杯な日々を送ってい
る。それは、定まった住居があり、経済的にも一定
の余裕があって、中長期的に物事を考えたり、計画
を立てたりすることが出来る人々の生活とは、大き
く異なっている。ホームレス問題は、「弱者」と「強
者」の共生の問題を投げかけていると言える。
さて、本稿は、第一に、筆者が関わってきた  つ
の領域における下層問題の経過や現状を紹介する。
第二に、多文化共生や共生という語がどのような意
味で使われているのか、その使い方がどんな問題を
はらんでいるのかについて、いくつかの議論を参照
する。第三に、その上で、多文化共生と共生を考え
るための留意点を整理し、最後に、共生の問題を考
えていく方向性を、主に連帯の問題と関連付けなが
ら展望する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1 内閣府が（）社会参加意識、社会貢献意識、（2）他者への関心、
信頼、コミュニケーションの程度、（）生活の安全や安心、ネッ
トワークを調査項目にして、全国 20 歳以上の者を対象にして行っ
た調査。期間は平成 6 年  月  日から  月 2 日までで、調査員
による個別面接調査。標本数 ,000 人のうち有効回収数は ,0 人
で、有効回収率は 6.%。
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１　3 つの領域における下層問題
1-1　外国人児童生徒の教育問題
外国人児童生徒の教育問題は、主に栃木県内の事
情について調査研究を進めている。
200 年  月  日現在、栃木県内の公立の小中学
校に通う外国人児童生徒は , 人で、0 年前の 
年に比べ、8 人増加している。国籍別では、ブラ
ジル 00 人、ペルー  人の合計が全体の 6 割を超
えており、南米出身の児童生徒の割合が高い。外国
人児童生徒教育拠点校（外国人児童生徒担当教員が
加配されていて、特別な教室を設け日本語指導や適
応指導を行っている）や各市町の教育委員会を対象
とする質問紙・インタビュー調査と統計データの収
集により、栃木県内の以下のような厳しい現状が明
らかとなっている。
第一に、200 年  月  日現在、日本語指導を必
要とする外国人児童生徒  人のうち、8 校の拠
点校に通うのは  人で、 人は拠点校ではない
80 校に通っている。すなわち、日本語指導を必要
とする児童生徒の約  割が日本語教室という形態で
の日本語指導を受けていない。
第二に、教科学習において日本語の問題を抱える
児童生徒が少なくない。県内拠点校に在籍する小学
校  年から中学  年までを対象とした調査では、「日
本語がわからないために教科の内容がわからないこ
とがあるか」という質問に対し、現在日本語指導を
受けている児童生徒の場合、小学生では 6%、中
学生では 60%が「ある」と回答した。なお、現在
日本語指導を受けていない児童生徒の場合、小学生
0%、中学生 6%が「ある」と回答している。割合
は低くなっているものの、日本語指導を受けていな
い児童生徒にとっても、教科学習において日本語が
難しいという問題は存在している。
第三に、不就学の問題がある。不就学とは、国・
公・私立の小中学校、外国人学校のいずれにも通っ
ていない状態をさす。全国的に、不就学状態にある
外国人の子どもたちの存在が問題視されている。不
就学を生む最も大きな要因は、日本政府が外国人の
子どもに就学の義務を課していないことにある。一
方、外国人学校については、数が少ないことや学費
が高い等の理由で、就学者は限られている。県内外
国人児童生徒の保護者の回答からは、県内で少なく
とも 00 人以上の不就学者が予想される結果が出て
いる。
第四に、外国人生徒の高校進学問題がある。日本
人中学生の高校進学率は現在 8%近くに達してお
り、ほぼ全入学と言える状況である。外国人生徒の
高校進学率に関する全国的なデータは無い。栃木県
でも外国人生徒の高校進学率は公表されていない。
学校基本調査から、外国人生徒の県全体の中学校在
籍者と高校在籍者を比較して試算すると、高校進学
率は 200 年度 2%、2006 年度 2%、200 年度 0%
となる。高校進学に関する質問に対して、日本語指
導を受けていない児童生徒の 6%、日本語指導を受
けている児童生徒の %が「進学したい」と答えて
いる。以上から、高校進学希望者が半数を超える中、
実際には  割程度しか進学していないという大まか
な傾向を理解できる（田巻　2008）。
野元（2006）は、不就学問題の存在、高校進学率
の低さ、外国人学校には限られた子どもたちしか就
学できていないことから、外国人の子どもたちが学
校システムから排除されていると捉えているが、栃
木県内においても同様の問題状況があることが確認
される。なお、野元は学校システムからの排除と共
に、学校現場のカリキュラムでは、外国人の子ども
たちを排除する「隠されたカリキュラム」が存在す
ることを問題視している。
1-2　非正規滞在外国人
非正規滞在外国人（以下、非正規者）は、韓国、台湾、
シンガポール、マレーシア、タイ等、東・東南アジ
ア全域で見られる。日本では、非正規者は 0 年代
前半にかけて急増し、0 年７月約 0 万人、 年５
月には約 0 万人まで増えた。非正規者はこれをピー
クにその後漸減し、2000 年 2 万人、現在、20 万人
前後と推測される（「不法入国者」は含まない）。や
や古い数字であるが、 年末現在、いわゆる「単
純労働分野」で就労する外国人労働者約  万人の
うち、非正規者は 2 万 00 人で、「単純労働分野」
就労者の約６割を占めていた。
在留資格を持たない非正規者が形成される基本的
な理由は、資本が国境を越えて労働力を編成するこ
とと国家が国境を越える人々の移動を制限すること
との乖離にある。日本は韓国・台湾と同様に、80
年代後半から 0 年代初頭にかけて、経済発展の中
で製造業や建設業で労働力不足が深刻化した。アジ
ア域内の経済格差が拡大する中で、多くの労働力が
日本・韓国・台湾の労働市場を目指して越境移動し
たが、外国人労働者を正式に受け入れる制度が確立
していない状況の中で、労働市場に参入してくる外
国人労働者はすべて「不法化」するという事態が起
きた。日本・韓国・台湾の外国人労働者問題に関す
る政策課題の中心は、「単純労働分野」での労働力
不足の解消と「不法就労」防止にあったといえる。
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台湾は 0 年代初頭に開国、韓国は 200 年に雇用許
可制を開始して開国、日本はいまだに「単純労働分
野」での外国人の就労を原則認めていない。このよ
うに制度上の対応は異なってきたが、外国人労働者
を安価で期間限定的な労働力として導入しようとす
る「利益最大化、コスト最小化の論理」が強く働い
てきたことは共通する。非正規者は、国益の観点か
ら外国人労働者の効率的な利用を図る受入国の政策
と、課せられた厳しい条件のなかでよりよい仕事と
生活を求める外国人労働者の抵抗のせめぎあいが生
み出してきた産物である（田巻　200）。
日本の現実に戻ると、例年、入管法違反者の大半（8
割  分～  割）は「不法就労者」であり、非正規者
全体についても同様の傾向が推察される。入管法違
反者の動向から、非正規者の低賃金化と滞在の長期
化傾向が認められる。 年以上の滞在は  年段階
では ％に満たなかったのに対し、 年には 2 割弱
を占め、2000 年では  割を超えている。非正規者
の出稼ぎ型から定着化への移行は、景気低迷期とい
えども外国人労働力に対する需要があるなかで、非
正規者が日本の産業構造に組み込まれ、生活基盤を
ある程度確立してきたことを反映していよう。
しかし、約 20 万人の非正規者は何よりも強制送
還の脅威に常に直面している。「不法性」は、外国
人労働者を法的な保護の対象から排除し、雇用主の
全面的な支配下に置き、様々な権利を剥奪する直接
の根拠として作用する。入管統計を見ると、非正規
者のなかで外国人登録をしている者の割合は、2006
年初頭で  割程度である。このことは、非正規者
の圧倒的多くが行政サービスから排除されているこ
とを意味している。また、非正規者には子どもも当
然含まれている。8 歳以下の子どもの非正規者は
8 千人から  万人、年間収容されている子どもの数
は 00-00 人という推定がある。また、非正規者の
漸減傾向のなかで、家族全員非正規者というような
ケースが増えているという（多文化共生教育研究会、
200）。
1-3　ホームレス
200 年  月、厚生労働省はホームレス（都市公園、
河川、道路、駅舎その他の施設を故なく起居の場所
として日常生活を営んでいる者）の全国実態調査（実
施時期は 200 年  月、200 年に次いで 2 番目）の
結果を発表した。それによると、総数は 8,6 人（男
性 6,828 人、女性 66 人、不明 ,20 人）、平均年
齢は . 歳であった。200 年第  回目の調査では、
総数 2,26 人、平均年齢は . 歳であり、総数で
6,2 人減、平均年齢で .6 歳増である。一方、厚生
労働省は、200 年 8 月、いわゆるネットカフェ難
民の実態に関する初めての調査結果を発表した。こ
の調査は、全国のネットカフェ、漫画喫茶 26 店
舗に対して電話で行われたもので、その結果、定まっ
た住居を持たず、寝泊りするためにネットカフェ
や漫画喫茶を常連的に利用している者は ,00 人と
推計された。年齢別構成では 20 代（26.%）と 0
代（2.%）が多いが、0 代以上で約 %を占める。
女性が 8.%を占め、路上生活経験者は 0%以上に
及んでいる。
日本では、0 年代に入り、路上で暮らす人々
が増え始め、ホームレスの存在が可視化した。やや
乱暴に言ってしまえば、日本におけるホームレス問
題の中心は、2000 年代前半まで、高齢の単身男性
の問題であり、寄せ場を仕事と生活の拠点とする日
雇労働者の野宿問題であった。また、ホームレス問
題をめぐる最大の争点は、公共空間の占拠と排除で
あった。駅や河川敷等のホームレスによる占拠は、
「不法占拠」として問題化され、大小さまざまな規
模の追い出しが行われてきた。近年では、愛知万博
開催に伴って、名古屋市中心部の公園に生活してい
たホームレスがほぼ一掃されたことが記憶に新し
い。
政府は、2002 年に「ホームレスの自立の支援等
に関する特別措置法」（0 年の時限立法）を制定し、
現在、ホームレス対策は「自立支援」を中心に展開
している。その評価はここでは置くとして、「自立
支援策」が近年の路上で暮らすホームレスの減少に
一定の影響を与えていることは間違いない。一方で、
ネットカフェ難民の可視化を通じて、若者のホーム
レス化と「隠れたホームレス」の存在が示唆されて
いる。ネットカフェ難民のなかで 2 割弱を女性が占
めるという事実にも注意が必要であろう。
筆者は、ここ  年ほど、『世界ホームレス百科事
典』の監訳作業に関わった。アメリカを中心としつ
つも世界のホームレス事情に触れることで、改めて
強く感じたことがある。それは、住む家のある人な
ら普通は全く遭遇しない、あるいは少なくともそれ
ほど切迫した状態には陥らない深刻な問題にホーム
レスはいつも遭遇しているということである。本辞
典は、ホームレス生活とはどのようなことを意味す
るのかについて豊富な情報と知識を提供している。
家を失うことは、隣人や支援体制、日常生活、プラ
イバシー、安全の意識、安らぎ、親しみなどを喪失
することを意味し、ホームレスは、予測不可能なス
トレス要因に直面することが多い。生き抜くために、
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日々、食べ物や住居、安全などの当面のニーズを探
し続けなければならない。目の前の課題が重くのし
かかり、今後の生活設計や目標について中長期的に
考える時間的・精神的余裕を持てない。路上であれ、
辛うじて屋根があるネットカフェであれ、ホームレ
ス状態にある人は、共通に以上のような問題に直面
する。ホームレス化は、単なる住居の喪失ではなく、
様々な生活資源の喪失を意味する。ホームレス状態
から安定した雇用や生活を取り戻すことは容易では
ないという現実がある。
以上、つの領域における問題状況を繋ぐキーワー
ドは、「排除」である。排除という概念は、貧困概
念よりも、動態的で多次元的である。物的に貧しい
こと以上に、社会的な排除の対象になっていること
が問題なのである。学校システムと学校カリキュラ
ムからの排除、日本からの強制送還（国外排除）、
行政サービスからの排除、公的空間からの排除等は、
排除の多次元生のいくつかの側面を示している。物
的な貧しさと同時に社会的排除の対象になっている
人を下層と捉えておく。
共生の問題を考える場合、下層の人々が厳しい生
活状況の中で「共に生きている」という現実を直視
することが何よりも必要であろう。
2　多文化共生と共生をめぐる議論
ここでは、多文化共生や共生という語がどのよう
な意味で使われているのか、その使い方がどんな問
題をはらんでいるのかについて、いくつかの議論を
みる。
　
植田晃次・山下編著『「共生」の内実―批判的社
会言語学からの問いかけ』は、文字通り「共生」の
内実を様々な角度から追究している。著者たちが共
有している問題関心は、終章の以下のまとめに集約
されていると言えるだろう 2（（野呂　2006）。
①「共生」は、国籍、民族、言語、宗教などの異
なる人々が共に同じ空間内に住むことを前提とす
る。②したがって、「共生」社会には、諸集団、諸
個人間の多様性や力の強弱関係、そこから引き出さ
れる、同化や排除、差別と言った問題が内包されて
いるはずである。③現に様々な差別問題が存在する。
④つまり、共生は極めて政治的なテーマということ
になる。ところが、⑤共生という言葉は、漠然とし
た意味内容のまま、求めるべき「善」として明るい
調子で掛け声として用いられている。⑥この掛け声
のもとで、行政、教育、一般市民レベルで様々な活
動が行われている。そのような「共生」の使われ方
が同化や差別の実態を見えにくくしている。と同時
に、⑦諸集団に対するステレオタイプの再生産、浅
い異文化理解を促す結果となっている。このような
「共生」理解のもとに、没政治的に用いられる「共生」
のコンテクストを掘り起こし、問題を可視化しよう
とするのが本論集の狙いである（以上、26 頁）。
本書全体のタイトルは『「共生」の内実』であるが、
主に「多文化共生」についての論考が収められてい
る。ここでは、植田とハタノの論考を取り上げ、整
理しておきたい。
植田「『ことばの魔術』の落とし穴―消費される『共
生』」は、「共生」という言葉が内実を問われないま
ま、「消費」されてきたことを問題として論じてい
る。ここでは、あることばが出現・台頭し、明確な
実態を伴わないまま、その言葉だけが単なるスロー
ガンのようになったり、やがて新たな別のことばに
取って替わられて衰退する過程を、一過性の流行現
象として、「消費」と捉えられている。善というイ
メージをもちがちな「国際化」や「共生」の消費に
伴い、あたかもことばの「魔術」と言える力が、政
治・行政、学問と言った実生活にも及ぶというのが、
植田の基本的な認識である。従来の「国際化」とい
うことばでは対応しきれなくなった国際秩序の再編
成と主として日系人の可視的な外国人の増加が、「国
際化」の「消費」に替わり、「共生」ということば
の登場と台頭を後押しした。
植田は、「共生」ということばが目標としての善
のイメージを持つものとして定義されてきたこと、
「共生」ということばが図式的に用いられてきたこ
とを問題視し、その弊害や落とし穴をいくつかの例
を通して指摘している。例えば、目標としての善と
して「多文化共生」が語られることで、歴史的現実
として存在してきた「共生」、また現に存在する「共
生」の内実が覆い隠されてしまう。「多文化共生」
は安易な異文化理解観と結びつく傾向があり、異文
化理解に不可欠な愛情や尊敬といったものの重要性
が忘れ去られてしまう。そして、「多文化共生」と
いうことばが用いられるだけで、何か実のあること
をしていると思わせるような落とし穴が存在する。
全体的に、「多文化共生」がスローガンとして「消費」
されてきたことを問題視し、「内実」を問うことの
重要性が主張されている。
ハタノ「在日ブラジル人を取り巻く『多文化共生』
田　巻　松　雄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2 本書では、すべて「共生」「多文化共生」と表記されているので、
ここでもその表記に従った。
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の諸問題」は、「多文化共生」の視点から、在日ブ
ラジル人が置かれている様々な問題点を指摘してい
る。ハタノによれば、「多文化共生」という言葉は
マイノリティ、または社会的に弱い立場に置かれて
いる人たちの側から発生した言葉ではない。マイノ
リティにとって、マジョリティとの「共生」は、常
に直面せざるを得ない「前提」である。しかも、多
くの場合、マイノリティはマジョリティから権利を
侵害されたり認められていない状態にあるため、マ
イノリティ側が何かを要求する場合、「多文化共生」
のような抽象的な言葉を使うのではなく、切実な要
求を具体的に掲げることになる。その上で、ハタノ
が強調することは、「多文化共生」は外国人が直面
している最も深刻な問題にはほとんど向き合わない
という点である。
２つの例をあげよう、 つは、在留資格の問題で
ある。0 年改定の「出入国管理及び難民認定法」
が血統主義を重視したもので、その結果、日系南米
人の日本への大量移住を促したことはよく知られて
いる。この入管法は、マイノリティ全体に対してと
同様に、特に非日系と日系とで構成される家族が多
い在日ブラジル人の間にも深刻な事態を生み出すこ
とになっている。ブラジル人は、「日系ブラジル人」
（日系 2 世や  世）と「非日系人ブラジル人」（日系
2 世や  世の非日系配偶者）に大別され、在留資格
の安定度は日本人の血との繋がりによって決められ
る。そして、在留資格という法定上の地位が家庭内
に持ち込まれ、家庭内に在留資格による力関係の違
いが生じる。別居や離婚の際には、「日系人配偶者」
という条件を満たさなくなった非日系人は合法的に
日本社会から「排除」されることになるし、血統に
よる差別が持ち込まれた家庭環境が子どもに与える
影響も無視できない（-6 頁）。もう  つは、子ど
もの教育に関する。在日ブラジル人は在留資格の面
では他の外国人に比べ比較的優遇されているが、子
どもの教育に関しては、高校進学率の極端な低さや
高校入学特別措置に関する進学支援の立ち遅れな
ど、その置かれている状況は深刻である。現状では、
中学を卒業した大多数の子どもたちが底辺的な労働
者の道を進むことになる。外国人の子どもたちを取
り巻く状況として、外国人の子どもたちの受け入れ
体制が地域によって著しく違うことや明確な政策が
ないまま場当たり的な政策が取られてきたことがあ
る（- 頁）。ハタノによれば、「多文化共生」を
語る際にほとんど在留資格の問題が取り上げられる
ことがないのは、表面的な「共生」が謳われている
ことの証しであるし、外国人の子どもたちの厳しい
教育環境が放置されたまま「多文化共生」が唱えら
れるとすれば、それは欺瞞以外の何ものでもない。
野元「外国人の子どもたちの排除の構造と対抗的
教育実践の原理」は、外国人の子どもたちが排除さ
れていることが明らかであるのもかかわらず、なぜ
排除の構造が維持されるのかと課題設定し、マイノ
リティ自身やコミュニティーによる主体的な改革運
動の弱さと共に、外国人の子どもたちの学習支援に
関わる教育者や市民が「多文化共生」言説に絡め取
られ、非対称である援助主義に陥っていることを、
要因として重視している。「多文化共生」は定義や
原理が曖昧なまま、外国人住民施策や市民によるボ
ランティア活動においてきわめて多義的に使用され
ている。そして、言語と民族の問題が抜け落ちてお
り、かつ、権利論が不在だという特徴を持つ。「『多
文化共生』言説は、国内外のマイノリティや外国人
住民が過去に受けてきた同化や排除、差別、抑圧、
文化支配に対する歴史認識の上に、彼らが現在にお
いても直面する厳しい差別や排除問題に対する現実
認識を重ねようとしない。・・そのため、観念的・
抽象的に『対等な関係』を論じ、受入のために生活
支援システムの構築に焦点を当てて、具体的な差
別解消の運動や取り組みを棚上げする傾向にある」
（ 頁）。
援助主義とは、支援者が、支援される側が支援の
あり方に主体的に関わることを望まず、支援する
‐ 支援されるという非対称の関係が維持されるこ
とを望むものである。このため、支援者は排除の当
事者である公権力機関との緊張関係を失い、行政の
下請化する。野元は、「多文化共生」に対して、「多
民族共生」の視点を取り入れた「多文化・多民族共
生」を対抗軸として主張している。
戴エイカ「『多文化共生』と『日本人』―『文化』
と『共生』の再検証」は、「多文化共生」が意味す
る内容や目標は多種多様で、一方では、実り豊かな
社会を構想する概念としての可能性を秘めるが、他
方では、現実社会の不正や矛盾を隠してしまう危険
性も有するものであり、それゆえに「文化」と「共
生」の概念を再検証し、「多文化共生」がどこへ向かっ
ていくのかを問いかける必要があると述べる。「多
文化共生」の「共生」について、戴は、それが、集
団間の不平等の是正を目指す社会変革の闘争や取り
組みの目標として立ち現れてきた共生概念に通じる
と述べる（ 頁）。そして、「共生」と言う用語を
使うことに意義があるとすれば、それが差別におけ
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る人間の関係性を批判的に検証することを促し、差
別者や多数者の側も問題化するからだと捉えている
（ 頁）。
差別の問題では何らかの差異が差別の根拠として
求められる場合が少なくないが、戴の認識は、少数
者や外国人の文化的差異や文化的異質性が差別に転
化しているのではなく、かれらが社会の正当な構成
員として認識されておらず、排除されているという
事実がまず存在するということにある。したがって、
排除を生み出している法制度、社会経済ステム、支
配的な言説体系などから構成される権力構造を全体
的に問題にしなければならない。逆に言えば、文化
的差異の理解や尊重だけでは、排除の行為や思考は
なくならない。実り豊かな「多文化共生」を構想す
るには、少数者や外国人に対して、「日本人である
こと」がどのような社会的、文化的優位性を有して
いるかを批判的に問うことが不可欠となる。ちなみ
に、「日本人であること」の検証においては、誰が「日
本人」であるのかという問いに着目することが必要
であると指摘されている。なぜなら、何が「日本文
化」であるかを決める権力を持ち、それを体得して
いる「日本人」と、そうではない日本人がいるから
である。換言すれば、「日本人であること」の検証
には、誰が日本人であるのかが問われる。この点は、
国籍や民族などが異なる人々の共生の問題は、社会
的に異なる位置に置かれている人々の共生の問題と
広く通じていると整理し直すことも出来るだろう。
最後に、三重野卓編『共生社会の理念と実際』3
に簡潔に触れておきたい。本書では、内閣府の政策
に関わる子ども・若者・高齢者・障がい者といった
対象を中心にして、共生社会の実際・理念・構想な
どが広く論じられている。ここでは、共生という用
語は、0 年代を通じて広く議論の対象になったが、
スローガンや理念として語られることが多く、内実
を問うことが問われる、その際、関係性、連帯、社
会的統合、社会的排除、社会的包摂といった概念と
の関わりが重要になっていると述べられていること
を確認した上で、菊地英明「なぜ、共生／社会的包
摂が必要なのか」から、いくつかの問題提起を整理
しておく。菊池は、第一に、共生は非常に美しい言
葉で、それ自体としては否定することは難しい概念
であること、しかし、この言葉を一番喜ぶのは、予
算獲得や組織の維持・拡大のための言説的資源とし
て使うことが出来る行政官ではないかと疑問を投げ
かけ、社会科学者は共生概念の内実をはっきりさせ、
その後に共生概念を政策レベルに具体化させる必要
があると説く。第二に、日本で共生を問う意義につ
いて。「諸外国の社会的排除―包摂論は、文字通り
生きるか死ぬか、生存レベルでの切実な問題関心か
ら出発し、包摂の根拠をマジョリティ・マイノリティ
にとっての双方の利益―共生論の語彙を使えば『双
利共生』―に求めてきた。日本の共生論でこのよう
な背景があるのか、仮にないとすればわざわざ共生
を論じる意義は何か」（8 頁）と問う。そして、第
三に、日本で「共生」概念が用いられるとき、マイ
ノリティの「同化」の側面が強いのではないか、と
疑問を投げかけている。総じていえば、菊地は、共
生概念の内実は多種多様であって、恣意的な利用を
許しかねないという問題状況に警鐘を発している。
三重野「共生価値と社会経済システム」から、 点、
言及しておきたい。三重野は、「共生社会をめぐる
前提には、わが国の特色であった均質社会、同一化
社会、集団主義があり、その上で、当該社会が多様化、
異質化、個性化していくという点に特色がある」（
頁）と指摘する。その上で、格差社会の進行を問題
視し、「現在の格差社会への動向は、社会的統合、
連帯を緩め、社会的包摂を破壊し、共生社会の基礎
を崩すかも知れない」（2 頁）と続ける。以上の
文章に言及したのは、共生や共生社会について論じ
る意義を考える場合、この文章が示唆するような時
代状況をどのように捉えるかが大きなポイントにな
ると思えるからである。
3　多文化共生と共生を考えるための論点　
3-1　多文化共生
多文化共生の問題を考える場合、関連する以下の
諸点に注意が必要だと整理できよう。（１）外国人
が直面している最も厳しい問題に向き合うことな
く、表面的なレベルで多文化共生が語られていない
か。（２）多文化共生の中身が観念的・抽象的なも
のになっていないか。「国籍や民族などの異なる人々
が、互いの文化的な違いを認め、対等な関係を築こ
うとしながら、共に生きていくこと」というような
定義は、議論の出発点としては一定程度有効であろ
うが、それ以上のことは意味しないだろう。（３）
マジョリティの側から語られる多文化共生が同化を
強いるものになっていないか。（４）異文化理解に
は、愛情と尊敬が不可欠であると認識されているか。
（５）「日本人であること」の優位性や問題性に自覚
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的になろうとしているか。
国土交通省が「多文化共生の地域づくり」をテー
マにして行った調査結果（『北関東圏における多文
化共生の地域づくりに向けて』平成 8 年度）から、
以上のような問題を考えるための具体的なデータを
若干確認しておきたい。
日本人住民アンケートで、地域に外国人が住んで
いて良かったことについて「 つでも具体内容を回
答した人」の割合が .%であるのに対し、困った
ことについて「 つでも具体内容を回答した人」の
割合は 8.%であった。最も困ったことの内容につ
いては、「地域の生活ルールを守らない」.2%、「誰
が住んでいるのか分らない」2.%、「言葉が分らず
意思疎通が難しい」22.%の順になっている。
日本人住民の在住外国人との交流に対する意向
では、「生活上、必要最低限はしたほうがよい」
.8%、「特に深めなくてもよい」22.%、「積極的に
深めていくほうがよい」.8%、自分自身の在住外国
人との関わりに対する意向では、「今くらいの関わ
り方でよい」.8%、「あまり関わらないようにした
い・関心がない」8.%、「積極的に関わっていきたい」
.%であった。これに対し、外国人住民の日本人
との交流に対する意向では、「積極的に交流したい」
6.%、「必要最低限の交流でよい」2.%、「交流し
なくてもよい」.%という結果が出ている。
「在住外国人に取り組んでほしいこと」に関する
企業の回答は、「地域の生活ルールや習慣等を知る」
6.%、「十分な日本語の習得」2.0%が他を大きく
引き離している。複数回答では、前者が 82.0%、後
者が 68.6%である。「在住外国人が最も取り組むべ
きこと」に対する日本人住民の回答は、「地域の生
活ルールや習慣等を知る」.6%（複数回答）、　「十
分な日本語の習得」.%（複数回答）で、同様の
傾向であるが、「地域の生活ルールや習慣等を知る」
がさらに突出している。
以上から、（１）外国人住民の半数以上が日本人
と積極的に交流したいと答えているのに対し、外国
人との積極的な交流を希望する日本人は  割以下
で、外国人に比べて、日本人の交流意識ははるかに
低い、（２）地域に外国人が住むことに関して、良
かったことよりも困ったことを感じている日本人が
多い、（３）企業も日本人住民も在住外国人に対して、
「地域の生活ルールや習慣等を知る」ことを最も強
く求めているが、その割合は日本人住民のほうが高
い、と整理できる。
このような結果は、日本人住民や企業の一般的な
意識を表していると解釈できるのかもしれない。日
本人が一般に望むことは、地域に住む外国人と「う
まくやっていく」ことであり、「普通の生活」が脅
かされないことである。その内容としては、「治安
が守られていること」や「日常的なルールが守ら
れていること」等が大きいであろう（都築、200）。
上記の結果だけをみて、日本人住民の閉鎖性や同化
意識を批判する必要はないし、出来ないが、そのよ
うな傾向が見られることには注意が必要である。
国土交通省の調査結果全体の評価は別に試みたい
と思うが、調査結果のまとめとして、「多文化共生
の地域づくり」においては、在住外国人の「自立」
と地域参加が必要であると指摘されていること、「い
ずれの生活領域においても、日本語習得をはじめと
した、日本での生活に最低限必要な力を在住外国人
が身につけるといった『自立』を支援する取組を進
めることが今後の方向性と導き出された」、「地域の
日本人住民と対等な関係を築くためには、在住外国
人の『自立』が必要である」、「様々な場面で在住外
国人が『自立』することが必要である」といった見
解が示されていることには疑問を呈しておこう。「多
文化共生の地域づくり」は、日本人住民や企業の現
状の意識を前提にするのではなく、その批判的な検
証の上に構築されていくものでなければならない。
3-2　「弱者」との共生
様々な人間や集団が共に暮らす社会には、力の強
弱関係があり、同化や排除、差別と言った問題が内
包されているのが現実である。現実における強者と
弱者の違いに目を向けることが必要で、それを無視
して「共生している」というのは欺瞞である。共生
はすぐれて政治的な概念である。多文化共生を語る
場合に留意すべき点は、他の文脈で共生を語る際に
も念頭に置いておく必要がある。比較的早い段階か
ら共生の概念に着目してきた花崎は、以下のように
言っている。「80 年代の中頃からだと記憶するが、
言論界、広告情報界に『共生』ブームが起こり、キャッ
チフレーズとしての『共生』の氾濫が生じ、今も続
いている。それは、自然との共生、多文化共生、ア
ジアとの共生といった課題が広く世の中に浸透しつ
つあった状況への過敏な反応といえるだろう。しか
しそのブームは、商品に美的な陰影を加えるイメー
ジとしての『共生』を流通させることであった。共
生が含み持つ共苦の側面、現実の矛盾との現場での
格闘の側面を切り離す作用を伴っていた。また、日
本社会は、『共生』を倫理として実現する方向とは
逆の方向へ歩みを進め、不正義と腐朽化の様相を深
めている」（花崎　2002 年、2 頁）。花崎は、共生
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の倫理が崩壊しつつある現在の時代状況の中で、共
生の意味を改めて問う必要を述べる。
ホームレスの人々は、様々な排除の問題に直面し
てきた。そして、ホームレスに至った原因やホーム
レス状態から脱出出来ない原因を、「努力の不足」
や「怠惰」といった個人の問題と捉える偏見の目に
広く晒されてきた（藤井・田巻　200 年）。ホーム
レス問題が広く議論される中で、行政のホームレス
対策も排除一辺倒の政策から自立支援策に転換し、
ホームレスが直面する問題状況に多様な関心が向け
られるようになってきたことは事実である。しかし、
行政の自立支援策は、行政的な枠組みで自立を定義
し、それに向けた努力をホームレスに求めるもので、
ホームレスの生活や想いに十分な配慮を向けるもの
とはなっていない（田巻　200、2006）。多文化共
生がマジョリティの側から語られ、マイノリティに
対して共生への努力を求める傾向があるということ
と同様の問題をはらんでいる。
外国人とホームレスは、いずれも社会的に弱い立
場に置かれているという点で共通性がある。外国人
にとって国籍や在留資格がないこと、ホームレスに
とって住居（住所）がないということは、かれらの
生活に決定的な意味を持ち、かれらを社会的に弱い
立場に追いやる。もとより、外国人やホームレスの
問題に限らず、共生の問題を考えることは、「弱者」
と「強者」の関係に目を向けることである。「弱者」
と「強者」の共生をどのように考えるべきだろうか。
中島の以下の指摘は、 つのヒントを提供してい
ると思える。「共生というのは『同質』な人間が集
まることじゃなくて、『異質』な人間が集まること。
お互いのことが分からなくたっていい。『互いに異
質だ』ということがわかればいいんです。『分から
ない』という形での理解です。・・社会で一番危険
なのは『同質化』、つまり自分の価値観を全く動か
さないで、それを周囲に拡大していこうとする『エ
クスパンショニズム』（拡大主義）。それと、話が合
わない人とは距離を置いて一切付き合わずに、わか
る人同士で仲良く暮らそうという態度。仲良くする
ことは、みんなが『同質』だからできるんですが、
それは『共生』ではない。『異質』な者同士が、仲
良くは出来ないけれども、互いに殺しあうわけでも
なく、一緒にいながらの理解を目指そうとする。こ
れでいいと思うんですよね」。異質な者同士が理解
しあうことの困難さ、自分中心の価値観による同質
化に注意を喚起し、最低限の「生の保障」に触れて
いるが、続けて言う。「私は学生たちにこう話して
います。『不快感といった自分なりの自然な感情を
潰すのは危険です。感受性は人間の基本になるもの
ですから。しかし自分が弱者に対して持つ差別感情
によって、相手が傷つくことについては悩んでくだ
さい。ちゃんとそれを受け止めて、どうしたらいい
か悩んでください。解答はありませんから』と。弱
者と強者が共生していくには、こういう道しかない
のではないかと思います」（中島　2006）。
共生は「共に生きる」双方に焦点を当てる概念で
ある。互いの生を保障しあいながら、共生とは何か、
どういう状態になれば共生したことになるのか、と
いう根源的な問題を多面的に追究していく必要があ
る。
3-3　共生と連帯
共生の問題を考える重要な論点として、社会的連
帯がある。社会的連帯とは、「互いの生を保障する
ために人々が形成する人称または非人称の連帯を指
す」（斉藤　200 年、 頁）。互いの生の保障は、か
りに経済的に排除されたとしても、なおも社会的な
関係性を保ち、政治的な行為者として生きうるよう
な条件を確保する役割を果たす。社会的連帯は、主
に、低成長、財政赤字、グローバルな競争激化のな
かでの福祉国家の危機（社会的連帯をめぐる環境が
ネガティブな方向に変化しつつある時代状況）との
関連で議論されていると思われる。斉藤は、保険料
の拠出や納税という形をとった資源の移転を伴う非
人称の社会的連帯に焦点を当て、社会的連帯の理由
を改めて問い直そうとする試みを行っている。社会
的連帯を形成し、維持しようとする理由とは何か。
互いの生を保障しあうために、一定の資源が他者に
移転されることを自ら承認する理由とは何か。
斉藤は、その理由として、「生のリスク」、「生の
偶然性」、「受苦への感応」、「生の複数性」をあげて
いるが（同上　286-28 頁）、ここでは、「生の偶然
性」に触れておこう。ホームレス問題に接していて
強く感じることだが、ホームレスの人々が直面して
いる窮状を「努力の不足」や「怠惰」といった個人
的要因に関連付けて安易に解釈してしまう傾向が一
般的に強い。「弱者」に対する想像力や共感の欠如
がみられるわけだが、そこには「生の偶然性」とい
う視点の不在が深く関係していると考えられる。「生
の偶然性」とは、人々の生がいかに多くの偶然に規
定されているかを認識しようとする視点である。私
たちの生は、自ら選んだのではない、自分の力では
どうすることも出来ない諸事情によって規定されて
おり、どのような社会も、そうした偶然性に恵まれ
た者と恵まれなかった者から成り立っていることに
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自覚的になろうとする視点である。「生の偶然性に
対する認識は、「あの人の立場に私はいたかもしれ
ない」、「あの人の立場に自分がいたとしたら自分の
境遇をどのように受けとめるだろう」という想像上
の立場の交換を媒介にする（同上　22 頁）。
　「私たちの現在の生が、幾重もの自然的・社会
的な偶然性の上に築かれているという事実が忘却さ
れーたしかに私たちはこの事実を忘れやすいー現
在の生がひとえに過去の努力とか勤勉に対する正当
な報酬であると思い込まれていくならば、社会的連
帯という理念が回復することはおそらくないであろ
う。社会的連帯という理念を維持するために必要な
のは、国民的アイデンティティを再興することでは
なく、私たちの生の根底的な偶然性を繰り返し認識
することである」（斉藤　2000 年、88 頁）。
個人の努力が強調される日本の社会風土のなかで
は、「生の偶然性」は、特に留意すべき問題だろう。
自分の生の「成功」を自分の努力の産物であると思
い込む人ほど、他人の「失敗」をその人の「努力不足」
と安易に解釈する。もちろん、どこまでが個人の責
任を問い得ない偶然性の範囲で、どこからが個人の
責任を問いうる選択の範囲なのかを区別することは
容易ではない。しかし、自己責任が厳しく問われる
ような言説が力を得て支配的な文化を形成しつつあ
る現在の時代状況のなかで、「生の偶然性」の視点
の重要性は一層高まっている。この問題は、自分が
選んだわけではないことで有利になったときに、そ
の選べないことの責任をどのように考えるのかとい
う問題と通じている。恵まれた環境にある人ほど、
「自分で選べない責任」（苅谷　2000 年）に対する
自覚が必要だと言えるだろう。
おわりに
ここでは、単なる指摘に留まるが、もう  つの重
要な論点は、社会的排除の問題に真摯に向き合わな
いことは、マイノリティや「弱者」にとってはもち
ろん、マジョリティや「強者」にとっても損失や不
利益を生じさせるという点である。『世界ホームレ
ス百科事典』の「ストリートユースと暴力」の項目
では、ホームレス状態にあることが若者の暴力的傾
向を強めることが記述されているが、若者のホーム
レス化が現実のものになっているかもしれない日本
の状況を思い浮かべながら、問題の深刻さを感じた。
不就学や高校に進学できない子どもたちの将来に安
定した雇用や生活を想像することは難しいが、その
ような不安定な人々を多く抱え込むかもしれない日
本社会の社会不安やコスト、リスクにも目を向ける
必要がある。非正規滞在者の問題も同様である。マ
ジョリティや「強者」の発想に基づく仕掛けや対策
は、マイノリティや「弱者」の不満や反感を増長さ
せていくだろう。共生論は、共に生きる双方にとっ
ての利益を追究することが問われよう。
「対等な関係」をやたらと主張するのではなく、
「生の偶然性」に目を向け、お互いの差異を認め合
おうとするなかから連帯の思想は生まれてくるであ
ろう。あらゆる共生論は、この点を最も基本的な視
点として構築されなければならない。
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田　巻　松　雄
　Study of Co-existence with Socially Excluded Groups
TAMAKI Matsuo  
Co-existence (kyousei in Japanese) with ethnic minority groups and the people facing 
social exclusion is one of the most important social issues of our day. This paper is a 
basic discussion on co-existence. The first section provides an overview of the present 
situation of homeless street people , irregular immigrants and foreigner’s children and 
the problems they are faced. The second section reviews recent several literatures on a 
multicultural society and co-existence society. It is said that a  multicultural society is the 
society where differences in nationalities, languages and cultures are respected. However, 
discussions on multicultural society sometimes do not refer to the essential meaning of 
“respect”. The slogan of multicultural society also tends to hide the problem in social 
policy related to it. The third section gives critical discussing points to understand and 
strive for multicultural society and co-existence society. The concept of “security of life” 
and “solidarity” are examined. Also, what understanding toward socially mariginalized 
and excluded groups should be is discussed.
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